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へ 入る と、 魔 & を かけられて 眠くなる。 眠くなる から、 歩けなくなる」 

と、 いかにも ふしぎな ことを、 山の 下の 蒙古 人は 皆、 子どもまで、 そう 思っ ている。 しかし、 

「その ふしぎな 神 さまの ょう だとい う 人を、 だれか 見た ものが あるの か」 

と、 たずねて みると、 だれも 見た ものは ない の だ。 

「それなら、 山男と いうのを、 だれか 見た か」 

これ もない の だ。 ただ、 しかし、 

「森の奥へ、 木を 切りに 入って ゆく と、 いつのまにか 眠く なった。 そして 手 も 足 も しびれて、 歩 
けなくな った」 

と、 これは、 村の おじいさん も、 おとうさんたち も、 大勢の ものが、 そういうめ にあって きた 
の だ。 ， 

その 蒙古 人の 村は、 どこに あるの か？ 満洲 国の 大 平原の 西に、 「洮 南」 という 町が ある。、 そ 
のまた 西に 散らばって いる 蒙古 人の 村々、 この 村が 皆、 興 安嶺の 山の 下に ある。 仰げば 山の頂 か 
ら 谷へ かけて mi の 森が 茂り、 奥の 知れない 谷から 流れて くる 水が 集まって、 村と 村の 間の 小川 
になり、 そうして 洮 南の 町の 方へ、 音 もな く 流れて いる。 この 河の 名を 「洮児 河」 という。 

佻 児 河の 岸は 浅い。 冬には 河の 上に 厚い 永が 張って、 馬で も 荷車で も 通れる。 昭和 七 年の 三 
月、 洮児 河の 水は、 まだと けなかった。 夜に なって、 蒙古 人が 三人、 大きな 荷車を 引きながら、 
河の 上を は の 方へ 帰って きた。 洮 南の 町へ まきを 売りに 行って きた 帰り だ。 月の 光を あびて、 三 
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人と 荷車の 影が、 水の 上に うつって ゆく。 

「な あ、 オィ、 こんど、 満洲が さ、 一つの 国に なった というのは、 ほんとう かな あ」 

と、 ひとりが 言う。 おじいさん だ。 

「ゥン、 ほんとうだろう ょ。 町の 人が みんな、 そう 言って たんだから」 

と、 ひとりが 答える。 おとうさん だ。 

「すると、 僕たちは 満洲 国民 だ」 

と、 また ひとりが 言う。 少年 だ。 

「そうさ。 けれども、 そうなる と、 この 興安嶺 は、 どうな るんだ ろうな？ 満洲 国の もの か、 蒙 
古の もの か」 

「さあ」 と、 三人と も 考えた。 

わからな いの だ。 なにしろ 大山 脈 だ。 興安嶺 が、 満洲と 蒙古の 境に なって、 長く つづいて い 
る。 どちらの 国の 山脈だろう？ 三人が 考えながら 荷車を 引いて いく。 すると、 

「わかった。 向こう 半分が 蒙古の もので、 こっちの 半分が 満洲 国の ものだろう」 

と、 おとうさんが 言う。 

「なるほど、 おまえは、 うまい ことを 考える ぞ」 

と、 おじいさんが 言って、 三人が 荷車を 引きながら、 月の 興 安嶺を 仰いだ。 このと き、 少年が 
さけび だした。 
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「ヤッ、 あれは なんだ？ 星 か？」 

星！ 

満洲の 空気は、 すみきっ ている。 だから、 星の 光は 日本で 見る よりも、 まだ 美しい。 そして 
皆、 大きく 近く 見える。 頭の すぐ 上へ、 さんさん と 降って きたよう にかが やいて いる。 しかし、 
今、 それを 仰いで、 蒙古 人の 少年 だけが さけんだ のでは ない。 おじいさん も おとうさん もさけ び 
だした。 

「オオ 、なんだろう、 大きい ぞ 、星 かな？」 

「流れ星 だ！」 

興 安嶺の 頂よりも 高く、 流れ星 か？ ス —— ッと 横に 飛んで ゆく まっ 青な 大きな 光は、 流れ星 
だろう か？ 月の 白い 光の 中を、 一直線に 南へ 飛んで ゆく …… 。 

「早い な あ、 星が 飛ぶ のは！」 

「アッ、 消えた」 

「大きな 星だった ぞ」 

「僕は、 あんな 大きな 星を、 見た ことがない。 おじいさんは？」 

と、 少年が たずねる と、 

「ゥム 、わし も、 この 年になる が、 はじめて 見た 大きな 星 だ」 

と、 そういう おじいさんの 年は、 七十 三 だ。 
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「桃の 実く らい あった ぜ J 
と、 おとうさん も、 おどろいて 言う。 

少年は 考えて 言った。 

「僕は、 日本軍の 飛行機 だと 思う」 

「いや、 飛行機 だと ひびきが 聞こえる わけ だ。 今のは なんにも 音が しなかった ぞ 。星 だ、 流れ星 
だょ」 

「それにしても 大きな 流れ星だった な。 早く 帰って、 おばあさんに 聞かして やれ。 ハ ハ ハ、 ビッ 
クリ するぜ 、おばあさん も」 

と、 おじいさんが 笑いだ して、 三人は 洮児 河の 永の 上に、 荷車を きゅうに 早く 引き だした。 
しかし、 少年は まだ 考えて いた。 (あんな 大きな 流れ星が あるか しら？ ひびきの しない 飛行 
機を、 日本軍が 飛ばして るん じ ゃない か？) と、 学校に も 行って ない 蒙古 人の 少年が、 この 時 
「ひびきのしない飛行機」ということを、ふと考えついた。 

ひびきの しない 飛行機 —— 「無声 飛行機」 は、 世界に 発明され ていない か？ 

音は 空気が ふるえて 耳に 聞こえる の だ。 空を 高く 飛行機が、 空気の ふるえる のを、 地の 上まで 
届かせずに 飛べたら、 音は 空の 中途で 消えて、 地の 上の 人間には 聞こえない のだろう。 この、 空 
気の ふるえを 止める 方法を、 もしも 発明したら、 完全な 「無声 飛行機」 がで きる の だ。 

無声 飛行機 軍が、 敵を 攻める となると、 敵は 飛行機の 攻撃を、 ひびきに ょって 早く 知る ことは 
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できない。 飛行機の 姿を 見て はじめて 防ぐ。 しかし 夜に 無声 飛行機が、 あかりな しに 攻撃す ると 
なると、 地の 上の 敵は、 頭の 上まで 飛んで こられても、 まるで わからないだろう。 都会' 要塞、 
軍港、 飛行機の 庫、 軍艦、 兵営、 戦車の 庫、 地の 上の ものが、 無声 飛行機の ためには、 皆、 爆弾 
を真上"から投げられる。ひびきが聞こえないから、早く防ぎようがないのだ。ただーつの防ぐ方 
法、 それは、 四方の 空を 照らす 大きな 照 空燈を 、夜 じゅう 朝まで かがやかして、 無声 飛行機の 姿 
を、 なるべく 早く 発見し なければ ならない。 そして 味方の 飛行機 や 高射砲で 防ぐ。 しかし、 空は 
高い。 照 空燈の 光の 届く 高さには ■かぎりが ある。 光の 届かない 上の 方を、 無声 飛行機が 攻撃し 
てきたら •どうしても 発見で きないだろう。 

だから、 夜の 無声 飛行機は、 どんな 新しい 武器よりも 強い。 

興 安嶺の 上を 飛んで いった 流れ星の ような 光は、 あかりを つけて いた 無声 飛行機では なかろう 
か？ 

世界の どこかで、 無声 飛行機を 発明し、 それを， 夜の 満洲 国の 空に 飛ばして いるので はない 
か？ 

ああ 興 安 嶺！ ふしぎな 神 さまの ような 人が 住んで いると いう、 アジアの 大 秘密 山脈の 上空 
を、 昭和 七 年 三月の 夜、 南へ 飛んで いった まっ 青な 光 もまた、 大きな 秘密の 光で あるら しい。 
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声な くさけ ぶ 万歳 



満洲 国の 大平 原は、 まことに 広い。 

見 わたす 四方に、 大空と 原が まるく ひろがって いる。 太陽 も 月 も、 大 平原の 端から 上り、 太平 
原の 端へ 沈む。 この 太平 原の 土が、 冬は かたく 石の ように 凍る。 草 も 枯れて しまい、 村と 木の な 
い 所は、 大 平原の どこでも 飛行場の よう だ。 飛行機は 思う 所へ おりられる。 

満洲 国の 三月は、 まだ 冬 だ。 そのうえに、 夜は 北風が 強く 吹き、 大 平原は 月と 星の 下に、 かた 
く 凍って いる。 そこに、 上空から 音 もな く、 まっすぐに おりて きた 一台の 戦闘機、 地の 上に フヮ 
リと 浮く かと 思う と' そのまま 静かに 止まっ た。 

どこの 国の 飛行機 か？ 翼は 単葉、 なんの 記章 も 見えない。 機体は まっ 青 だ。 しかも、 プロべ 
ラの 無い 飛行機 だ。 機体の 中から 出て きた ひとりが •ス ックと 土の 上に 立ち どまって 四方を 見 ま 
わす。 毛皮の 飛行 外套を 着て いる。 ずきんを 深く かぶり、 飛行め がね を かけた まま、 後ろを 振り 
むくと， 

「オィ、 もう 少し 行けは よかった ぞ」 
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と、 言う。 ハッ キリした 日本語 だ。 日本人 だ。 

「ゥム 、だが、 向こうの あかりは、 ハルビン だ。 ここでよ かろう」 

と 機体の 中から 答える。 

ハルビンは 満洲 国 第一の にぎやかな 大都会 だ。 人口は およそ 三十 三 万人、 そのうちの 四千 人 あ 
まりは わが 日本人 だ。 満洲 人、 蒙古 人、 シナ 人、 ロシア 人、 米国人、 そのほかの 外国人、 国の な 
いユダ ヤ人も 商売して いる。 ハルビン 市中の あかりが、 夜 ふけの 空に パッと 赤く うつって、 月と 
星の 下に かがやいて いる。 その 近くの 平原へ、 音 もな く おりて きた 戦闘機は、 この 夜中に、 ハル 
ビンを めざして 飛んで きたらし い。 なにを する ために 着陸した のか？ 土の 上に 立って る ひとり 
が 言う、 

「入江、 今は もう 一時 じ ゃない か」 

「待て」 

と、 入江は 機体の 上で、 小さな 懐中 電燈を 照らした。 腕 どけい を 見る と、 すぐに 光を 消して、 
「ゥム 、あと 十二分 だ。 信号 燈を つけて みる か？」 

「いや、 ちょうど 一時にな ったら、 つけて みろ。 本郷 さんは 時間の 正しい 人 だ。 ハルビンから、 
ここへ、 一時には 来られる はず だ」 

「よし、 あと 十二分、 本郷 さんは、 無論、 安全だろう。 が、 …… オィ、 入江、 気をつけ ッ丨 .」 

と、 岩 崎が きゅうに ことばを 切っ た。 
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それょりも 早く 岩 崎の 姿が 消えた。 ハッと 地の 上へ 身を ふせた の だ。 

(人影！) 

月の 光を あびて、 二百 メ丨 トル ほど 向こうに、 なにものか、 こちらへ 近づいて くる。 ふたり だ。 
ひとりは 身の たけが 高く、 6 とりは 低く 横に 太い。 靴の 音が かたい 土に ひびいて、 ヒ タヒ タと歩 
いてく る。 それが、 いきなり 立ち どまった。 

「オオ 、何 だ？ あそこに？」 

「待て！、 怪しい ぞ！」 

ふたりが さけんだ のは ロ シヤ語 だ。 ジッと 飛行機の 方を すかして みる。 

「アッ、 単葉 …… 戦闘機 だ！」 

「日本軍の 飛行機 か？.」 

「いや、 違う。 形が 違う！」 

「今 ころ こ 7 .© ハルヒンの近くに、あやしいぞ。本部へ知らせるか？」 

「急げ！ あの 怪シナ 人の 飛行機 かもしれ ない ぞ」 

「ょし、きさまはみはって 6 丨.」 

身の たけの 高い 方が •いっさん に 後ろへ 走り だした。 低い 方が、. シッと 立っ ている。 ロ シヤ人 
らしい。 そこへ 岩 崎が、 地の 上を ふした まま ジリ ジリと 進み だした。 

(岩 崎 やる か！) と、 機体の 上から 見つめる 入江、 右手を 飛行 外套の かくしへ 入れる と、 卜さ 



15 



な 自動 拳銃を、 つかみ 出した。 

風の 中に 聞こえた ロシヤ 語、 「怪 シナ 人」 とはな にもの か？ それを、 入江 も 岩 崎 も、 耳に と 
めた。 あやしい シナ 人が、 この 近くを' うろついて るら しい。 また、 「本部」 とはな にか？ この 
ふたりは、 その 「本部」 の ものら しい。 

(早く 捕えて みろ！) と 入江は、 地の 上を 進んで ゆく 岩 崎を、 そして 向こうに 立って る 男を 見る 
と •右手の 自動 拳銃を あげて、 向こうの 男の 足へ， ビタリと、 ねらいを つけた。 

(動く と 一発 だ！ が、 殺す と •本郷 さんに 叱られる ぞ) と、 入江は、 引き金へ 指を あてながら、 
ジッと 見つめる。 そこに’ 

「說が ッ ？ .J 

岩 崎を 見つけた 男が さけぶ ょりも 早く、 バッと 岩 崎が 下から 飛びつ いた。 入江が 射とうと する 
一秒 前に、 ふたりが 組みつ いた。 

(やれ ッ ，岩 崎！) 入江は 自動 拳銃を にぎった まま 立ち あがった。 が， ハッと 空を あおいだ。 
南の 空に 聞こえる 飛行機の ひびき …… 見る と， 月の 下を 斜めに おりて くる， これ も 単葉 だ。 一 
目で 入江に わかる' 日本軍 愛国 第一 号 機！ すばらしい 速度で 降りて くる 岩 崎と！！ シヤ人 
(？) は 今や 渦 まくょう に 闘う。 敵は 強く、 右手の 突きを 岩 崎の 胸へ、 と、 それを かわした 岩 
崎、 かわす 胸へ 左手の すごい 突きを グッと 受けた。 そのまま ふたりが また 組みつ いて 闘う。 が、 
今にも 岩 崎が まけそう だ。 その 向こう 七十 メー トル ほどに、 愛国 号が 降りる と， 入江の 飛行機の 
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方へ' ズズ ズズと 進んで きた。 

(あぶない！) と， + 入江は 電気信号 燈を つけた。 

まっ 青な 強い 光が、 前の 平原を 照らして 消えた。 消えた 一秒の 時、！！ シヤ人 (？) が、 たたき 
伏せられた 。ギャ ッ とさけ ぶと 地の 上に 平たく なった。 気を 失った のか、 そのまま 動かず， しか 
も、 そこに 別の ひとりが、 岩 崎の ほかに 立って いるの だ。 いつ 現れた のか？ だれか？ おどろ 
いて 見つめる 入江の 耳に、 

「岩 崎！ けがは ないか？」 

と ■ほがらかな 力の ある 声は、 

(本郷 さんだ ッ) と、 入江は 聞く と 同時に •おもわず 左手を 上げて、 (万歳！) と、 胸い っ ぱい 
に 声な くさ けんだ。 

(本郷 さんが 来た！ 見ろ' 本郷 さんが 来た！) 

岩 崎は， 息を、 はげしく 吐きながら、 

「ハッ， けがは、 ありません。 ありがとう ございました」 

と、 シナ 服の 本郷を 見て •おどろきながら 言う。 

本郷は ほおに 微笑して いる。 黒い トルコ 帽を かぶり、 絹の 黒い シナ 服を 着て、 月の 下に 立って 
いる 姿は、 堂々 たる シナの 英傑の ように 見える。 が， 黒めが ねを かけ、 シナ 服の 高い 襟を 立て 
て、 鼻と ほお だけが 現れて いる。 向こうに 降りて る 愛国 機を 見る と、 右手を あげて' 
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(来たれ！) と、 いぅよぅ に、 スッ とおろ した。 

愛国 号を 飛び出た 日本航空 将校が、 走って きながら たずねる、 

「本 郷義昭 少佐 殿であります か」 

「ああそぅ。 あなたは？」 

「佐 藤 航空 兵 中尉であります」 

と、 本郷の 前に 立ち止まった 佐 藤 中尉、 挙手 注目の 敬礼を する。 

本郷 は、 う 诗は淺 u f ti っ, 

「ご苦労！ *' 庄 司令官 閣下 も、 三 宅 参謀長 閣下 も、 お 元気だろぅ ね， 

「ハッ、 ただいま 奉 天に …… 」 

と、 佐 藤 中尉は いいかけて、 足 もとにた おれて る 男を 見る。 

「いや、 この 男は、 日本語が わからん の だよ」 

「ロ シヤ 人であります か」 

「ハ ハア、 ロシヤ 人に 見える が、 ユダヤ人 だ。 佐 藤 中尉！」 



「これは ハルビンの 獲物 だ。 本庄 閣下に！」 

本郷はシナ服の ±^ %の奥から、なにか黒い細長い包みを出して、佐藤中尉の手へ、大事そぅに 
渡す と、 
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「すぐ 出発して くれた まえ ！ 」 

「ハッ、 少佐 殿！」 と、 佐 藤 中尉は 別れの 敬礼を して、 

「どうか 皇国の ために、 少佐 殿の ご 大切を 祈ります」 

「ありがとう。 あなたたち も丨 満洲 国は まだ 赤ん坊 だ、 しかし、 シナは 無論、 〇 国、 △ 

国、 XXX 、 ユダヤ人まで、 この 赤ん坊の 息を 止めようと している。 彼らの 秘密の 巣は、 この ハ 
ルビン だ。 僕は 今まで、 ハルビンの 秘密の 巣の 中に いたの だ。 アジ ヤの 平和は まだ 遠い。 閣下を 
はじめ、 司令部の 方々 に、 本郷 より よろしくと 申し上げて ください。 われらは アジ ヤの 平和を 破 
る ものと、 最後まで 戦わねば ならない！」 

「ハッ」 

佐 藤 中尉は、 この 俠傑本 郷義昭 と 別れを おしみながら、 愛国 機の 方へ 走って いった。 

(ああ 雄偉なる 本郷 少佐 殿から、 なに か 大事な ものを、 おれは あずかった の だ！) と、 思う、 佐 
藤 中尉の 任務は 重い。 愛国 号に 飛び乗る と、 その 大事な あずかりものを、 中尉は 飛行服の 内隠し 
へ、 シッ ヵリと 入れた。 これから 奉 天へ 星の 空を 帰る の だ。 

岩 崎が、 息を 静めて 言う、 

「こいつの ほかに、 もう ひとり、 ハルビンの 方へ 走って いった やつが いるんで す」 

「ゥム 、身の たけの 高い 男だった ろう」 

「そうです。 本部へ 知らせに ゆく と、 いきなり 走って いきました。 僕たちの 飛行機は 発見され ま 
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した」 

「捨てて おいてい い。 きみたちは、 興 安嶺の 上を 通って きた か」 

「通って きました。 南へ、 そして 東へ 進んで きました」 

「信号 燈を 照らして みたか」 

「二分 間、 照らして みました」 

「下から 答えは？」 

「ありました。 たしかに！」 

「ゥム 、色は？」 

「まっ 黄でした。 非常に 強い 黄色でした」 

r …… 」 本郷が 黙った。 腕を 組んだ。 月下に 立てる 日 東の 剣俠 児、 ああな にを か 思ぅ？ 

愛国 号が ひびきを たてて 走り だした。 ゆるく 浮き あがった 。サッと 片手を あげた 佐 藤 中尉 機 
体、：^ 上を 向いて グーン と 空へ ゆく。 その ひびきに、 本 郷の足 もとに 倒れて るユダ ヤ人が ヒクッ 
と 動いた。 

「入江！」 

と、 岩 崎が 声をかけて、 

「興 安嶺の 光は、 まっ 黄だった な！」 

「ゥン、 真っ 黄！ 僕 も 見ました」 



20 




黙々 たる 本 郷義昭 、両腕を さげる と •飛行機の 方へ 歩き だした。 
「アツ、 お帰りに な るんで すか」 

と 岩 崎 も 歩きながら たずねる。 



本郷は 黙って、 飛行機の 中へ 入った。 岩 崎 も つづいて 入った。 



武俠嶺 と 興安嶺 



まるで ひびきを たてない 無声 戦闘機、 本郷と 入江と 岩 崎の 三人を 乗せて、 走り もせずに、 ハル 
ビン 市外の 上空に 地から すぐ 浮いた。 と 見る まに 西へ 音な く 消えた。 単葉の 翼が、 とんぼの 羽根 
のょぅに 目に も 止まらぬ 早 さで ふるえて いく。 安全な 無声 飛行機 だ。 

岩 崎と ならんで る本郷 に、 入江が 前から 上げ 舵を 取りながら 尋ねる' 

「武 俠嶺 へ、 お帰りです か」 

「 いや-興 安嶺 へ！」 
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-て' 1_ 

西へ 西へ！ 満洲 国の 夜 ふけの 上空を 横ぎ る 全速力の 無声 戦闘機 ゆくえは 興安嶺 へ 

アジ ヤの大 秘密 山脈へ— ...：： 。 

、レビン 市外には、 土の 上に、 ユダヤ人が' ひとり： クッ タリと 倒れて いる。 そこに、 

「オ！ •どこ だ？」 

ロ シヤ語 I けびながら、 十五、 六 人が、 パラ バラと 月® 下— ってき た。 
r オ ー、 どこ だ？」 

この 声を 聞く と、 今まで 倒れて た ユダヤ人が、 きゅぅに 立ち あがっ て 言いだ した。 

「 ここ だ！ 皆 来い！ 怪シナ 人が、 ふしぎな 飛行機に 乗って、 西へ！」 

と、 西の 空を 指さして’ 

「今 さきに •飛んで 行った。 やつ、 日本人ら しい ぞ 1_ 

「u 7£ こ？ 日本人 だと？ どぅして わかった？」 

と、 走って きた 先頭の 大男が、 英語で たずねる。 すると、 

「日本の 単讓行 機が、 南から 飛んで きた。 それに 乗っ てた やつは、 たしかに 陸軍の 将校 だ。 ふ 
ヒ りが 話して たのは、 日本語 だ。 そして 怪シナ 人の やつ、 将校に なに か 黒い 包み ものを 話しな 
がら 渡した ぞ」 

と、 ユダヤ人 も 英語で 答える。 




これを 聞いて、 皆が 顔を 見 あわせた。 大男が 毛皮 外套の かくしに、 グッと 両手を 入れて、 ユダ 
ャ人 にたず ねる。 

「オィ、 それで やつらは、 なにを 話して たんだ？」 

「いや、 第三 司令！ おれあ 日本語と だけ わ かったんで。 だが、 なにを 話して たか 意味は わから 
ねえ」 

「フム 、ふしぎな 飛行機とは なんだ」 

「プロペラの ねえ、 まるで 音が ねえ 単葉の やつなん で、 走り もせずに、 いきなり 飛び あがって い 
き や がった。 なんしろ ふしぎ だ」 

「きさま あ、 それだけ 見たり 聞いたり してやが って、 日本語の ニつ や 三つ、 耳に 止めて おかねえ 
のか」 

「それ あ、 おぼえて る。 飛行 将校の やつが、 怪シナ 人に、 『ホン ゴ ー』 と 言った ょぅ だ、 たしか 
に」 

「な、 なに ホン ゴ ー？」 

「ゥム 、たしかに！」 

皆が ギョ ッ として 顔を 見 あわせた。 

(ホン ゴー とは、 本 郷義昭 ではない か？) それを 皆が 顔色で たずね あぅ。 中に 「第三 司令」 とい 
われた 毛皮 外套の 大男が、 ジッと 目を かがやかして、 
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「しま ッた！ 皆、 本部へ 引き あげろ！ やつ、 ホンゴ ーだッ たか！」 

恐ろしい ものを 見た ように 言う と、 いきなり 歩き だした。 皆が ついて ゆく。 十二、 三人が 洋 
服を、 三人が シナ 服を 着て いる。 ハルビンの 方へ 行きながら、 中の シナ 人が 小声で 言う、 

「第三 司令！ 本 郷義昭 だと、 これ ァおれ たちが あぶね えぞ」 

「ゥム 、本部へ 行って 総 司令を 呼 ぶんだ。 ああ、 やつの トルコ 帽 、黒めが ね、 恐ろしい やつ だ。 
やつの シナ 語は まったくき さまたち にも、 日本人 だと わからな かったん だな」 

「わからね え、 おれたちよりも じょうずな シナ 語だった ん で」 

小声で 言いながら、 第三 司令を はじめ 十六 人の ものが、 ハルビンの 裏へ 行き、 細い 町を 入る 
と、 ゾロゾ ロと どこへ か 姿を かくした。 



ハルビン 市には、 「シナ 人 町」 といぅの が ある。 しかし シナ 人 ばかりが 住んで いるので はない。 
各国の 人間が、 それぞれの 店で 商売して いる。 にぎやかな 町 だ。 

夜 おそく、 シナ 人 町の 店は 皆 戸を しめた。 町は 人 どおり も なくなり、 さびしく 見えて、 両側の 
あかりが 路を 照らして いる。 そこに、 身の たけの 高い 紳士が ひとり、 ステッキを 振って、 横路か 
ら出 てきた。 西洋人 だ。 屋根の あかりを 受けて、 中折帽子の 下に 顔が 白い。 顔つき も 外套 も 靴 も 
歩き 方 も、 りっぱな 紳士 だ。 夜 おそく ひとり、 どこへ 行く のか、 ゆったり と 歩きながら' また 路 
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を まがった。 四百 メ^ — - ル ほど 行く と、 また 別の 路へ まがった。 そこに 黒い 箱 自動車が、 家の 前 
に 止まって る。 運転台に 居眠りして るのは、 ひとりの シナ 人 だ。 そこに 立ち どまった 紳士が、 ス 
テッキで 路をヵ タリと 突く と、 虫の ような 小声で 言う、 

「オィ、 陳！ 紅 槍」 

紳士の 声を 聞く と、 シナ 人の 陳が 太い 声で 答えた。 

トンシ <-ゾグー 

「同事 同事」 

なに かの 合図 だ。 眠った ふりを してる 陳 、運転台に いて、 番兵の 代わりを してる らしい。 紳士 
は 歩き だした。 自動車の 前を まわる と、 家の 戸を ステッキで おした。 スッと 音 もな く 戸が 開い 
た。 その 中へ、 紳士の 立派な 姿が、 影の ように 消えた。 

戸の 中は 暗い。 まっ 暗 だ。 が、 紳士は 奥の ようすを 知って るら しい。 まっすぐに 歩いて ゆく。 
床は コンク リ ー トだ 。靴の 音が かたく ひびく。 隅の 方へ 行く と、 靴音が 下へ おりて ゆく。 階段 
だ。 幾 段 も おりて しまう と、 

_ッ！」 

英語で 言った。 

まっ 暗な 中に、 一条の 光が スーッ と 上下へ 現れた。 戸の 端 だ。 それが おおきく 開かれて、 紳士 
は 光の 中に 立った。 中の ものが さけび だした。 

「アッ、 総 司令 だ！」 
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紳士 ^ 中へ 入った。 両方から ユダヤ人と シナ 人が きて 帽子と ステッキと 手袋を 受け取り、 外套 
をぬ がせる。 ここは 地下室 だ。 天井から 大きな 電燈が 下へ 光を 投げて、 下には 二十 七、 八 人の 各 
国人が、 まんまるい テ ー ブルの まわりに 集まって る。 テー ブルの 上に 広げて あるのは アジ ヤの大 
地図 だ。 紳士が 空いて る 椅子へ、 ゆったり と 腰を かけた。 すると、 前にい る 大男の 第三 司令が、 
太い 髭の 下から 言いだ した。 

「総 司令！ あなたに 来て もらった のは、 今、 非常な 失敗を、 ここの 本部で やった からだ。 われ 
われが 有力な 味方 だと 思いながら、 『怪 シナ 人』 と 言って たやつ、 あの 李天祥 は、 有名な 本郷義 
昭だっ た。 やつ、 無声 飛行機を どこから か 呼びょ せて、 きょうの 午前 一時す ぎ、 市外の 原を 西へ 
飛び去った。 しかも、 われらの^! 澉礮歡 ^酔 書を うばって、 日本軍の 飛行 将校へ 渡した の だ。 そ 
の 日本軍 飛行機は、 南に 行った という。 どうします？」 

総 司令の 紳士は、 これを 聞きながら 眉 も 動かさず、 おちついて 言う、 

「殺す の だ」 

「エッ、 本郷 をです か」 

「無論！ 本郷 といえ ども、 神では あるまい。 殺せる の だ」 

「しかし、 だれが やつを 殺します？」 

「おれが 殺す！」 
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皆が シ 1 ンと なった。 — if ,,, 

「今 だから 言う が、 おれは、 やつが この 日満 秘密 破壊 党へ 入って きたと き、 あやしい と 見て いた 
の だ。 殺す つもりだった。 第三 司 4 やつは 西へ 行った というの だな」 

と、 総 司令は 地図を 見つめた。 その 両眼の 光、 火の ょうに 燃えて、 

「さては、 本郷 、興 安嶺へ 飛んだ な。 やつが 満洲に いる 間、 おれたちの 目的は 成功し ない ぞ」 

と、 見る見る 顔色が 青白くな った。 

この 総 司令は なにものか、 どこの 国の 人間 か。 本 郷義昭 を 殺す！ と、 顔色が 青白くな るまで 
にかたく 心を きめた の だ。 

山 また 山の 興安嶺 、白樺の 森 深く、 谷 深く、 月の 下に 静まって いる。 そこへ 夜の 大空を 突いて 
東から 西へ、 本郷の 無声 飛行機が、 興 安嶺の 上空へ 飛んで きた。 

静か だ。 高度 今や 六 千メー トル あまり、 上空は 実に 静か だ。 月と 星の 光に、 空気が 青く そまっ 
てる。 その 中を 音 もな く 切って ゆく 全速 度、 本郷も 入江 も 岩 崎 も、 すごい 寒さに 全身が こおって 
いる。 単葉の 翼が ふるえながら、 ス ー ッと 機体が 右へ まわった。 下を 眺めて る 本郷が 命令した。 
「岩 崎、 天佑 谷へ 安全 信号！」 

「ハッ」 

岩 崎が 座席の そばの スィッチを 押した。 

電気が 通じて 尾翼の 下に 緑色の 光が ついた。 
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「入江' 旋回！」 

「ハッ」 

入江は 機体を 右へ かたむけ、 尾翼を 右へ まわした。 そして 下げ 舵を 取った。 

右へ 大きく まわって ゆく 単葉飛行機 •渦を まくょぅ におり はじめた。 岩 崎が さけび だした。 

「アッ、 黄色の 信号 燈 です、 天佑 谷です！」 ， 

「ゥム J 

本郷は 胸を かがめて、 はるかに 下を 見つめた。 黒く 細長い 線が 幾す じ も 流れて る。 谷 だ。 その 
暗い 中に 一点の 黄色い 光、 かがやき 現れて は 消え、 消えて は 現れる。 信号 だ。 しばらく 現れる の 
は線を示す。現れてすぐ消えるのは点だ。これを「モールス符号」といぅ。電報文にも使ぅ。 « 
がィだ。參 I • I •は ロ だ。 ！ • • •が ハ だ。 そのほか 線と 点の 組み合わせで、 どんな 文 
章で も つづれる。 いま、 興 安嶺の 谷底から 上空の 無声 飛行機へ、 黄色い 光が モー ルス 符号で 通信 
する。 本郷 は、 それを 読みながら、 グッと 眉を 上げた。 なに か？ 

「本 郷’ ソノ 機上 一 一 在リヤ 。敵ノ 秘密 ノ 手、 今 ヤ 蒙古へ 進 ミツ ツ アリ」 

この 燈火 通信を 読んで、 眉を あげた 本 郷義昭 •岩 崎の 座席の 横に ある スィッチを 自分で おし 
た。 おしては 放し、 また おす、 長く 短く、 そのたび に 尾翼の 下から 緑色の 光が、 同じく 線と 点の 
モ ー ルス 符号を 現し、 今や 三千 メ ー トルの 上空ょり 谷底へ 通信す る。 

「本郷 、ココ-一 在リ 。今 ヨリ 着陸 ス 。鉄人 先生、 天佑 谷 ニ 在 リ給ゥ 力」 
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下の 黄色の 光が 谷底から 答える。 皆、 日本 文 だ。 

「鉄人、 ココ ニ 在リ 。来 タレ、 本郷」 

「承知」 

と、 スィッチを おしては 放す 本郷、 

「着陸！」 

と、 入江に 命令した。 

翼の ふるえが 止まった。 スッ とさか さに なった 単葉、 三千 メー トルの 高さから 空中を すべって 
逆さに 走る …… 音な き 急転の 直下、 月の 光を かすめて、 おり ゆく 興 安嶺の 頂より 谷底へ、 その 谷 
広く して、 そこに バッと 青白い 炎が 四 力 所に 燃え あがった。 着陸 所を 下で 知らせた の だ。 マグネ 
シウム の 光 だ。 



日本人の 中の 日本人 



天佑 谷。 四方は 山と 崖 だ。 が、 大興 安嶺の 奥に、 この 谷底 も 広い。 水流れ て 谷の 中に 平地が あ 
り、 天に そびえて る 松、 楊、 白樺、 ニ レと いう 樹、 エン ジュ という 幹の 太い 樹 、ダンと いうめ ず 
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らしい 樹 などが、 山から 谷へ 昼 も 暗く 茂り あってる。 この 谷を 発見して、 樹を 切り倒し、 平地を 
畑に し、 崖の かげに 小屋を たて、 岩を 掘り， あけて 岩屋を つくり、 崖と 崖との 間を 抜ける 秘密の 路 
を 開いて、 東 ば 満洲へ、 西は 蒙古へ、 山 また 山を 越えて 出られる。 この 深く 大きな 谷を 「天佑 
谷」 と、 岩屋 や 小屋に 住んで る ものガ しう 

平地の 四 力 所に、 夜 ふけの 今、 マグネシゥムの 青白い 炎を 燃やして る。 その 炎に バッ とうつ 
しだされた 人影、 数は 十三 人、 皆が 毛皮に くるまって、 蒙古 人の ょう だ。 が、 天を 仰いで ひとり 
が 言う のは、 ほがらかな 日本語で ある。 

「さすがに 上手 だぞ 。本郷 さんの 部下 だけ ある。 見事 見事！」 

そばの 皆が 天を 仰いで る。 いかにも 見事な 空中滑走、 見る まに 着陸 所へ めがけて、 さかさに お 
りてきた。 グーン と 大地を 突き破る かと 思う ばかり、 真下へ 一直線に、 と 見る、 いきなり、 フヮ 
リと 上向いて 波に 乗った ょう、 地上 十二、 三メー トルから ななめに スル スルと 着陸 所へ 入って、 
車が 地に 着く と 止まった = 

「むッ 、うまい ！ 」 

と 皆が おどろいて 息をつく。 

そこに、 機体の 中から おりて きた 本 郷義昭 、トルコ 帽に黒 絹の シナ 服、 地面へ 立つ と 静かに 黒 
めがねを 取った。 後から 岩 崎 も おりて きた。 

入江 も 出て きた。 すると 
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「待って おった ぞ！ J 

ズ シリと 力の こもった 声が 聞こえて、 十三 人の まん 中から ゆうゆうと 歩き 出た 人 雪の ような 
白髪を 頭から 両肩 へたれ ている。 しかも、 からだ 高く 堂々 として、 着て いる 毛皮 外套 も 白狐の 毛 
を あんだ ものら しく、 まっ 白な 巌が 動き 出た ように 見える。 月に 照らされて、 全身が 神々 しく 白 
く かがやく。 

本郷 は、 この 白い 欺の ような 人の 前に、 トルコ 帽を ぬぐと、 つつしんで 頭を さげた。 そして 言 
ラ. 

「先生 も おかわりな く、 お喜びを 申し あげます」 

「おお、 きみ も 元気 じ ゃの、 武俠嶺 の もの も 皆、 健康であろう の」 

「ハ、 ひとり 残らず、 今後の 働きを 待って おります。 わたくしは ただいままで、 ハルビンに おり 
ましたが」 

「ゥム 、知って おる。 奉 天の 本庄 から 密使が 来ての、 きみが ハルビンに 活躍して おる と、 わざ わ 
ざ 知らせて きたの じ ゃ」 

この 人、 白く 長い 髯を 、胸の 上に 左手で にぎりながら、 関東 軍司令官の 本庄 中将を、 ただ 「本 
庄」 と言う。 本郷に 向かっても 弟子の ように 言う。 上空から 本郷が 通信した 「鉄人 先生」 とは、 
この 人に ちがいない。 

「蒙古の 方面へ も、 敵の 手が 進みつつ ありと、 お知らせで ありまし たが、 …… ？」 
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と、 本郷は 帽子を ぬいだ まま、 気をつけの 姿勢を してたず ねる。 

「さよう。 それにつ いて、 少し 話したい こと も あるの じ ゃ。 岩屋へ 行こう」 

言いながら、 また ゆうゆうと 歩き だした、 白い 巌 のよう な 鉄人 老 先生、 その後ろ に本郷 、岩 
崎、 入江、 そのほか 十 人、 皆、 日本人 だ。 向こうに 見える 崖の 下へ、 ヒ タヒ タと平 地を 歩いて ゆ 
く。 このと き、 マグネシゥムの 炎が 消えて、 ふたりの 者が 残って 立ち、 ならんで 四方を 見 はって 
いる。 夜 じゅう 番兵に 立って いるら しい。 ふたりの 足 もとに、 黒く まるい ものが 台の 上に 乗って 
いる。 燈火 通信 器 だ。 台の 下から ふたす じの 黒い 電線が、 崖の 方への びて る。 すると、 この 深い 
谷底に、 発電所が あるの だ。 かすかに 滝の 音が 聞こえる。 谷と 四方の 森に ひびいて、 仰げば 月 高 

く、 降る ような 星が、 いっぱいに きらめい てる。 ああ この 天佑 谷 白衣の 鉄人 老先 生は わ 

が本郷さえ尊敬してるー世の教|^ではないか。したがう日本人は皆、顔たくましく姿正しく隆々 
としてる。 見る からに 日本人の 中の すぐれた 日本人 だ。 大興 安嶺の 奥に あって、 この 人々、 なに 
を 計って いるの だろう …… 。 

岩屋の 中は、 入り口から よほど 深く、 入る と 右へ まがり、 なお 行く と 広い 部屋が 奥に 現れ 
た。 入り 路も 天井 も 四方 も 皆 岩 だ。 岩壁から 岩壁へ、 そして 奥の 天井へ 電線が 伝わり、 部屋の 中 
にある テー ブルの 上に、 置き 電燈が 明るく かがやいて いる。 その テー ブル、 椅子、 隅に ならべて 
ある 蔓台 、谷の 樹を けずって 皆が 自分で つくった もの だ。 白木で ガッチ リ とじょうぶ にで きて 
る。 
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鉄人 老先 生が、 椅子へ もたれた。 その 顔色、 鉄の ように 赤黒く、 白髪と 白髯 にう つって、 しか 
も、 水の ように 清らかな 眼の 光は なにものを も 見と おすだろう。 神々 しい 威厳に あふれて、 本郷 
を 眺めながら、 力 ある 声が 静かに たずねる。 

「ハルビンで •かの 赤 魔. ハ ザロ フに会 うたかの？」 

「会いました」 

と， 本郷も 椅子へ もたれて • 

「バ ザロ フは 自ら 『総 司令』 と 言って おります。 さすがに 一方の 傑物、 初めから わたくしを 見破 
つて おりました」 

「ゥム 、そうじ やろう。 彼の 手は •大刀 会に も' 紅 槍 会に も、 のびて おる ようじ やの」 

「満洲の みで 三 万人は 少なくとも、 彼の 命令に 服して おります」 

大刀 会、 紅 槍 会、 それは シナから 満洲 国へ かけて、 いたるところに 隠れ 動いて いる 賊の名 だ。 
馬賊 ではなく、 馬賊 より 強い。 それが 満洲 だけで 三 万人 も、 バ ザロ フと いう 総 司令に したがって 
ると いう、 この 本郷の 話す のを 聞いて 飛行士の 入江は グッと 腕を くんだ。 三 万人の 賊を 空中から 
爆撃したい の だ。 が、 賊は 一力 所に かたまって はいない。 総 司令 バ ザロ フの 秘密 命令を 受けて 北 
満洲の 方々 に 現れ、 村を 焼き、 人民を 殺し、 財産を うばい、 満洲 軍と 日本軍を も 攻撃す る。 満洲 
国を 乱す 国家の 賊だ 。その 本部が、 大都会 ハルビンの 地下室に あり、 その 総 司令が •白人の バザ 
ロフ であろうとは、 今、 本 郷義昭 によって さぐられた の だ。 が、 さぐられた と 早く も 知っている 
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く ザロ フ、 彼は 別の 名を 「赤 魔」 という。 ロシャ 語で 「真っ赤な 鬼」 という。 殺人の 血を 流して 
平気な 鬼の ような 人間 だ。 この 赤 魔が、 本郷 のために 自分の 本部を さぐられ、 もっとも 大事な 秘 
密の 計画 書を うばわれた の だ。 

「三 万人の 戎 I 、 しかし、 本郷 、恐る るに およぶまい。 いずれ わが 皇軍に 討たれる じ ゃ。 毒虫の 
ような やつら じ やからの」 

と、 鉄人 老先 生は 微笑して、 . へ — .t 
「それよりも、 蒙古が 乱れ そうじゃ。 蒙古の 中に、 今 また 新たな 敵が、 ひそかに 北 平から 進んで 
きとる。 この 方が 将来は 非常な 禍い を、 日本と 満洲に 残そう ぞ」 



本郷 は、 鉄人 老 先生の 清らかな 目を 見つめた。 すると、 

「どぅじ ゃ、 わかった かの？.」 

「ハ J 

本郷 は、 それだけを 答えた。 

わが 日 東の 老 傑と 剣 俠 児、 このと き、 心から 心へ なにものかを 伝え、 なにものかを 受けた の 
だ。 

鉄人 老先 生は、 なお 白髯を 動かして 言ぅ、 

「しかし、 かの 赤 魔は 人間の 姿を しとる が、 心は 鬼 じ ゃ。 君の ために やぶれて、 捨てて おく 男で 
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熱 河の シナ 兵 

ひ f 即すぎ た。 すぎた。 五月に なった。 北 満洲には 春ら しい 時候がない。 寒い 冬から すぐに 
夏の 暑さが くる。 冬に 枯れて た 木の葉が、 一時に 芽 ばえ て 青々 と 茂り、 興安嶺 ^ 1 し & 緑につつ 
まれた。 しかし、 平原には、 大刀 会と 紅 槍 会、 そのほかの 賊が 、わが 日本軍の 平賀 〇団に 追われ 
ながら、 方々 にあ ばれ まわり、 日本と 満洲 国に 敵対す る 馬 占 山と いう 将軍 も、 自分の 軍隊を つれて 
逃げ走った。 すると、 熱 河 省と いう 蒙古の 一部分に、 今まで 満洲 国に したがっていた 湯玉 麟 とい 
う 将軍 も、 きゅうに 敵対し はじめた。 この 熱 河 省の 都の 熱 河、 そこの 町の 四つ かどに 六月 二十 
九日の 朝、 きたない 蒙古 人が ひとり 歩いて ると、 

「既 W ッ」 

と、 不意に 路 のかげ からな にもの か シナ 語の 号令を かけた。 

バラ バラと 二十 人 あまりの 武装 シナ 兵が、 四つ かどから 現れて、 銃剣を きらめかし、 蒙古 人を 
取り かこんだ。 立ち どまった 蒙古 人、 まわりを 見る と、 

「本 郷！ 忘れた か？」 




すごい 声が、 シナ 兵の 中から 聞こえた。 

(なにものか？) ボロボ ロの 蒙古 服を 着て いる 本郷 、その 男の 顔を 見る と、 にわかに 目を かがや 
かした。 

(赤 魔 だ！) シナ 人に 顔色 も 姿 も かえて るバ ザロ フだ！ 

本 郷義昭 と 赤 魔が、 顔を 見 あわした。 

(赤 魔！ さては、 きさま か！) 

(本 郷！ 死ね ッ！) 

本郷の 目は、 このと き、 水の ょうに すんで 静かに、 赤 魔の 目は、 今 殺そうと いう 勝利を 思って 
燃えた。 ジリ ジリと 四方から シナ 兵が、 今にも 本 郷へお どり かかろう とする、 今や 剣俠 児の 死！ 
これを 目の前に 見て、 赤 魔は すごく 笑った。 

「フム 、本郷 、網に かかった な、 死ね ッ！」 

と、 その 声、 するどく ロシヤ 語で さけんで、 右手を ふりあげた 赤 魔、 本郷の 胸を 指さす と、 

づ いて シナ 語の 号令を かけた。 

「放！」 I 射て ッ！ 

一時に 射った！ シナ 兵の 射撃、 ひびきの 中に、 さすがの 本郷 もた まらず、 あおむけに ドッと 
倒れた、 そのと き、 

「ア アッ！- 



39 



つ 




今まで 本郷 の 後ろに 立っ ていた シナ 兵， 二、 三人が さけぶ と、 前へ 横へ 後ろへ バタ バタと 倒 
れた 。そこに、 「うぬ！」 赤 魔 もさ けんだ。 

どうしたの か？ 見よ！ 倒れた シナ 兵の 向こうに， 目に も 止まらず 黒い ものが 飛んだ …… 本 
郷だ。 … _ は あたらなかった のか？ 四方から かこんで 射った シナ 兵 •味方に あたる のを 恐れ 
て、 銃 さきを 上に むけた。 その 一秒 前、 倒れた 本郷は 後ろへ、 ハッ シと 柔道の 早技、 シナ 兵 三人 
の 足を 横には ら って、 おどり 越えた 捨て身と 立ち上がりの 早 さ 。 

「うぬ！」 

と、 赤 魔が さけんだ ときは、 四つ かどの 横路 へ、 本郷の 黒い 姿が 風の ように 消えた。 

「うぬ、 追え ッ丨 •」 

なおさけ ぶ 赤 魔の 号令に、 二十 余人の シナ 兵、 おどろきながら 横路へ 走って いった。 が’ 

「ア アッ、 没 有！」 いない ぞ！ 

皆が 立ち どまっ た。 まっす ぐな 路だ 。夏の 光が ギラ ギラと 赤土を 照らして 両方に 低 I 家が つ 
づい てる。 が、 今の 射撃に おどろいて、 だれひとりも 出て いない。 赤土の 路 、それだけ だ。 人 無 
し。 

「右側の 家を さがせ！ 行け、 早く、 一軒に 二人ず つ 行け ッ丨 •」 

赤 魔が 歯ぎ しりして さけぶ、 

「見つけたら 射て！ 賞金 五 千 元！」 
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本郷は 四つ かどを 右へ まがった の だ。 右側の 家の 中へ 消えなくて、 どこへ 行く？ —— 賞金 
五 千 元！ と、 赤 魔の 命令に、 おどりあがった シナ 兵たち、 われさきにと 右側の 家々 へ、 銃剣を 
きらめかして、 バラ バラに 分かれながら 入って いった。 

(五 千 元で 本郷が 射てたら •安い ぞ！) 

と、 路ば たに 立って る 赤 魔、 そこに、 向こうの 四つ かどから •ドッ とかけ だしてき た 新たな シ 
ナ兵の 一隊， 先頭に 四 人の 士官が， 軍刀を 白く ふりかざして くる。 今 さきの 銃声を 聞いて、 なに 
事 かと、 熱 河 軍司令部の 守備隊が、 きゅうに かけつけて きたの だ。 

「銃声は なんだ ッ？ J 
「敵の 馬賊 か」 

*-1 射った のは、 どこ だ ッ？ J 
「ア アッ' どうしたの か、 オ ^ 」 

四 人の 歩兵 士官が、 先頭に さけびながら 走って きた。 後ろに つづく シナ 兵たち は、 味方の 兵が 
家の 中に おどりこんで るのを 見る と、 皆が ギロギ ロと 目を かがやかした。 自分たち も おどりこ 
み、 家の ものを おどかし •金 や 品物を 分捕って きたいの だ。 その 路 角に 一人、 ジッと 腕を くんで 
る シナ 人は、 姿を かえて る 赤 魔 だ。 先頭に 走って きた 隊長の 歩兵 少佐を 見る と •いきなり 呼び か 

け C しー 

「周 少佐」 
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呼ばれた 周 少佐は、 おどろいて 赤 魔を 見つめた。 すると、 気がついて、 

「ア アツ、 総 司令です か」 

赤 魔は 熱 河 軍に も 「総 司令」 と 呼ばれて るら しい。 大きな 勢力を もってる の だ。 

「ゥム 、軍隊を 止めろ！」 

赤 魔が、 おちついて 命令した。 

「ハツ、 大隊 —— 止 マ レツ！」 

周 少佐の 号令に、 後ろの 軍隊が ゾロゾ ロと 止まった。 赤 魔が きく。 

「いくらき たの か、 兵力は？」 

「ハツ、 ニ 個 中隊です」 

「人員は？」 

「三百 八十 二人き ました」 

「ょし、 家の 中を さがして る 二十 三人を、 周 少佐、 貴公の 指揮に 付ける」 

「ハツ、 分捕りです か」 

「蒙古 服の 日本人を さがす の だ！ 黒 麻の 蒙古 服、 帽子な し、 髪を のばして る。 すぐ さがさせ 
ろ」 
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「賞金 五 千 元！ 殺す の だ！」 

「ハッ」 

周 少佐と 三人の 士官が、 五 千 元と 聞く と、 ビクッ とした。 いきなり 後ろを 振りむ いた 周 少佐 
が、 大声を あげて 言いだ した。 

「聞け ッ！ 大隊 命令、 この 町を 探せ！ 黒 麻の 蒙古 服の 男、 帽子な し、 髪を のばして る。 日本 
人 だぞ！ 殺せ！ 賞金 一千 元！ わかれ ッ！」 

聞く と 同時に、 ヮーッ と 叫び声が あがった。 士官は 軍刀を ふりかざし 拳銃を 抜き だし、 兵は 小 
銃に 剣を つけ 弾を こめながら、 方々 の 家へ 争うょう に 飛び こんでいった。 周 少佐 も 走り だした。 
五 千から 一千を ひく 四千 元は、 自分が 隊長 だから もらう つもり だ。 

町の シナ 人と 蒙古 人たち は、 皆が 家から 路へ 追いだ されて きた。 おとな も 子ども も ブル ブル ふ 
るえ てる。 黒服を 着て る 蒙古 人の 男と 見る と、 兵が 五、 六 人で 四つ かどへ ひっぱって くる。 そこ 
に 立って る 赤 魔が、 顔を ふって 言う、 

「ちがう！」 

路 にも 家の 中に も 裏の 方に も、 将兵の どなる 声、 男 や 女 や 子どもの さけぶ 声と 泣く 声が、 方々 
に 遠くまで 聞こえ、 戸を 割って 開く 音、 走る 足音、 銃声、 ものを 投げつ けた ひびき、 ここに 町 じ 
ゅうが 非常な さわぎに うずまいて、 その 中に、 引っ張られて くる 黒服の 男を 見る と、 

「ち }6' A ^^! ちガ^^!」 
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と、 さけぶ 赤 魔の 顔色が、 かわって きた 44 
(ぅぬ、 本郷 丨. どこへ 消えた 力？.) 

シナ 兵は 家の 中を さがす のが、 ぅまい の だ。 人民の 家を 荒らす のに、 戸棚の すみまで 早く さが 
す。 この シナ 兵 四百 人 あまりを 使って、 このせ まい 町を さがさせながら 
(本郷 は？ ) と、 赤 魔は 四つ かどに 今や 立ちす くんだ。 



その 男は なにものか？ 



日が くれて、 うす 暗く なって きた。 

町 じゅうが、 戸棚の 奥、 縁の下、 天井の 上、 裏庭の 膝 小屋まで、 残らず さがされた。 

「賞金 一千 元」 われ こそ 取ろうと、 四百 人 以上の シナ 将兵が、 日が くれて きても、 まだ さがし ま 

わつ てる。 

この 時、 熱 河の 町の 外へ、 畑の 路を 、スタ スタと 北の方へ 歩いて ゆく 黒い 蒙古 服の 男 一人、 う 
れ しそうな 顔を してる。 本郷 か？ 歩きながら 蒙古 服の かくしへ 手を 入れる と、 大きな 銀貨を 何 
枚 も 出して 見て、- 一 ャリと 笑っ た。 その 顔、 本郷 ではない。 なにものだろう？. 畑の 路を 急い 




で、 うす 暗い 中を 向こうの 森の 方へ、 いっさんに 走り だして いった。 

町の 方には、 周 少佐が 息を きって、 路へ 出て きた。 赤 魔の 前へ 走って くると、 

「総 司令、 残念です。 これ だけ さがしても、 その 日本人と いう やつ、 どこに も、 見えない ょうで 
す」 

と、 声を ふるわせて 言う。 いかにも 残念そう だ。 

赤 魔は 一言、 吐き だすょう に 言った。 

「兵を 集めて 帰れ！」 

「ハッ」 

「おれが つれてきた 二十 三人 も、 貴公の 大隊に 加えろ。 賞品 だ。 貴公は 早く かけつけて きたから 
な」 

「ハッ」 

周 少佐は 赤 魔に、 捧げ 刀の 敬礼を した。 二十 三人の 兵を、 賞品に もらった の だ。 赤 魔は 答礼 も 
せず、 四つ かどを 後ろへ 歩き だした。 

(うぬ、 本郷！ 今に 待て、 あくまでも さがしだして、 殺す の だ！) 

唇を ひきしめ 目を かがやかし、 ヒ タヒ タと路 を 歩いて ゆく 赤 魔、 やがて 夕 やみのう ちに 姿を消 
した。 

四つ かどに 立って る 周 少佐は、 ラッパ 手を 呼ぶ と、 集合 ラッパを 吹かした。 遠くから 近く か 
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ら 、方々 の 家から 出て きた 将兵たち が、 ょぅやく 路に 長くな らんだ。 ガヤ ガヤし ゃべ ってる 周 

少佐は どなり だした。 け 4 
「中隊長！ あらたに 加わった 二十 三人を、 ニ 個 中隊に 分ける。 人員 検査！」 

「ハッ、 気ヲ ッヶッ 、番号！」 

ノふ たりの 沖 隊 ?* が '1 ^1 た !° ハ— 

番号が 終わる と、 中隊長が 報告に きた。 

「第一 中隊、 士官 以下 ニ 百 二人！」 

「第二 中隊、 士官 以下 二百 二人！」 

「なに？ 合わせて 四百 四 人 か。 そんなは ずは ない ぞ」 

と、 周 少佐は 目を 見 はった。 

今までの 三百 八十 二人に 加える 賞品の 二十 三人は、 四百 五 人のは ず だ 
「ひとり、 逃げた か、 アー ン？」 

「ちがいます。 ひとりは 周 少佐 殿です」 

「ゥン、 ょし。 軍司令部へ 行進！」 

すっ かり 暗くな ってる 路を 、この 熱 河 軍の ニ 個 中隊が、 前— た 方へ ゾロゾ ロと 行く。 軍 司令 
部へ 帰る の だ。 
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あくる 日の 朝。 

熱 河 軍司令部の 表門に、 ふたりの 番兵が 立って いる。 白い 壁の 大きな 門 だ。 門の 中には、 入っ 
て 右の 方に、 番兵 小屋が ある。 四十 人 ばかりの シナ 兵が、 小屋の 中に、 武装した まま 休んで る。 

熱 河の 夏は 暑い。 番兵は 三十 分ず つで 代わる。 小屋の 柱に 大きな 八 角 どけい が、 チク タクと 振 
り 子を 動かして る。 その 柱の 下に、 椅子へ 腰を かけて るのは、 番兵 長の 歩兵 中尉 だ。 軍刀を 膝の 
あいだに 立てて、 眠そう な 顔を してる。 この 番兵 長の 後ろに、 ひとりの 二等兵が、 帽子を 横に か 
ぶった まま、 これは コ クリコ タリと 居眠りし てる。 あぐらを 組んで、 小銃を 肩へ もたれさせて、 
だら しのない 形 だ。 うつむいて 眠って るから、 顔は わからない。 が、 きのう、 赤 魔に ついていた 
二十 三人の 中の ひとり だ。 ほかの シナ 兵たち は、 きのうの 家 探しの ことを、 きょう も 朝から 話し 
あつて る。 

「な あ、 オィ、 おしい ことを、 したじ ゃねエ か、 一千 元！」 

「ゥン、 おら あ、 黒服の 蒙古 人が 馬小屋の 前に、 ゥ ロゥ ロして や がった から、 いきなり、 なぐり 
つけて ひっぱって ったんだ」 

「そしたら いきなり、 『ちがう ！ 』 と やられたろう」 

「そうよ。 しめた！ 一千 元と、 ゾ クゾク したけ どな」 

「ハッ ハ ハ ハ、 いったい、 その 蒙古 服の 日本人て やつは、 あれ だけ おれたちが さがした のに、 

こへ 逃げ や がったろう？」 



ど 
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「逃げる すきは、 ねエじ ゃね エ か」 

「だから、 ふしぎ だ。 いくら 日本人で も、 な あ、 オィ！」 

「だから、 おしい や、 一千 元！」 

「やかましい、 だまっ てろ！」 

中尉が 叱りつ けた。 眠い の だ。 ， 
皆が、 ちょっ と 静かに なった。 が、 また 話し だそうと する。 このと き、 門の 外に 自動車の 止 
まった 音が 聞こえた。 番兵が なに かたず ねて る。 と 思う と、 

「整列！」 

番兵が 号令を かけた。 

眠そう な 中尉が、 ガタリと 立ち あがった。 

「早く 出ろ ッ！」 

だ ^ か、 えらい 人が 自動車に 乗って、 軍司令部へ きたの だ。 番兵は 皆、 小屋から 飛びで ると- 
門の 方から ズ ラリと 二列に ならんだ。 中尉の 後ろに 眠っ てた 二等兵は ■ノソ リノ ソリと 出て くる 
と •後列の 中へ 入った。 
r 捧ゲ —— 銃ッ —.」 

中尉が 号令した。 ミ 
ラッパ 手が ふたり、 敬礼の 曲を 吹き だした。 皆が 捧げ 銃を してる。 その 前を-緑色 のり はな 
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箱 自動車が •門を 入って くると、 司令部の 建物の 方へ、 スル スルと 走って いった。 皆が 窓の 中を 
見る と、 ただ ひとり •すずし そうな 青白い 洋服を きて る 西洋人の 紳士が、 同じ 色の 青白い 帽子を 
かぶり、 振りむ きもせ ず 答礼 もせずに '葉巻を 吸いながら、 ス ー ッと 行って しまった。 

「立 テ —— 銃ッ ，ワカ レ！」 

皆は 小屋へ 入って きながら •また ガヤ ガヤと 話し だした。 

「オィ、 今の 西洋人は、 きのう' 四つ かどに 立って た 人に、 なんだか 顔が 似て たじ ゃね エ か」 
「そうよ。 おれ も、 そう 思った。 きのうは シナ 服 •きょうは 西洋 紳士、 へんだ ぞ 。あいつに きい 
てみ ろ」 

「そうだ。 ヤィ、 いま 行った 西洋人は、 きのう、 てめ えの 大将だった 人だろう •ちがう か」 
たずねられた の it . , 後列に 入って た 二等兵 だ。 まだ 帽子を 横に かぶった まま、 眠そう な 顔を し 
てる。 

「知らね 工よ 。おいらは」 

そう 言う と、 この 二等兵は、 ノソ リノ ソリと 小屋へ 入つ ていつ た。 
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本郷を さがす 本郷 

夜に なった。 午後 八 時、 すると、 司令部の 建物の 方から、 別の 四十 人 ばかりの シナ 兵が、 少尉 
に つれられて、 表門の 方へ 行進して きた。 いままでの 番兵 小隊と 代わる の だ。 小屋を 出て きた 中 
尉が、 今から 番兵 長になる 少尉を 見る と、 そばへ 行って 耳へ ロを よせながら 言う。 

「午前 七 時す ぎ、 きみ も 知って るだろう、 赤 魔が、 自動車で きた ぞ。 まだ 帰らずに いるんだ。 裏 
門から 出た かな？」 

「そうか」 

と、 少尉は 首を すくめる ようにして、 

「肥 批歡殖 を 忘れたら-たいへん だぞ ，免職になる からな」 

と、 ビ クビク して 言う。 

「気をつけ ろよ、 緑色の 箱 自動車 だ」 

そう 言う と、 中尉は いままでの 番兵 小隊' を つれて、 司令部の 建物の 方へ、 いまから グッ スリ眠 
れ ると 急いで 行く。 その 列の 後に ついて、 小銃を 天秤棒の ように かついで いくのは •まるで ばか 




のよう な 二等兵 だ。 だが、 この 二等兵 こそ， 実は わが 本 郷義昭 なの だ。 

本郷 が、 どうして ここへ 来て るの か？ しかも' シナ 二等兵に なって るのは？ きのう' 

三人の シナ 兵を 打ち倒し •早く も 四つ かどを 右へ まがった 蒙古 服の 剣俠 児' 右側の 家へ 入る やす 
ぐに 裏庭へ， 風の ように 走りぬ けた。 その 裏庭に 土塀が 高い。 およそ 四メ I トル， と 見た 本郷、 
後へ 下がった， 同時に 土塀 目が けて 走り だした、 ハ ッシと 飛びつ く 両手、 かけあがる 両足 ...... 路 

には シナ 兵の さけび 声と 足音が、 ドッと 走って きた 時、 本郷 は士 塀を おどり 越えて いた。 その 塀 
の 外、 細い 路地 だ。 サッと 飛び おりた 本郷 •息 もみだれ ず、 しかも シナ 兵に 囲まれた もとの 路へ 
走り出た。 そこの 地面に 倒れて る 二等兵 ひとり、 本郷に 一撃の 当て身を 受けた ひとり だ。 ほかの 
ふたりは いま さきに 起き あがる と ■四つ かどへ 皆の 後ろへ 走って いった。 気を 失った まま 倒れて 
る 二等兵を' 本郷は 路地へ 引きずり 入れた。 うつむけに して 背中へ， なお 一撃の 活！ 

「起きろ ッ ！」 

あえぎながら 息を 吹き かえした 二等兵を •本郷 はだき あげた。 やっと 立たせて、 

「ぬげ ッ 、服を！」 

ここに シナ 兵の 服を ぬがせて、 自分の 蒙古 服を' シナ 二等兵の 軍服に 着かえ た 本 郷義昭 、軍帽 
を かぶり 小統を もち 革帯を しめて， 四、 五 秒のう ちに 姿を かえた。 ふるえて る もとの 二等兵に 蒙 
古服を 着せる と、 

「おまえは， どこから 兵に やとわれて きたの か」 
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やさしく たずねられて、 シナ 兵は なお ふるえた。 

「へ、 平 泉から きました」 

平 泉は 熱 河の 東 八十 キロ 程に ある、 小さな 町 だ。 

「なまえは？」 

「何 同豊」 r 

「よし、 おまえは 平 泉の 町へ 帰れ。 その 蒙古 服の かくしに、 銀貨が 二百 元 ほど ある。 それを 持 

て ゆけ。 途中で シナ 兵に 見つかるな」 

r 夢 かと ばかりに 、おどろき 喜んだ シナ 兵-本 郷にぺ コリと 頭を さげる と、 いっさん 

に 路地から 表の 路へ 走り だし、 四つ かどの 反対の 方へ、 蒙古 服を きた まま 逃げて いった。 

シナ 兵は 皆、 金で 軍隊に やとわれ てるの だ。 その 月給 さえ、 もらえない ことがある。 それが ニ 
百 元 も 多く もらって' 自分の 家へ 帰れる の •た。 喜んで 逃げて いった 二等兵の 姿が、 表の 路に 見え 
なくなる と-本 郷は ノソ リノ ソリと 路地から 路地の 奥へ、 シナ 二等兵に なって 入って いった。 そ 
こに 町 じゅぅの さわぎが 起きた。 新たな ニ 個 中隊が' 家 探しを 始めた の だ。 

(ご苦労 だが、 いっしょにさが すか) 本郷 は、 ほがらかに 微笑した。 

(おれは 二等兵、 何 同豊だ 。今から 本 郷義昭 を、 さがして やろぅ！) 

何 同豊ニ 翼は 路地 1 り •たした" 一軒の* 庭へ 出て くると、 そこに 家の も® を 追い出し てる 
シナ 兵の 中 ヽ，— れ こんで しまった。 今や 熱 河 軍司令部に， シナ 歩兵 二等兵の 何 同豊と 姿を か 
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えて 敵中に ある 日 東の 剣俠 児、 しかも、 この 夜、 赤魔バ ザロ フが •軍司令部の 奥に， なにもの 
かと 会って るら しい。 まだ 帰らずに いる。 これを わが 本 郷義昭 が、 このまま 見の がすだろう か 



その 夜、 六月 三十日の 夜 ふけに、 アジアの 大 秘密 山脈で ある 興 安嶺の 上空へ •月の 光を かすめ 
て， またも 一台の 飛行機が 現れた。 複葉 偵察機 だ。 プロペラの 音 高く、 はるかに 下の 森を ふるわ 
せて、 南から 北へ 飛ぶ。 両方の 翼に 緑と 白との 光を かがやかして るのは、 なに かの 信号ら しい。 
その 緑の 光が •飛びながら 二つに なった。 三つに なった。 と 見る まに 消えて、 白い 光一つ になっ 
た- 

この 緑 一つ …… ニつ …… 三つ …… 白 一つの 光を， はるかに 下から 仰ぎ見た のは， 天佑 谷に 夜 じ 
ゅう 立って るふたり の 日本人 だ。 

「ゥム 、武 俠嶺の 捜索 信号 だぞ」 

「そうだ、 本郷 さんかな？」 

ひとりが すぐに 燈火 信号 器の スィッチを おした。 現れた 光は 白 だ。 空から 見える ょうに' かが 
やきながら まるく まわる 信号 燈 'これを めがけて、 ななめに 降りて きた 偵察機、 百メ ー トル ほど 
近く 上まで くると、 ハ ラリと 落とした のは、 小さな 落下傘に ついて る 通信 筒 だ。 白い 傘が ひらい 
て、 信号 燈の そばへ 舞いながら 落ちて くる。 そのまま 偵察機は また 上空へ、 グ ー ンと 機首を あげ 
て 飛び去った。 



53 




「武 俠嶺の 連中は、 実に、 うまい な あ！」 

下の ひとりが、 感心しながら 走っ ていく と、 通信 筒を 拾いと った。 信号 燈读 に照らして 見る 
と、 筒の 下へ 針金で 結びつけて ある 小さな 鉄の 板に、 白く 書かれて るのは、 一 一条の 暗号た 
「なに？ 配 M 配 P - M ] C S 1 …… クロック！ そうか。 だが、 先生は もう、 おやすみたろう」 

「いや、 クロック 将軍の 通信なら ば、 持って いってみ ろ」 

ふたりは 顔を 見 あわせながら、 ひとりは 信号 燈を 消した。 

1 If に立っ S 2 % し 4 ぅ 1 - 

天佑 谷の 奥に、 白樺の 森 茂って、 下には 星の 光 もささず 、まっ 暗な 中へ、 蒙古 服を 着て V る 日 
本人が、 左手に 通信 筒を 握って、 スタ スタと 歩いて きた。 

木木 ハょ いょ 深く、 しかし、 日本人は 方向 も あやまらず、 やみの 中を 歩いて ゆく。 と、 

「止まれ ッ！」 

あたりの 幹に ひびいて、 日本語が 強く 聞こえた。 

「上空 警貧 者、 第 九 号！」 
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と、 立ち止まった 日本人が 答える。 

「ょし！ 通れ！」 

と •ただ 二言、 やみの 中から 通過を 許した。 この 声、 静かな 森の奥へ ひびいて、 どこから さけ 
んだ のか、 姿 も 見えず、 所 も わからない の だ。 

日本人は 歩き だした。 二百 メー トル あまり 行く と、 森の 外に 崖 高く そびえ 立ち、 月の 光に 照ら 
されて、 青白く かがやいて いる。 日本人は， 森を 出る と、 崖の 横へ まわって いった。 そこに、 崖 
の 陰から 下へ 降りて ゆく 小路が、 自然の 石段に なって いる。 暗い。 日本人は 降りて いった。 姿が 
下に 消えた。 

石段の 小路は、 崖と 崖の あいだに •左へ まがって ゆき， なお 降りる と 右側の 崖に、 深く 洞穴が 
あいている。 その 奥の 方に、 小さな あかりが 見える。 日本人は、 洞穴の 奥へ 進んで いった。 なに 
ものが 切り開いた のか？ 実に 巨大な 洞穴 だ。 トンネルの ょぅに、 しかも •奥へ 行く ほど 広い。 
日本人の 進み ゆく 足音が •ヒ タヒ タと 上の 岩と 左右の 壁へ ひびく。 

この 洞穴の 路が ，奥に 行って 三つに わかれ、 日本人は 右の 路へ まわって いった。 そこに も 上の 
岩から 黒い 線が のびて、 電燈 がつ いている。 なお 行く と •また 右へ まがろぅと したと き， 

「止まれ！」 

涼しい 日本語が 聞こえた。 

曲がりかどに 立って いるのは、 蒙古 毛皮の 外套を 着て いる 十五、 六の 少年 だ。 その 前に 立ち 止 
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まった 日本人、 電燈の 下に 微笑して きく、 

「ャ 、今夜の 当番は 宣彦 くんか。 閣下は おやすみ か？」 

「いいえ、 まだ 起きて いられます」 

と， 宣彦 が、 まん 丸い 顔を あげて 答える。 

「それでは、 高 村が 武俠嶺 からの 通信 筒を 持って きたと 申し あげて くれた まえ」 

「7」 言 

と， 顔を かがやかした 少年 宣彦 、洞穴の 奥へ 走って いった。 少年 宣彦に 代わって、 この 曲がり 
かどを 警戒す る 高 村は、 外の 方を 向いて 姿勢を ただした。 

洞穴の ズッと 奥に 広間が ある。 そこに 大きな 丸木を 組み合わせた 机に ょって、 満蒙 大地 図を 眺 
めて いるまっ 白な I のょぅ な 人 こそ、 わが 大 東の 鉄人 だ。 髪 雪の ごとく 白く 両肩 へたれ、 長き 髭 
また 白く、 m 蒙古 毛皮を 着て、 地図を 見つめる 瞳に 無限の 力 あり、 その 顔色 あざやかに あか 
く、 なにごと かい ま、 地図を 眺めながら、 強く ぅなずいた 

このと き、 入り口から 静かに 少年 宣彦が 入って きた。 立ち止ま ると、 気をつけの 姿勢を して 言 

「先生！ 高 村 中尉 殿が、 武俠嶺 からの 通信 筒を もってこられました」 

ゆったり と 振りむ いた 鉄人 先生は、 やさしく 宣彦 をな がめ て、 白い 髭の 中から 言われる。 
「ここへ 呼んで こい」 
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「ハイ」 

宣彦は 鉄人 先生に 敬礼す ると、 回れ右して 出て いった。 

やがて、 蒙古 服を 着て る 高 村 中尉が、 つつしんで 入って くると、 立ち止まって 敬礼し、 そして 
言ぅ、 

「ただいま、 武俠嶺 よりの 複葉 偵察機、 この 通信 筒を 持って まいりました」 

「よろしい。 開いて ごらん」 

「ハ、 閣下の ご 親展と なって おります」 

「かまわぬ。 発信人は だれかな？」 

「ドイツ、 クロック 将軍であります」 

「よろしい」 

と、 鉄人 先生は、 ぅなずいて 言われた。 

高 村 中尉は、 落下傘の 針金から 通信 筒を 取りは ずし、 筒の 上に ついて る 小さな ボタンに、 指を 
あてて 回す と、 中に 力 チリと 音が 聞こえて、 筒が 二つに われた。 中から 厚い 紙 きれを 取り出し、 
両手で ひらく と、 

「暗号 ドイツ 文であります」 

「読め. 一 

「ハ、 われらが もっとも 尊敬す る 鉄人 閣下！ 閣下の ご 健康を 心より 喜び、 同 寺 こ/ 武块嶺 




にある われら 一同の 健在なる ことを、*」 こに 報告す るは、 クロックの 業と すると ころで ありま 
す。ただーつ、われらー同が心をいためつつぁることは |' ?1 で ?^ ー月ーーー^1”？われらの本郷げ 
昭氏 が' 武俠嶺 を 出ての ち-その ゆくえ まったく 不明、 特務 間諜 日本人 松 島 道 一の 報告に ょれ 
V 、 『去る 一月、 ハルビン にて 本郷 氏は シナ 人 ^ , 棄 となり、 ユダヤ人の 世界的 秘密 党， シオン 
同屋こ入りて、彼らの ^| 齡顏壽をぅばえり』といぅ。しかし、この後の本郷義昭氏いず 
こに あり や？ここに閣下のお教えを £ ; い'万一,閣下なお本郷氏のゆくえについてご存じなき 
と t 、 武俠嶺 Q われら 一同、 死 t って 本郷 氏の ゆ— だち にさ ぐるべく、 一— 早く 閣 
下ょり— えを 待つ もので ありま t 閣下の もっ とも 忠実なる ドイツ 陸軍 中将 ハインリヒ. クロ 

読み終 b った 高 村 中尉は、 通信 文の 厚い 紙 きれを、 鉄人 閣下の 前の 丸木 机へ、 つつ/ で おいた。 

まっ 白な 巌の ごと 美 東の 鉄人は、 ジ イッと だまっ て いられる。 その 神々 しい 威厳に 打たれな 
がら、 高 村 中尉は 静かに たずねた。 

r 閣下、 クロック 中将に' ご 返事を お出しのと きは、 高 村が 書かせて いただき たいと 思います」 

鉄人 先生は 地図を ながめた まま、 なお 静かに 言われる。 

「返事は、 いらない」 ' 

「ハ、 しかし、 本郷 少佐 殿の ゆくえに ついて、 実は わたくしたち も 皆、 心配いた して おります」 

「なにを 心配す るの じ や。 本郷は 、さほど 心配な 男では ない」 
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「閣下、 しかし、 この クロック 中将の 通信に よります と、 本郷 少佐 殿が シオン 同盟の 機密 書類を 
うばった そうであります。 その 敵の 首領は、 かの ユダヤ人 赤 魔でありましょう」 

「ゥム 、それに 違いは なかろう」 

「赤 魔バ ザロ フは 、シオン 同盟の 極東 委員長で あると、 わたくしたちは 聞いて おります が」 
「そうじ や。 しかし、 赤 魔なる ものが、 恐ろしい かの、 高 村」 

と、 鉄人 閣下は、 かすかに 微笑され た。 

高 村 中尉は、 グッと 眉を あげて 言う、 

「わたくしたちに 恐ろしい ものはありません！ しかし、 シオン 同盟の 力と 赤 魔の すごい 腕を 考 
えます と、 本郷 少佐 殿の ために 心配す るので あります。 今、 本郷 少佐 殿は、 どこへ 行って いられ 
るので あります か。 どうか お聞かせく ださい」 

「本郷 は、 わしが 熱 河へ 入れた のじ や」 

「オオ 熱 河へ、 J 

「高 村、 本郷と 力を 合わせに 行きたい と 思う かの」 

「閣下、 言うまでもない ことであります！ 本郷 少佐 殿の ためなら ば、 わたくしたち ひとり 残ら 
ず、 だれでも 行きたい と 思う でありましょう！」 

と、 高 村 中尉の 声が ふるえて、 この 洞穴の 広間に ひびいた。 

すると、 鉄人 閣下は、 雪の ような 髭を 動かして、 うなずきながら、 
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「熱 河は、 いまから 後、 わが 日本と 満洲 国に とって、 かなり 大事な 所に なろう。 いまのう ちに 様 
子を 知って おくた め、 高 村、 おまえと なお ひとり、 …… ゥム 、宣彦 を 修業の ために やろう かの 

ATN 」 

そう 言われる と、 鉄人 閣下は、 テ ー ブルの 隅に ある 小さな ボタンを、 指さき で おされた。 する 
と、 洞穴の 廊下に、 ちいさく 鈴の 音が 鳴った。 鈴を 聞いて 走って きたのは、 少年 宣彦だ 。生き 生 
きして いる。 入って きて 敬礼す ると、 静かに 微笑して いられる 鉄人 先生が、 宣彦を 見て， 
「ここへこい、宣彦、おまえは高村中尉といっしょに'熱河の様子をさぐりにいってみんかな 1_ 
と， これを 聞いた 宣彦は •見る見る 顔を 赤く して、 前へ 歩み 出た。 

「先生！ 行かして ください！ 僕は' もう、 蒙古語を、 蒙古 人と 同じょうに 話せます ょ」 
そういう 宣彥 は、 熱血 あふれて 声 も きれぎれに' なお 言った。 

「高 村 中尉 殿！ 僕、 なんでもし ますから ■つれてって ください！」 



総 司令の 赤 魔 
熱 河 軍司令部の 兵営。 
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白壁の 兵舎が、 低く 三 列に ならんで いる。 それが、 夜 ふけて 星 あかりの 下に、 沈んで いるよう 
に 見える。 多くの 窓に あかりな く、 すでに 消燈の 後 だ。 広い 庭を 越えて、 向こうに 三階 建ての 黄 
いろい 洋館が、 やみの 中に たって いる。 これは 司令部の 建物 だ。 下の 入り口の 前に、 一台の 箱自 
動 車が、 ジッと 止まって いる。 一階 も 二階 も 三階 も、 窓に 皆 あかりが 見える のは、 この 夜 ふけ 
に、 司令部が なに か 重大な 会議を、 開いて いるので はない か？ 

兵舎の 中に、 一時を 打つ とけいの 音が、 夜の 重い 空気を ふるわせて 聞こえた。 

門の 方から、 三、 四 人の くつ 音が 庭の 方へ、 かすかに まわって きた。 衛兵が 巡視に 歩いて きた 
らしい。 

司令部の 裏に、 低い 木造の 建物が ある。 便所 だ。 そこへ、 三 名の 衛兵が、 巡視に きた。 する 
と、 

「アッ、 待て 丨. 」 

衛兵 副 長の 軍曹が、 なにを 見つけた のか、 部下の ニ 名と ともに、 便所の 中へ 走って いった。 

「オィ、 たれ かッ 、止まれ ッ！」 

衛兵 副 長が どなる と、 しばらくして、 

「在 阿」 —— おります だ。 

と、 ばかの ような 声が、 奥の 方から 聞こえて きた。 

「たれ だ？ 名を 言え！」 
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衛兵 副 長が、 また どなる と、 

「第 何 営の もの か？」 

「第三 営 だに、 今 出ます だ」 

と 奥の 方から、 ボン ャリと 出て きた ニ 翼、 帽子を ななめに かぶって る。 本 郷義昭 の 何同豊 
だ。 

目の前に 衛兵 副 長の 軍曹を 見る と、 ダブ ダブの 服を 着て る 何 同豊が 、ヌッ と 右手を あげて 軍 
曹に 敬礼した 

「なんだ、 也 貝 様、 いまごろ 便所に、 入って いやがって、 腹で も 下した のか」 

と、 軍曹が、 はげしく たずねる。 

「へ エ 、すみ ましね エ 、腹が 痛む でがん す」 

「馬 g ッ 、この 便所は、 司令部の もの だけが 入 るんだ ぞ。 きさま、 それを 知らん 力」 

「ちッ とも 知り ましね エだ」 

「あやしい やつ だ！ オィ、 こいつを 引っ張って ゆけ！」 

衛兵 副 長の 命令に バラ バラと ふたりの 衛兵が 奶郎 數の 左右へ、 銃剣を 差しつ けた 軍曹が さけ 
ぶ、 

「行け！ 衛兵 所へ！」 
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いま、 司令部の 秘密会議を、 さぐろう とする 本 郷義昭 、衛兵 巡視の くつ 音を 聞いて、 便所へ 姿 
を かくした 一瞬に 発見され たの だ。 

(残念！) と、 本郷の 何同豊 、両手の 指を 組み あわせ、 上下に 振りながら、 

「わたし ゃ、 なんにも 知らね エん で、 軍曹 殿！」 

と、 地面の 上へ すわって しまった。 

「なにを、 立て！」 

とそ ばへ ょってき た 軍曹が、 靴を あげて 何 同豊の 肩を、 ハ ッシと 蹴った。 

ノロ ノロと 立ち あがった 何同豊 、いきなり 言いだ した。 

「軍曹 殿！ わた しゃ、 きのう、 熱 河の 町で 総 司令に ついて た 二十 三人の 中に、 いたんです ぜ」 
「なに？」 

と、 軍曹は 身を 引いた。 

衛兵の ひとりが、 何 同豊の 顔を 見つめる と、 銃剣を 引いて 言う、 

「アッ、 そうだ。 こいつは 軍曹 殿、 総 司令に ついて や がった 二等兵です。 まちがいありません。 
きのう、 町から わたしと 同じ 小隊に 入っ てきやが ッ たやつ だ」 

これを 聞く と、 軍曹は 横を 向きながら、 

「去！」 行け ッ！ 

と、 言う やい なや、 衛兵を つれて、 便所の 前を 歩き だして いった。 
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総 司令と いぅのは 赤魔バ ザロ！ た。 シナ 軍の 中に •非常な 勢力を もっ て^ 

こついて いた」 と 聞いて' 身を 引いた 軍曹と ふたりの 衛兵が、 向こぅへ 歩いて ゆく それ 
ろから なが 1 の 何同豊 ，また 便所へ 入っ ていっ た。 なにを する の^; こ 便^；^ 令^ 
中が さぐれる か？ そ のまま四 十分 あまりす ぎた。 低い くつ 音が 聞— た 蒙古 人た 
高い 蒙古 服を 着て る。 その 服の 色黒く， 匕 タヒ タと 歩きながら 便所へ 入っ てきた K . 
午前 =* 時すぎ.月す2沈んで、1みわたり、蒙古©|風が出て|。熱|司令部 

の^^ 出 q Aa A » ^ s ^—。 I 象」 マ— ■夂 そこに f の 
方から 石段を 下りて— 人影 数人' 1 は 富い 洋服— 遠 rt ロ 

軍服の 5 が 入り まじっ てつい r '< るへ シナ— 4 卜の！ 張 作 相 S 樹 2 「 f si 东 H 
変 こ 日本軍 攻撃 命令を くだした 王 沈 哲 、熱 河 軍司令官の 湯玉 麟 、この 五 人力 S 令の 赤 魔 各 
，ロ フの あとに ついて、 護衛兵の あいだを 歩いて 出る と、 五 人と— まった。 そこ^^ 箱自 
肇の 扉を 護衛兵 長が あけた。 ス ラリと 車の 中に 入っ た パ ザロ フに 、将軍 力 五 人と も 敬ネる 
_ 動 車は すべりだした。 

表門の なかの、 一 小隊の 衛兵が 整列した。 衛兵 長 少尉が 号令を かけた 

「捧ゲ 銃ッ 丨.」 ■ 

銃を 捧げて 敬礼す る 糞の 前を： ハ ザロ フの りっぱな 緑色 自轚 が、 スル スルと 門の 外へ 走り 
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出た。 路を 左へ、 蒙古 人 運転手は 速度を かけた。 

赤 魔は どこへ 行く？ 速度を かけた _ 動 車は、 前に まっ 白な 光を 道に 輝かし、 走る こと 千メー 
トル あまり、 原へ 出た。 車の 中の あかりは 消されて いる。 赤 魔が 姿を 見られない ためだ。 この 
時、 なお 速度を かけた 一瞬、 路から 原の 中へ 車体が 走り出た。 と 思う と、 なにごと ぞ？ 車の 中 
から 不意に 拳銃 ニ 発、 原に ひびく とあかり 消えて 車 停まり、 扉から おどり 出た 赤魔バ ザロ フ 、拳 
銃 右手に 身を 伏せた。 蒙古 人 運転手の 姿 も 見えず、 スル スルと 赤 魔は 蛇の ごとく 地を はって、 前 
へ 進み だした。 パッ とお どり あがって、 運転台へ 飛び乗ろう とする。 そこに 車体の 後ろから 音 も 
なく 走り出た 黒影！ 蒙古 人 運転手 だ。 今し も 運転台へ 飛び乗った 赤魔バ ザロ フ へ、 サッと おど 
りかかった、 振り向いて 射ちは なした 赤 魔の 自動 拳銃、 その 右手が 下から 運転手に つかまれて、 
乱射の 弾は 空を 飛び、 しかも 運転手が 右手の 一撃、 赤 魔の 左 胸へ、 と 見る まに、 

「ホンゴ^ 」 

一声 さけんだ 赤魔バ ザロ フ 、左 胸を 突かれながら 、サッと 左手を 振った。 

白い もの！ が 動いた。 

白い もの！ ハンケ チ だ。 赤 魔が 左手に 投げつ けた ハンケ チ、 かわす 一瞬に 本郷の 顔へ 上から 
当たり、 タラタ ラと 流れ おちる 液体、 これを 払いの ける 本郷が 、よろめく と 下へ 打ち 伏した。 赤 
魔 も 左 胸を 押さえた まま 後ろへ 倒れて、 せまい 運転台の 上と 下に、 ふたりとも 動かず、 一秒 …… ニ 
秒 …… 三 秒す るう ちに、 息を 吹き かえした 赤 魔が、 よろめき よろめき そばの ハンドルを つかんで 
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立ち あがった。 下に 倒れて る 黒色 蒙古 服の 本郷を 見つめて 
r …… フム 、健康を 祝そう か、 ホンゴ^ 」 

と、 底 光る 瞳を、 すごく かがやかした。 右手の 拳銃を 上衣の かくしへ 投げ いれ、 うつむく と 拾 
、とった 船の ハンヶ チを、 ズボンの かくしへ 突っ 込んだ。 • 

左 胸を 押さえながら、 運転台を 降りた 赤 魔 パ ザロ フ 、倒れて る 本郷を 引きずっ て 車の 中へ 運び 
入れ、 外から 扉を しめる と •自分は 運転台に 飛び乗っ て、 きゅうに 前の あかりを 輝かし、 原 力ら 
路の 上へ、 そして 遠く 走らせて いった …… 。 

^ 河 軍 司令 S 需 に-はいっ ていっ た 衛兵 長の 少尉が' 軍刀の f をと いて' 外へ 立て t 
け' 前の 扉を あけた とき' ミと 身を 引いた。 なに > p シ ャッと ズボン 下の 5 が？ とり J 所 
の 卜 こ 倒れて る。 そ f 軍服が® すてられ、 そ ©肩章は 二等兵 だ。 衛兵 長は 呼び 笛 f し 力 
ら 取り だすと •ロへ 当てながら 外へ 向いて' いきなり 吹きなら した ニ 小隊の 衛兵が 皆、 門の 方 
から 走っ てきた。 便所の 中に 倒れて る 男を 外へ 引きずり だすと、 

「アッ、 総 司令の 運転手 だ。 蒙古 人 だ」 

「死んで いるの か？」 

さけぶ 皆の 中に、 衛兵 長、 男の 鼻へ 手を 当てて みると- 
「生きて る。 気絶して るの だ •医務室へは こべ！」 
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といぅ、 この 衛兵 長 少尉は、 おちついて いる。 すると、 そばから、 副 衛兵 長の 軍曹が さけび だ 
した。 

「林 衛兵 長 殿！ この 男が 運転手 だ。 今 さきに 総 司令の _ 動 車を、 運転して いった やつは なにも 
のです？」 

「不明 白！」 —— わからない！ 

と、 顔を 振って 言ぅ 林 衛兵 長は、 司令部へ 報告に 走って いった。 



七 人の 男に 三つの 誓い 

月， 高く 天に かがやいて、 * 古の 太平 原を 照らす。 青白い 月光の 下に、 黒く 方々 に 静まって る 
のは、 森 だ。 まっ 黒に 見える。 森 も 夜 ふけに 眠って るょぅ だ。 見 わたす かぎり、 月の 下の 大平 
原、 風 さえ 静まって、 動いて いるものは なに 一つない。 天には、 白い 雲が 流れて、 月は 西へ 動 
く。 星 一つ， はるか-に 飛ぶ と、 見る まに 消えた。 すると、 森の 中に チラ チラと 動きだした ものが 
ある。 なに か？ 火 だ。 おお 火 だ！ 森の 外から、 赤く 動いて 見える。 

なにものか、 森の奥に、 火を 燃やして るの だ。 木こりの たき 火 か、 それとも、 シナ 軍 か 蒙古 軍 
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か、 森の 中に 夜を 明かして るの か？ …… 

大きな 森 だ。 黒松の 幹が、 太く 幾 本 もなら び、 その 根が、 ゥネ ゥネと 土の 上に 出て いる。 上に 
枝が のび 葉が しげって、 かすかに 月の 光が さしてる。 この 森の 中に、 広い 地面が、 松の 幹に かこ 
まれ、 そこに 見ょ、 大勢の 男女が' 夜 ふけに 集まって いる。 七十 人 あまり、 皆が、 すごい 顔つき 
をして る。 百姓 か？ ちがう の だ。 ある ものは、 洋服を 着て る。 女の 中には 洋装の 少女が いる。 
ある ものは、 きれいな 白 絹の シナ 服を 着て る。 なにものの 集まりだろう？ 皆が 土の 上に、 まる 
くな ってす わり、 まん 中に 枯れ枝を 燃やして る。 ふしぎな 連中 だ。 

松の 根 もとから、 ひとりの 男が 立ち あがった。 頭に 白い きれを まき、 青い シナ 服の 胸に、 両肩 
から 太い 皮 帯を さげ、 右には 拳銃、 左には なに か 四角の 皮 箱を つるして る。 身の たけ 高く、 この 
中の 幹部 組長の ょうな ものら しい。 まん 中へ 歩いて 出る と、 火の そばへ 立ち どまった。 その 顔 白 
く 鼻た かく、 まわりを 見つめて.^ う 

「新入り の もの、 集まれ ッ！」 

「是 ！ 一 ハッ！ 

まわりから、 七 人の 男が、 立ち あがって きた。 この 七 人、 シナ 服 や 蒙古 服を 着て いる。 が、 
皆、 二十歳く らいの 青年 だ。 幹部 組長の 前へ 行く と、 いきなり、 組長が 右手を あげて 号令した。 

「一列に ならべ ッ丨 .J 

「是！ 」 
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七 人が ゾロゾ ロと 一列に ならんだ。 

「4 から、 おまえたち 七 人に、 わが シオン 同盟の 戴い を 与える _ 

「影！」 

「三つの 誓い！」 

「 」 

七 人と も、 だまった。 

隊長が 右手を あげた まま ■するどい 目を かがやかした。 その 目， 青く 火に 照らされて， 七 人の 
顔を 見ながら いぅ、 

「第一の 誓い！ われらの 神— は H ホ バ、 天地万物を 造りた まいし 神 ニ ホ'' ハの 命令に ょっ て、 
われらは 日本と 日本人を 敵と す ー 」 

「是， .」 

七 人が 声を そろえて、 強く 答えた。 

「第二の 誓い f . 日本を ほろぼして、 今後の アジアを われらの 世界と す！」 

「是 ！」 

「第三の 誓い！ 死す とも 神の まえに 誓いを かえず！」 

「是 ！」 

七 人と も 顔色が 青白くな った。 
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「よし！ 祈りを ささげる」 

まわりに すわって たもの が 皆、 幹の 前へ 立ち あがった。 

火の 燃える 音と ともに、 幹部 組長の 声が すごく、 森の 中に ひびく。 

「われらの 神、 天地万物の 造り 主なる エホバよ！ ここに われらは、 七 人の 新しき 同志を 加え 
て、 天に ある 神 エホバに 誓う。 シオン 秘密 同盟の われらは、 血と 死を もって 極東の 日本を ほろぼ 
さん。 ロシアを われらの ものと なせる ごとく、 日本を も われらの ものと なすべし。 願わくは 神エ 
ホバ の大 いなる 力を、 われら 同盟の 男女、 各人に 与えよ！ 地の 下を くぐり ゆく 水が、 岩を も 砕 
く 永き 忍耐を もって、 彼ら 日本人の 有する 国家を 下より 崩さん。 祈りに よって 日本を 敵と し、 最 
後の 勝利を、 われらは 神 ニ ホバの 前に 信ず！ アーメ ン丨. 」 

「ア 丨メン ！ J 

火の まわ ■りと、 幹の 前に 立って る 七十 人 あまりの 皆が、 上を 仰いで 高く 両手を 上げ、 神に 祈り 
の 誓いを ささげる。 ひとり 残らず 目を ふさぎ、 すごい 顔つきが 火に 照らされて、 なにものかを 呪 
う。 森の 中の 恐るべき ありさま だ。 

誓ってな にを 呪う のか？ 日本を 呪う の だ。 幹部 組長 も 両眼を ふさぎ、 ロを ひきしめ、 たくま 
しい 両腕を 高く さしあげ てる。 その 太い腕、 ■シナ 服の 袖口から、 ありあり と 白く 上に 出て る。 顔 
も 腕 も 白い。 頭に まい てるきれ の 下に、 髪が ちぢれて、 紅く、 今 さきに 見 ひらいて いた 目は、 す 
る どく 青く かがやいて いたの だ。 シナ 服は 着て るが、 たしかに 白人 だ。 祈りの ことばに よると、 
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シォン秘嵩盟のユダャ人だ。「ア—メどといぅのは、「鬆で祈る」といぅユダャ人のことぱ 

だ。 

この 恐る へき 七十 余人の 祈りと 況いが 、夜 ふけの 森の 中に て、 彼らの 神 エホバに ささげら i 
た このと き、 遠くから 平原の 上を、 すべる よぅな ひびきが 聞こえて きた。 

「誓いの 火を 消せ ッ丨こ 

幹部 組長が、 カッと 目を 見 ひらいて 命令し」 こ。 

皆が ビフ バラと 集まっ てきた。 ぅつむく と’ 両手に 土を 掘っ て、 四方から 火の 上へ 投げる。 燃 
えてた 炎が' 土を あびて 消えた。 月の 光が 富く. 葉の あいだから 下，' 
だ 幹部 組長. 眉を しかめて • . - ヰ ft 
「大刀！ 音は なに か ッ？」 

はげしく さけんだ。 同時に、 幹の 上の 方から、 答える 声が 聞こえた。 

「南の 方 自動車です！」 

「一台 か？」 

「アッ、 総 司令の 自動車です。 橋を 越えた。 あかりを 消して ます！」 

と ■少年の 声 だ。 

「たしかに 総 司令の 自動車 か」 

「形で わかります、 細長い！」 
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(総 司令、 来たる！) 森の 中の 皆が、 きゅぅ— まった。 

車の 音が 近づ い てきた。 路を すべっ てく る . ： 森の 外へ とまると 

「丁 殿 九！」 、 、 。 
月の 光を ふるわせる ょぅな 声で、 森の 中まで 聞こえた。 総 司令 — 赤 魔の 声 尸 

「ハッ」 

幹部 組長が 外へ 走って いった。 

皆が 立ちす くんで いる。 そこに また、 

「ふたり、 男が 来い！」 

総 司令の 声に、 ふたりの シナ 服を 着て る 男' かつつ I て 外へ 走っ てし ナ 



黒い 死骸 か？ 

1 人 赤 魔.' ハ ザロ フが '森の 外へ 運転して—, すばらし くりつ ばな 緑色の 箱 自動車、 その W の 
中から'丁殿九とシナ人の名にかえてる幹部組長、そしてふたりのシナ人が、ひと” ?:0 ぃ男を抱 -< 
ょぅに 引きずり 出して きた。 その 男の 顔が 月の 光を あびた。 両眼を ふさいだ まま •死骸の ょぅに 
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動かず， しかも、 凛た る 眉、 力 そのものの 如き ほお， ジッと 結んで る 唇， たくましい 全身に 黒色 
の 蒙古 服を 着て いる。 ああ わが 日 東の 剣俠児 •本 郷義昭 だ。 死んで るょう な 顔が、 月に 照らされ 
て、 神々 しく 見える。 頭の 方を だいて る 丁 殿 九が •おどろいて、 ささやいた。 

「総 司令！ これは、 なにものです か？」 

運転台の 外に、 腕ぐ みしながら 立って る 赤魔バ ザロ フ、 目の前に かつがれて きた 本郷の 顔を' 
ジロ リと 見る と、 獲物を つかんだ 鷲の ごとき 目を きらめかして、 

「これ か。 丁 殿 九、 ゥム、 一国を 取る ょりも、 この 男を 捕った 方が、 おれの 血は わくぞ ！」 

と、 これを 聞いて 丁 殿 九は 青い 瞳を 見は った。 

「おお、 では、 日本の 本郷 ではないです か？」 

「 ゥム ，こいつ だ！ 森の 底へは こべ 丨 .J 

「総 司令、 同盟の 勝利です！ これが、 本郷 です か！」 

と、 丁 殿 九の 声が、 喜びに おどった。 

「ハ、 ハ、 ハ、 まず 勝利 か、 いや、 決戦は これから だ。 丁 殿 九、 太いなる 敵は、 興安嶺 にあり！ 
今夜、 はじめて、 敵の 本部の 巣が、 興 安嶺の 奥と ■明白に 知れた。 これから だ' こんどの 敵は 大 
きい ぞ J 

森の 中へ、 ゆうゆうと 歩いて ゆきながら、 赤 魔が ささやく。 後ろに 本郷を かついで ゆく 三人、 
その 中の 丁 殿 九が なおたず ねる。 
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「興 安嶺の 奥、 どの 方向です か？」 

「ここから 北々 東！」 

「しかし、 どうして わかりました か？」 

「熱 河 軍司令部の 三階に、 無線 電波を 受けて、 おれが 今夜、 試験して みたの だ。 特別に 短い 電波 
の 暗号 だ。 受信の ルー フアン テナに よって、 発信 方向を、 おれが、 たしかめた。 暗号を 見る と、 
日本人の 使う もの だ。 方向は 北々 東！ たしかに 興 安 嶺の奥 だ。 なにものが 発信し、 なにものが 
受信して るか、 おれには、 今夜、 明白に …… ゥム彼 だ！ 彼 だ！」 

ふと 赤 魔が 立ち どまった。 森の 中の 広場を、 すかして 見る と、 しばらくして たずねた。 

「丁 殿 九！ 数が おおいでは ないか？」 

「そうです。 今夜、 新入り が 七 人、 今 さきに 誓いを 終わりました」 

「あやしい やつは おらぬ か。 おれが 会って みよう！」 

ユダヤ 語で 話す ふたり、 ほかの ものに わからな いの だ。 

広場の 七-! -- < あまりは、 ゆうゆうと 入って きた 総 司令の 目の前に、 身動き もせず 立ちす くんで 
る。 総 司令の 後ろに、 かつがれ てきた 黒い 蒙古 服の 人間、 それが 黒い 死骸の ように 見える。 
「新入り の 七 人、 前へ 出ろ！」 

と、 皆の 胸に しみこむ ような 冷たい 声で、 総 司令が 命令した。 
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今ゃ得たりー条の歡 



..熱1東八十キ11程に、4^」といぅ小1町がある。今しもギラギー1©明るい学 
の だ。 ふ — i 、 If 
町を 通りす ぎる と •ふたりは 良の 畑路へ 出て きた。 畑路 とい つても 広い。 両がわ 

(熱 河には、 本郷 さんが いられる はず だ) 

これを、 神と 仰ぐ 鉄人 先生から 聞いて きた ふたり . sif i Jfils の— に、 早く 会いたい の 
たこの前月明るき夜、無声戦闘機に乗つて天佑谷へきた本郷少佐、鉄 い 

ポロの 蒙古 服を 着て、 谷を 出て 行つ た。 それき り、 ゆくえが 知れない の だ。 執 1 h 
一一 万 五 千た,, とこ かで 霞して る本郷 さんだ。 さがせば さがせる だろぅ。 さがし 
t ならぬ。 (急げ！ 僕たち S つたら、 本郷 さん は喜ぶぞ。 喜ぶ 本郷 さん Q 顔が 見たい！ も 
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う 一つ、 本郷 さんの 大きな 仕事に、 僕たち も、 手伝わしても らいたい！) 

二つの 望みが、 ふたりの 足を 急がせる。 高粱の 畑を 出る と、 けしの 畑路へ ふたりは 入った。 す 
ると、 向こうの 曲がり角から、 これ も 急いでく る 蒙古 人、 二十 五、 六の 男 だ。 ただ ひとり、 だが 
ひとりでな にか ニコニコして くる。 と、 見る と、 宣彦 少年は、 きゅうに 高 村 中尉の 顔を 見た。 中 
尉 も、 向こうの 蒙古 人を、 ジツと 見つめながら ゆく。 

広い 黄色い 路だ 。かわいて る 土が、 三人の 足 もとから、 ほこりを あげる。 黄色い 土 ほこりの 中 
に、 三人が 行きち がう、 と、 このと き、 

「オィ、 あにい、 待った！」 

高 村 中尉が 声をかけた。 

蒙古 人が ギョ ツ として、 立ち どまった、 と 思う と、 いきなり 逃げ だした。 これを 見た 宣彦少 
年、 逃げ 各 蒙古 人の 足さき を、 ハツシ と 横から けった。 けられた 足が、 片方の 足にから ん で、 パ 
ツ タリ 前へ 倒れた 蒙古 人、 ム クム クと 起き あがろう とする、 前と 後ろに ふたりが 立つ と、 

「あにい、 なにを 逃げ るんだ い。 おれらは なんにも、 わるい ことを す るん じ ゃ、 ねエん だぜ」 
そういう 高 村 中尉の まえに 蒙古 人は 立ち あがる と、 恐ろしそう に 中尉の 顔を 見なが ら、 

「ハア 、おまえは、 物 盗り じ ゃねえ のか？」 

「ハツ ハツ ハツ、 あにいは、 いやに 心配して るナ 。そんな 悪い おれら じ ゃねエ よ」 

「それじゃ、 おれを、 なぜ 呼んだ？」 
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と 蒙古 人が きゅうに 強そう な 顔に なった。 

「いや、 呼んだ のは、 ちょっとたず ねたい ことがあって ナ 、あにい！」 

「な、 なんだ？ 言え ッ。 おら あ 先を 急 ぐんだ」 

「では、 正直に 聞かして くれ。 その 蒙古 服は、 だれに もらった？」 

「な、 なんだ と？」 ， 

「あにいは 今まで、 兵隊を してた ナ！」 

「ヤ 、ヤィ、 どうして わか るんだ？」 

「ハ ッハッ ハッ、 あにいの 眉から 上が 白いぜ 。それに 足を そろえて 立って らア 。どう 、 
は 兵隊だった ナ！」 丨 
「ゥン、 おまえは なんだ？」 

「おれらは' これから 熱 河へ 帰る のよ。 オィ、 その 着物に、 見 おぼえが あるんだ。 おれの あにき 
の 蒙古 服 だ。 どこで もらった？」 

「エエ ッ？ あれ ア、 おまえの あにき か」 

と、 蒙古 人は、 おどろいて 顔を 長く した。 

「そうよ、 どこでもら った？- 

「つ’ 強い あにき だぞ 、おまえの—! この 着物を. おれに くれて， おれの 軍服を 着たら 
しい や。 あれ ア 、とても 強い あにき だ」 
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「ハ ハア 、ところで、 その 軍隊は、 どこの 軍隊 だ？」 

「そ、 そいつ ア 言えね エ！ 言ったら、 …… おら あ、 殺される から ナ」 

「なに？ だれが、 あにいの ような 正直な 男を、 だれが 殺 すんだ？」 

「 …… 恐ろしい、すごい、白い人だからナ、言えねエ丨.」 

「そうか、 それじゃ ア 聞くまい。 が、 あてて みよう か。 その 白い 人は、 鷲の ような 鼻を してる だ 
ろう、 鷲の くちばしの ような」 

「ア アッ、 おめ え、 あの 総 司令を、 知って るん か！」 

と、 蒙古 人は 顔色を かえた。 

「よし、 行きね H 、 あにい、 また 会おう ぜ」 

いきなり 言いす てた 高 村 中尉、 スタ スタと 歩き だした。 

(わかった の だ！ 本郷 さんは 熱 河で シナ 兵に なり、 恐るべき 赤 魔 —— 敵の 総 司令と 闘って るの 
だ！) 

これが、 宣彦 少年に も わかった。 

(いそげ！ 熱 河へ シオン 同盟の 極東 委員長 バ ザロ フ、 赤 魔の いる 所に、 わが 本郷 さん も いられ 
るの だ！) 

今や 一条の さぐる 路を つかんだ、 高 村 中尉と 宣彦 少年 顔を 見 あわせる と、 熱 河を さして 足を 早 
めた。 
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熱 河 軍司令部。 

白い 壁の 大きな 門が、 路に 向いて 立っ てる。 門の 両方に、 £靈 が. 敍 剣を きらめかして， 
U 。 の 4 ながめて る 。1そこに、き泣ないふ专の蒙古人が，トボトボと歩いてきた。青年と少年 

「パン、パン、ぅまいパン！焼きたてのパン、ま「白な大きいパン，ニつー銭，銅貨ー枚でニ 
つの パン！」 

と、 少年 蒙古 人の 方が、 すずしい 声で さけんだ。 

「ニつ 食っ たら 腹 いっはい、 一 銭に 二つの。 ハン！ 食っ てみ たら ば、— かろぅ。 だれか 見 土、 
力 白い。 ハン！ 黄色い。 ハンは ない もの か？ ないでも ない が、 ここには ない。。 ハン、。、 ン！ 
「コラ ッ 、向こぅへ 行け ッ！. 

と、 番兵の ひとりが、 どなった。 

「番兵さん、 パンを 買って くれません か、 二つで 一 銭！」 

「門の 前で 大きな 声を するな ッ 。パンを 見せ 5 丨 ： 

「ありがたい。 買います か？ 兵隊さん は、 ただで 取る から ナ」 

「見せろ といったら、 ヤイ、 見せろ！」 

「だから •さ— 一 銭、 出して ください ヨ •ニつ あげ るんだ。 一 銭、 投げて ください ナ ，番兵 さ 
ん！」 
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少年 蒙古 人が、 そ— ってる ところへ、 門の 中の 番兵 小屋から' ッ！ ^ヵと士官が出てき0" 
歩兵 少尉 だ。 剣を さげて る。 ふたりの 番兵が' おどろいて 気をつけの 姿勢を した ひとり 力 報告 
する。 

「ただいま、 異状ありません」 

「パン 売りの 小僧な ど、 相手に しちゃ、 いかん ぞ」 

と、 少尉が 言いながら、 前に 立って る パン 売りの ふたりを 見た。 

「へ エ J 

と、 h < i も大 僧の 方 も、 おじぎを した。 すると、 

「ォィ、その觀に、パンが入っとるのか？」 

と、 少尉が 歩いて きながら たずねる。 

「へ工 、ゲ まい パンで」 

と大 僧の 方が、 籠の 上の 新聞を ハ ラリと 取った。 

まっ 白い まるい パンが、 籠の 中— つも 入っ てる。 大きくて、 ぅまそぅ だ。 

「隊長さん、 買って いただけません か、 ニつ 一 銭で」 

「ふたりの «1 の中に、幾つあるんか？」 

「へ工 、五十 ばかり 持って きまし たんで」 

「五十 か。 番兵が 四十 ニ 人 お るんだ。 みんな 買ったら、 まける か？」 



82 




「そ、 それ ァ， 三つ 一 銭に、 へエお まけし ます、 どうぞ 皆’ お買いな さって！」 

「よし、 番兵 小屋へ 来い」 

少尉が 門の 中へ， パン 売りの ふたりを つれて， 入り かけた。 この 時、 路の 向こうから' 蹄の 音 
が 聞こえて、 きたない. 馬車が ガタ ガタと 走って きた。 幌馬車 だ。 一頭の 黒い 蒙古 馬を 前につ け 
て， 馭者 台の 上に ひとりの 青年 シナ 人が、 長い 皮の むちを あげてる。 幌の 中を 見る と、 髪の 白い 
年よりの 西洋人が、 黄色い ダブ ダブの 洋服を 着て、， ゆったり と 腰を かけて る。 その 横に、 顔の 黒 
い 十五、 六の 少年が， これ も 黄色の 服を 着て， 同じ 色の 鳥 打帽を かぶって る。 幌の 中から この 少 
年の まっ 黒な 眼が、 軍司令部の 少尉と ふたりの パン 売りと 番兵を すばやく 見た。 

馬車の 音に、 ふりかえった パン 売りの 大 僧と 小僧、 いうまでもなく 高 村 中尉と 宣彦 少年 だ。 ふ 
たりが、 幌の 中の 西洋人を 見る と、 きゅうに 顔色を 動かした。 

その 幌馬車が、 熱 河 軍司令部の 前を、 ゆれながら 走って ゆく。 年よりの 西洋人 も、 高 村 中尉と 
宣彦 少年を、 幌の 中から 見て いった。 ヵッ ヵッと 蹄の 音が、 路を けって ゆく。 そのうし ろを、 高 
村 中尉 も宣彦 少年 も 見送った。 

(あの 色の 黒い 少年は’ なにものか？) 

(ィンドの 少年では ないか？) 

「オィ、 入れ、 パン屋！」 

そばから 言う 熱 河 軍の 少尉 も、 幌馬車の 後を、 じいっ と 見送って るの だ。 
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まっ 暗 だ。 なんにも 見えない。 墨の 水の 中の よう だ。 水の ように 思える のは、 暗い 中の 空気 
が、 つめたく 沈んで いるから だ。 まるでな に 一つ 見えない 暗 さ —— その 中に、 いきなり、 

「ああ ァ J 

と、 あくびの ような 太い 声が、 下の 方に 聞こえた。 

だれかい る。 その 声が また、 うなる ように 言いだ した。 

「ああ ァ没法 子 …… 」 —— 仕様が ねえ やァ …… 。 

シナ 語 だ。 シナ 人が、 まっ 暗な 中に いるら しい。 うなる ように ひとりで いう、 と、 それき り、 
だまって しまった。 そのまま 七、 八 分す ぎた。 そこに、 遠くの 上の 方から、 足音が 聞こえて き 
た。 ひとりでは ない。 三人 か 四 人の 足音 だ。 上の 方から、 コトリ コトリと、 いっしょに 下りて く 
る。 

「ああ ァ 、来 了 麽？」 来た か？. 

また シナ 語が、 うなる ように 言った。 

足音は 階段を 下りて くるら しい。 だんだんと 下へ、 コトリ コトリと 聞こえて くる。 ひとりは 
くつ、 ほかの 三人は、 はだしで いる。 それが 足音で わかる。 その 下の 方へ、 スーッ と 上から あか 
りが さしてき た。 暗い 中に、 灰色の 階段が 見えた。 すると、 

「左 だぞ！ 落とすな！」 

と、 何 か 突き さすよう な 声が、 すごく 上から 聞こえた。 
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「大丈夫です、 ここが 下の 下の 廊下です」 

と、 答える 声 も、 いっしょ に 下りて きた。 

「ゥム 、わかって いるの だ」 

あかりが 動いて、 いよいよ 下りて きた。 灰色の 階段 …… 下に 灰色の 床 …… 灰色の 壁が、 ボン ヤ 
リ 見える。 廊下 だ。 広い。 そこに、 四 人が 影の ように、 階段を 下りて きた。 先頭の 黒影が、 あか 
りを さげて いる。 あかりと いっしょ に 洋服の 1 <ボン と 赤ぐ つが、 ヒ タヒ タと 歩いて くる •その後 
に、 三人の シナ 服の 裾と ズボンが 動いて、 足つ きが ョ チョ チと 重そう に 見える。 

「待て！」 

先頭が 立ち どまる と、 あかりを 持ち あげた。 

懐中 電燈 らしい。 が、 特別の もの だ。 スィッチを 押して、 電気を 強く したの か、 パーッ とき ゅ 
うに 明るく かがやき だした。 灰色の 広い 廊下が、 トンネル のよう だ。 壁に 四 人の 影が、 否、 五 人 
の影が写った。光に皆の顔もはじめて現れた。先頭に怪人赤魔、、ハザロフ、するどい目が廊下の向 
こうを、 ジッと 見つめて いる。 つぎに 同じく ユダヤ人の 丁 殿 九、 青い シナ 服を きて、 ほかの ふた 
りの シナ 人と いっしょに、 黒い 蒙古 服の 人間の 頭と 足の 方を、 重そう にかつ いでいる。 蒙古 人に 
姿を かえて る 本郷だ 。 

おお 本 郷義昭 が、 この 灰色の 廊下へ、 赤 魔と 部下の 手に よって、 いま、 かつぎ おろされ てきた 
の だ。 が、 いま さきに、 まっ 暗な 中で、 「ああ ア、 …… 」 と、 うなる ように シナ 語で 言って た 人 
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間は、 どこへ 行った のか？ 赤 魔が 照らした 懐中 電燈 、白い 強い 光が、 廊下 じゅぅに かがやきな 
がら、 立って いる 四 人と、 死骸の ょぅに かつがれ てる 本郷 、五 人の ほかには、 なにもの も 廊下に 
いないの だ。 しかも、 あやし！ ここは いったい、 どこの 建物な のか？ …… 

赤 魔が あかりを 高く あげた まま、 歩き だすと 言いつけた。 

「丁 殿 九！ 八 号へ 入れろ！」 

「まん 中です ナ 、わかりました J 

丁 殿 九 も 後の シナ 人 ふたり も、 本郷を 重そう にかつ いだ まま、 ヒ タヒ タと 歩き だした。 



熱血と 冷血 

—— 大きな 波が まるく まわって いる。 うずまき だ。 うずの 中に 自分が、 波と いっしょ に、 まわ 
されて る …… 上を 向いた まま、 グルグ ルと まわって るの だ。 

(なにを！ ？) 

グッ とうず まきの 上を、 背な かで 泳ぎ 切った。 外へ 波を 切って 出た …… と 思った 本 郷義昭 、そ 
こで 気がついた。 しびれ 薬が、 頭の 中に さめた の だ。 同時に グッ とから だが 動いた。 すると、 
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「お 目 ざめ か、 ハ、 ハ' ハ •気分は、 どんな もの か、 聞きたい もの だが， …… 」 
ゆうゆうと言いだした、その笑い声、赤魔バザロフの声だ。つづいて突きさすように言う' 
「どうかな、 本郷！ さて、 よく 来た もの だ！ 勝敗、 ここに 明白、 シオン 同盟と 日本！ まず、 
こんな もの かな、 フム 起きろ ！ 立て、 本郷 ！ J 
氷の ごとく 心の つめたい 赤 魔 も、 いまや 日本の 本郷を 捕らえ 得て 目の前の 喜びに、 自分の 「シ 
オン 同盟」 の 勝ちを、 o に 出して ほこる、 —— 日本を ほろぼそうと ちかう 秘密の シオン 同盟' 
その 大 幹部で ある 赤魔バ ザロ フが '本郷 を 捕らえた ことは、 まったく 彼の 大きな 勝利 だ。 同時 
に、 日本に とって 非常な 損害で なければ ならぬ。 一軍の 全滅よりも、 わが 本 郷義昭 を 失う こと 
は、 帝国の 国防の ために おしい- …… 。 

ジッと 仰むいて る武俠 熱血の 本郷 、自分の 顔が、 あかりの 白い 光に 照らされ ている。 

赤 魔の ほこる 声を 聞きながら、 まだ 身動き もせず、 近くの 様子を、 心静かにな がめ た。 
あかりは 特別の 懐中 電燈 だ。 ほとばしる 白熱の 光が、 太い 十字の 格子の ように 上に かがやいて 
いる。 その 格子の 外に、 腕ぐ みした まま 立って る 黒い 紳士 風の 男 —— おお バ ザロ フだ。 

(怪 魔、 勝ちを ほこる！) と、 本郷は 仰むけの まま， まだ 動かず、 あたりに つめたく 沈んで る 空 
気を、 深く 腹の 底まで 吸う と、 静かに はきだした。 

しめって いて 土く さい 空気 だ。 しかも， 三方の 灰色の 壁、 一方に 太い 格子戸 あり、 外は 廊下ら 
しく、 そこに' 赤 魔が 影の ごとく 立って いる。 上の 天井は 暗く、 土のに おいは、 しめっぽく 上 か 
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ら 落ちて くる。 背な かの 下の 床は、 ジッ とつめ たい。 

(地下室、 深し！) と、 これを、 すぐ 知った 本 郷剣俠 児は、 はじめて 声をかけた。 

「バ ザロ フ！ 、，ま 少しく 衛生に 良い 部屋を、 用意して おくが よかろう。 シオンの 諸君は、 世界 
の 富を にぎって いるは ず だ。 が、 この 部屋は、 まことに おそ まつの よう だ」 

と、 これを 聞く と、 バ ザロ フの 青白い 顔が、 格子の 外から、 すごく 笑った。 そして 言う、 
「失礼した かね、 本郷の 死の 部屋と して、 なるほど、 いま 少しく 相当に、 かざって おくべき だッ 
た、 かもしれ ない。 ハ、 ハ、 ハ、 ところが、 ここは なにしろ 満蒙の 平原、 これ だけの 物を つくる 
のが、 まず、 精い っばい のと ころ だ。 ハ、 ハ、 ハ」 

満洲 か 蒙古 か、 冬は 凍る 平原の 下に、 いつのまにか 大地を 深く 掘り、 自由に 通行し うる 大 建築 
を、 造り かくして いる シオン 同盟、 その 力は、 いかにも 恐るべき ものが ある。 これを また ほこっ 
て 笑う 赤魔バ ザロ フ 、腕ぐ みした まま、 本郷の 全身を、 すきまな く 見つめながら 言う、 き 
「さて、 本郷！ あいさつは お 互いに、 このく らいで よかろう、 として、 おれの 手 もとから、 貴 
沿が 持って いった 、 ハルビンで 貴公の 手に入った、 あれは いま 興 安嶺の 日本人の 巣に あ 
るの かね？ 死ぬ 前に 言え、 本 郷！」 

死を もってな にものが せまろう とも、 これに 答えぬ 本 郷義昭 と、 もとより 知って る 赤 魔 パ ザロ 
フ 、かがやく 電燈の 白い 光を、 本郷の 顔に 照らして、 まばたき もせず 見つめながら 言う、 

「興 安嶺の 奥に、 日本人の 巣、 その 秘密の 谷に、 なにものが ひそんで おる か 知らぬ おれでは な 
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いの だ。 フム 、本郷 、貴公は' ハルビンから 興安嶺 へ' 無声 飛行機を 使った の だ。 そして 熱 河へ 
来た、 途中に おれの 機密 書類を、 興 安嶺の 老人へ、 報告に 渡して きたろう が …… ？」 

言いつつ 赤 魔の 瞳が、 なにものを も 突きと おすょう に、 殺気 あふれて、 ジ ィッと 本郷を 見つめ 
る、 答えぬ 本郷の 顔色の 動きから' なにものかを 読みと ろうとす る。 すると， 

「ハ ハ ア-パ ザロ フ！ J 

本郷が 微笑した。 白い 光の 中に， ゆうゆうと 起き あがり かけた。 

赤 魔 も 格子戸の 前へ' グッ とから だを 近づけた。 俠 傑と 怪人、 内と 外から、 まぢかく 顔を 見つ 
め あった。 互いに 顔色を 読もうと する。 しかも、 本郷は ほがらかに 笑い、 赤 魔の 顔は 青白い 面の 
ごとく' ただ 唇 だけを 動かして 言う。 

「本 郷， ここは、 シオン 同盟の 土の 牢獄 だ。 言わぬ か， 機密 書類の ゆくえを！ 貴公の 手 

から •なにものへ 渡した か？」 

「パ ザロ フ 遅し！ すでに 三月 前* た」 

と •言いながら スック と 立ち あがった 本郷 、格子戸へ 右手を かけた。 

鉄 だ。 ビク とも 動かない 格子戸の 外に、 赤 魔は、 あざけり 笑った‘ 

「 フフ ム •三月 前 •日本の 『愛国 機』 と 名 づける 飛行機に ょって •関東 軍司令部へ 渡した と言う 
のか」 

「そのと おりだ。 さすがは 赤 魔！」 
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と、 なお 微笑す る 本郷は 言う。 

「いま、 貴^ 一の 知りたい のは、 機密 書類の それょりも、 興 安嶺の 奥では ないか。 峰と 谷に あっ 
て、 満蒙の 齡とな る 日本人の 数 知れず、 無声 飛行機 あり、 神の ごとき 老将 軍 あり、 貴公の 恐れる 
ところ 尤 興安嶺 だ。 一 了 ^ 、 バ ザロ フ！ シオン 同盟を ひきいて、 興 安嶺の 日本人を さぐれ 老特 
軍は、 貴公ら の 一日 も 早くと 待っ て いられる の だ。 すでに 三月 おそし ではなし か 赤 
魔！」 

「フン、 *^ うに 時を 選ぶ のが、 おれの やり方 だ 。ゆっくり 聞こう、 貴公の いわゆる 『老将 軍』 本 
名は なんというの か？」 

「言うまでもなかろう」 

「なに？」 

「老将 軍は 日本人！」 

「名を聞くょりも、日本人のヵを知れ：ハザロフ！正義、仁愛、剣 ^ ーー千年のー堤は日 
本人の 前に、 シオン 同盟が ^^の^を消せ丨.貴公のためだ。貴公の ^, 知、貴公の胆略冷血 
決断、 すべて おしい もの だ。 正義の 日本を 敵に する ことを やめて、 N ジアの 地を 去れ。 去っ て 西 
へ 行き、 貴公の 祖国 ユダヤを 興せ！ 亡国 ユダヤ を、 祖先の 獻 墓の 上に、 ふたたび 興すべき が、 
貴公の つとめでは ないか！ かしこき パ サロ フ 貴公の ためだ」 
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敵に 捕らわれ、 死を 前にして、 その 敵を 熱心に 忠告す る 本 郷義昭 、鉄 格子を つかんで いる 顔色 
に 友人の 身のう えを 思うよう な 真心が、 ありあり と、 はげしく 現れた。 



待て 四十九日！ 



ユダヤの 国は ほろびて いる。 ほろびて すでに ニ 千 余 年、 国は ない の だ。 だが、 ユダヤ 人は 世界 
に 今や 千 三百 五十 余 万人、 各国に 散らばって いる。 しかも、 世界の 大きな 富を にぎって いるの 
は、 何百 年 も 前から、 多く ユダヤ 人 だ。 米国、 英国、 フランスを はじめ、 すばらしい 大金 持ち 
は、 ユダヤ 人が 多い。 彼らは 欧米 強国の 金を 動かす。 だから、 この 前の 世界大戦 のとき、 ユダヤ 
人は 戦に ょって、 すごい 富を にぎった。 金に して ニ 千億 ドルと かぞえられ ている。 

ニ 千億 ドル、 巨大な 富 だ。 この 大きな 富を、 新たに にぎった ユダヤ人の 勢力は、 米国に も、 欧 
W こも、 目に たって は 見えない が、 すばらし いもの だ。 ここに、 亡国の ユダヤ人は、 けっして 劣 
1 ，の 人種では ない。 大金 持ちに なった ばかり か、 すぐれて いる 多くの 政治家に もな った。 フラン 
スの 大統領に なった ミルランは、 そのじつ、 ユダヤ人だった。 大蔵大臣の クロッツ もユダ ヤ人だ 
った。 英国の ロィド •ジョ ー ジの 内閣に も、 ユダヤ人が 多かった。 露国は どぅか、 革命 当時 陸軍 
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大臣を していた トロ ッキ ー をは じめ、 ケレン スキ ー、 力 ー メ ネフ、 ジノ ブエフ 等、 有力な 政治家 
の 十 人のう ち 八 人まで が、 皆 ユダヤ人 だ。 米国は どうか、 大都市 ニ ョーョ ークの 人口 五分の 一 
は、 有力な ユダヤ人 だ。 大統領だった ゥイルソンの 夫人まで 、ユダヤ人 だ。 このほか、 世界的 学 
者の マルクス も、 アインシュタイン も、 同じく ユダヤ人 だ。 

おそるべき ユダヤ 人、 その 秘密の 世界的 同盟を 「シオン 同盟」 という。 「シオン」 は ユダヤに 
そびえて いる 山の 名で あり 都の 名 だ。 シオン 同盟の 目的は、 ユダヤ 国の 独立を はかる ばかりでは 
ない。 全世界の 国々 を、 最後には ユダヤ人の 下に、 必ず 征服し ようとす る。 このために、 世界 じ 
ゅうの 帝国を、 まず 共和国に かえよう とする。 ロシヤ 帝国が ほろびた の も、 ドイッ帝国が ほろび 
たの も、 おそるべき ユダヤ人の 皆 課 だとい われて いる。 あらゆる 国を、 まず 共和国に し、 その 国 
民を 最後には、 ユダヤ 人の 勢力の 下に 征服し ようとす る。 これが、 シオン 同盟の 大目 的 だとい 
う。 じつに 世界的 大 陰謀では ないか。 

この シオン 同盟の 極東 委員長で ある 赤魔バ ザロ フ 、アジアの 帝国 日本を ほろぼそう として、 そ 

の 目的の ために、 満蒙へ 来たり、 いまや 本 郷義昭 を 「土の 牢獄」 地下室に 捕らえて、 しかも 

本郷 から 友人の ように 忠告され たの だ。 「アジアを さわがす よりも、 去って ユダヤの 祖国を おこ 
せ！」 と。 

これを 聞いて、 赤 魔の、 今まで 水の ように すんで いた 瞳が、 らんらんと 光り だした 彼は はじ 
めて顔色を訪かした。うらみと呢いの色すごく、うす黒い唇を引きしめた。ニ千余年の祖先から 



94 




と、 1 の 中から、 英語で さけび だした のは、 顔の 黒い 少年 だ。 

「はっきり 見えて ます」 

と、 馭者 も 英語で 答えた。 青木 綿の シナ 服を 着て る。 

「畑の 中を 走って いったんだ ナ 、路を 出てから」 

と、 少年が また さけんだ。 すると、 

「ゥム 、気をつけ るが ょい。 向こうに 見える 森が、 この 近くでは あやしい と 思われる」 

と、 少年の 横に 腰を かけて る： MIk の 西洋人が、 前の 方の 森を 見て、 ゆったり と言う。 

「そうです、 ゴム 輪の あとは、 森の 方へ つづいて います」 

馭者は むちを また ふりあげた。 馬の 前の 畑の 上を 見て ゆく。 赤黒い 土の 上に、 自動車の 走った 
あとが、 太く つづいて いる。 全速力で 走った もの だ。 ス ー ッ とニ条 、はっきり 見える、 しかも、 
新しく りっぱな ゴム 輪の あとだ。 (このい なかに、 こんな りっぱな 自動車を 使って いるのは、 な 
にもの か？) 

これを、 幌の 中の ふたりが あやしんだ。 熱 河 軍司令部の 前を 通った とき、 この 自動車の あと 
を、 土の 上に 見て はじめて あやしん だの だ。 

(貧乏な 蒙古 人 や シナ 人が、 乗れる 自動車では ない。 もしかしたら、 これを 使って いるのは、 ユ 
ダャ 人の バザロ フ ではない か？) 

「駅 者、 この 自動車の あとを 追ってみ ろ！」 
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と、 そのと き， 幌の 中から 英語で 言いつけた 西洋人が、 つづいて 横の 少年に、 インド 語で ささ 
ゃぃた。 

「ルイ 力 ー ル！ おれたちのさがす人が、この自動車に乗っていったと思わぬか 1_ 

ルイ ヵー ルと 呼ばれた 少年が、 まっ 黒な 目を かがやか すと、 

「エッ、 どうしてで すか、 どうして、 それが わか るんで す？」 

と、 伸び あがる と、 幌の 外へ 顔を 突き だして、 路の 上を 見つめた。 路の 上に、 太い ゴム 輪の あ 
とを、 向こうの 方まで 見 わたす と、 ルイ ヵー ルは さけび だした。 

「そうだ、 左側を、 まっすぐ だ！ 直線 だ。 こんなに うまく、 運転す る 人は、 …… そうだ。 馭 
者、 早く 走らせろ ッ！」 

馭者は、 このと きもむ ちを ふりあげた。 

ルイ カー ルは、 息を はずませ ると、 また インド 語で、 横の 西洋人に たずねた。 

「すると、 あの人は 、ユダヤ人の 自動車を、 運転して いったと、 あなた も、 そう 思います か？ 
クロック 中将. あなた も！」 

「たぶん、 そうだ。 そのよう に 思える ことでは ないか。 本 郷は赤 魔を すてて はおくまい。 しか 



「工工 ッ 、しかし、 なんです か？」 

「危険 じ や」 
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「本郷 さんに、 危険が あるので すか？」 

「神では ない、 本郷 といえ ども。 しかし、 バ ザロ フは 悪魔 じ や。 …… 待て！」 

クロック 中将は、 幌の 後ろに ついている 小さな 窓から、 今き た路の 方を ふりかえって 見た。 

そこに 遠く、 向こうから 蒙古 人の 青年と 少年が、 歡 を さげて 路を いそいで くる’ 今 さきに 軍 司令 
部の 門の 前で 見た、 パン 売りの ふたり だ。 (あの ふたり、 パンを 売りに、 町の 外へ 来る のは あや 
しい！) 

クロック 4» 辱 は、 ここに も 怪しい ものを 見た。 そのまま 馬車は 町の 外へ、 早く 走りつつ けた 
が、 今し も 森の 前へ、 畑の 上を ゆれながら 来る と， 馭者が 手綱を 引いて さけび だした。 

「変です、 ゴムの 輪の あとが、 森の 外で 消えて ます！」 

「よに？ よく 見ろ！」 

ルイ ヵー ルが、 馭者 台の 上へ 飛び出た。 

(本郷 さんの ためなら ば、 死んでも いい！) そう 思って る ルイ 力 ールだ 。ドイツの 将軍 クロック 
中将 も、 馭者 台へ 出て きた。 

きたの だ！ 白 動 車の ゴム 輪の あとを 見て、 路を いそいで きた 高 村 騎兵 中尉と 宣彦 少年、 いょ 
いよ 森へ 近づいて くると、 

「見ろ！」 

と、 高 村 中尉が、 小声で いう。 
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宣彦 少年は、 キッと 森の 方を 見つ みた。 —— 幌馬車から ヒ ラリと 飛び おりた 黄色い 服の 少年が、 
森の 中へ 走って ゆく。 つづいて 身の たけの 高い 西洋人が、 これ も 飛び おりた。 と 思う と、 あたり 
を 見 まわしながら、 森の奥へ、 ゆっ たりと 入って ゆく。 

「注意し ろ！ 西洋人は、 赤 魔の 味方 かも 知れん ぞ」 

と、 高 村 中尉は、 なお 小声に なった。 

宣彦 少年は、 眼を かがやかした。 本郷 さんを 思う 熱血、 胸に あふれて、 

「この 自動車の あと、 それに、 幌馬車と 西洋人が いるのを 見る と、 赤 魔 もい るんだ。 僕、 この 近 
くに、 本郷 さん も いられる 気がする」 

と いうと これを 聞いた 高 村 中尉 も グッと 強く 顔い ろを 動かして、 

「そうか。 おれ も、 そう 思う ぞ J 

と、 それき り、 ふたりは、 だまった。 話を 聞かれて はならない。 幌馬車の 後ろへ、 近づいて き 
たの だ。 馭者 台の 上に、 青年 シナ 人が ただ ひとり、 長いむ ちを 肩に あてて、 前に 蒙古 馬が 一頭、 
首を さげて いる。 ちいさい が 強そう な 黒 馬 だ。 

「パンを 買わない か？」 

と、 宣彦 少年は、 馭者を 見て、 いきなり 蒙古語で いった。 すると、 

「不要！」 いらない.！ 

と、 シナ 語で 答えた 馭者の 青年 シナ 人は、 ジロ リ と宣彦 少年を 上から 見て、 顔を ふった。 
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(おまえた ちと、 なんにも 話さない ぞ) と、 そういう ょう に ■シナ 人は' はげしく 顔を ふって み 
せる、 すると、 高 村 中尉、 力 やさしく たす ねた 

「向こうに いる 西洋人は、 きみの 主人 かね？ あの人は、 パンを 買って くれない かな、 うまい パ 
ンだぜ 、きみ！」 

「不知 道！」 知らない！ 

と、 シナ 人は、 また 顔を ふった。 

ほかの ものと 話を する のを、 この 青年 シナ 人は、 きびしく とめられ ている。 してみ ると、 向 こ 
うにい る 西洋人に、 いつもつ いている シナ 人 だ。 途中で やとわれ てきた ものでは ない。 主人の 命 
令を、 かたく 守って いる。 しかし、 高 村 中尉は またたず ねた 
「この 近くに、 もう ひとり、 西洋人が いるは ず だが な、 きみ 知らな しか？」 

(赤 魔の こと だ！) と、 宣彦 少年 も、 シナ 人の 顔い ろを 見つめた。 

「 」 

だまって る シナ 人、 目い ろ も 動かさず、 前の 蒙古 馬を 見て いる。 赤 魔の ことを まったく 知らな 
い 顔つき だ。 

(すると、 向こうに いる 西洋人と 赤魔バ ザロ フ とは、 関係がない のか？) と、 高 村 中尉 も、 宣彦 
少年 も、 森の 中へ 入って ゆきかけ た。 

(色の 真っ黒な ィンド 人らしい 少年 も、 なにものか？) 
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見る と、 その ふたりが、 森の 中の 空き地に 立って、 なに か 足 もとを 見つめて いる。 宣彦 少年 
は、 森へ 入って ゆきながら、 さげて る パンの 籠を、 右手から 左手を 持ち かえた。 その 右手で、 土 
の 上を、 高 村 中尉に スッと 指さして 見せた。 —— 自動車の ゴム 輪の あとが、 見よ、 ここで 消えて 
る。 

クロック 中将と ルィ ヵー ル、 ふたりは、 森の 空き地に、 ならんで 立って いた。 四方は 黒松の 幹 
にか こまれ、 土の 上に たき 火の あとが、 枯れ枝と いっしょに 残って いる。 灰が まだ 新しい。 なに 
もの か、 ここで 火を 燃やした。 しかも、 灰と 枯れ枝の まわりに、 靴の あと、 はだしの 足 あと。 大 
勢が いたの だ。 その 靴 あと も、 大きな 蒙古 靴、 やわらかな シナ 靴、 細い 西洋 靴、 さまざまな 靴底 
の 形が、 方々 にみ だれて いる。 ルィ ヵー ルは、 あやしみながら、 土の 上を 見 まわす と、 

「アッ、 そこは、 一列に なって る！」 

と、 たき 火の あとの 向こうを、 ジッと 見つめた。 

「ゥム 、整列した もの じ ゃ」 

と、 クロック 中将 も、 その 方を 見た。 

「七つ ある、 七 人、 一列に ならんだ あとだ！」 

「おお、 …… 七つ？」 

と、 クロック 中将は、 その 靴 あとを かぞえる と、 白い 眉を、 きゅうに しかめた。 おちつい てる 
将軍が、 きゅうに おどろいた らしく、 声を ひそめて いう、 
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「ルイ 力 ー ル！ この 大勢の 靴 あとは、 シオン 同盟の やつらが、 この 森の 中に 集まったら しい 

ぞ J 

「エッ、 ユダヤ人が？.」 

と、 ルイ 力 ー ル も、 おそるべき ユダヤ人の 同盟 「シオン」 の 名を 知っていた。 

「そうじゃ。 七つと いう 数は、 ユダヤ 人が、 いつも 使う からの。 それに、 たき 火の あとを 見る 
と、 土を あびせて きゅうに 消した もの じ ゃ。 おそらく ゆうべ、 シオン 同盟の やつらが、 ここに 集 
まって、 きゅうに 立ち去った ものら しい、 ゥム 、じつに 世界の 至る ところへ、 彼らは 陰謀の 手を 
のばして おる が、 …… 」 

森の 外へ、 靴 あとが、 どの 方向へ 立ち去った か？ これを 見るべく、 クロック 中将は、 あたり 
を 見 まわす。 さすがは ドイツ 1 齡 離 諜団 「七 人 党」 の 総 首領だった クロック 中将、 一列の 靴 あと 
のた き 火. の 上の 土に、 (これ こそ シオン 同盟の 秘密 集合な り！) と、 するどく 見破った。 このと 
き、 ルイ 力 ー ルが、 下を 見た まま いった。 

「前の 蒙古 人が ふたり、 こちらへ 入って きた」 

ヒ タヒ タ とふたり の 足音が、 森の 中へ 聞こえて くる。 

(あやしむべき 蒙古 人！) 

と、 クロック 中将 も ルイ ヵール も、 同時に その 方を 見た。 

高 村 中尉と 宣彦 少年 も、 また 同時に、 
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C この ふたり、 はたしてな にもの か？) と、 ひどく あやしみ 注意しながら、 パンの 籠を さげた ま 
ま、 森の奥へ 入って きた。 

本 郷義昭 を さがす ふたりと ふたりが、 それとも 知らず、 あやしみ あって、 互いに 顔を 見 あわせ 
ると、 高 村 中尉は クロック 中将の 前へ、 宣彦 少年は ルイ カー ルの 前へ、 静かに 立ち どまった。 こ 
こで パン 売りを はじめて、 相手の 正体を さぐろう とする の だ。 

が、 やさしく 正体を さぐられる クロック 将軍と ルイ カー ルだろう か？ 



死の 前の 友情 



森の 中に、 四 人が あやしんで 顔を 見 あわせた とき、 H の 下の 深い 牢獄には、 ユダヤ 語で 報 

告 する 声が、 

「総 司令！ ふたりの 蒙古 人、 いま さきの 白髯の 白人と ィンド 人らしい 少年の 前に、 立ち どまり 
ました。ひとりはニ十七、八歳、ひとりは十四、五歳、ふたりとも ||1 をさげています。しかし、 
顔は 似て いません。 兄弟では ないょぅです。 そして、 …… 」 

と、 こまかく 報告し はじめた。 これを 聞く と、 赤魔バ ザロ フ 、太い 鉄の 格子の 前から、 一言、 
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ズ バリと 命令した。 

「だまれ ッ！」 

突き さすよう な 赤 魔の 声 だ。 ビタリと 報告す る もの :^ だまった。 

鉄の 格子の 中に、 ほほえんで るのは、 本 郷義昭 だ。 傲 中 電燈の 白い 光に 照らされて、 力 その も 
のの ような 本郷の 笑顔を、 するどく 見つめた 赤 魔。 格子の 上の 懐中 電燈を 取る と 

「貴公は、 ユダヤ 語を、 知って ると みえる が、 ？」 

と、 自分 もユダ ヤ語 でい いだした。 

「しかり、 地上の 報告を 感謝し よう！」 

と、 本郷も ユダヤ 語で 答える と、 なお ほがらかな 笑顔に なった。 

いままでの 報告を、 本郷は 残らず 聞いて いたの だ。 

(しまっ だ！) と、 底光りの する 目の 光を、 赤 魔は 本郷の 顔へ そそぐ と、 あざ笑いを ほおに きざ 
みつけて、 

「フム 、貴公の 後から、 いろいろの お 客が きたよう だ。 一つ お 目に かかって みよう か。 この 牢獄 
は、 まだいく 人 も 入れる の だ。 広く つくらせ ておいた からな」 

と、 ゆうゆうと いいすて ると、 衡 柯歡 配に 廊下を 照らして、 足音 もたて ず 歩き だして いった。 
まっ 暗にな った 鉄 格子の 中に、 捕らえられ ている 本郷 、ス ックと 両手を あげた。 上を さぐる と 
そこも |« 、，格子だ。鉄の柱が十字形に、ガッチリとならんでる、息を深く吸いこんだ本郷、声な 
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き 気合いと ともに、 高く 上へ 飛んだ。 その 両手、 上の 格子を つかみ、 両足は 下の 格子へ かかっ 
た。 音 もな く 一瞬 il ' 上への ぼって ゆく。 そこに' 天井が 両手に さわった。 かたい。 コンク リ ー 
トだ 。手のひらを 下から あてて みると、 いかにも 厚く つくられて いる。 地の 下に、 ょほど 深く 掘 
った もの だ。 天井の 下から 壁の 方へ、 本 郷は鉄 格子を スル スルと 伝わって いった。 さわって み 
ると' 壁 も コンク リー トだ 。つめたく' しめって るのは、 長い あいだに 地の 下の 水が、 しみこん 
でる の だ。 

(赤 魔！ ょほど 前に、 これ だけの 地下 牢獄を、 つくらせた が、 壁の コンク リ ー トは 、ぅすい 
ぞ 。中は 土 だ。 破れぬ か？) 

水が しみこんで るのは、 そまつな コンク リート だ。 本郷は 息を はきだす と、 下へ 音 もな く 飛び 
おりた。 そして 腕を くんだ。 

(破れぬ か？ いま さきの ユダヤ 語の 報告、 「白髯 の 白人」 とは クロック 将軍 だ。 「インド 人 

らしい 少年」 とは、 無論、 ルイ 力 ールだ 。ふたりが 武俠嶺 を 出て、 ここまで おれを、 さがして き 
たか！) 

ふたりの 友情が、 地下に 捕らえられ ている 本 郷義昭 の 胸に、 熱く しみる。 

(敵は いま •赤 魔 だ。 クロック 将軍と ルイ 力 ー ル， いかに 豪胆 勇敢な りと も、 赤 魔の 呪いの 手 
に、 落ちは せぬ か。 危険 だ。 しかも、 「ふたりの 蒙古 人」 とは •なにものが きたの か？) 

自分は、 死の 牢獄に 捕らわれながら、 友の クロック 将軍と ルイ 力 ー ルの 危険を 思ぅ 本郷 ，立って 
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る 両足に 審の 力を こめた。 土の 上に いる ふたりの 危険を、 救いたい の だ。 力を こめた 両足に、 
床の コンク リート を、 はげしく 打ちは じめ た。 すごい ひびきが、 床から 廊下へ 伝わって いった。 

赤 魔の 注意を、 本郷の 自分に 引きつけ、 同時に、 この 牢獄の 中に なにものが おる のか？ 目の 
前の衡 一^を さぐるべく、 本郷 は、 足で 床を 打ちつ づけ、 ぎゅうに 壁の 前を はなれる と、 

「ああ ア、 I ああ、 やかまし いやつ だナ！ と、 廊下の 奥から、 ぼんやりした シナ 
語が 聞こえた。 なにものか？ まだ 廊下の 奥に いるの だ。 

「総 司令！ やつが、 なに かさ わぎ だした ようです ぞ」 

と、 シナ 服を きて るユダ ャ 人の 丁 殿 九が、 顔い ろを かえて いいだした 
赤 魔は、 あざ笑って、 

「貴様たち は、 本郷が 恐ろしい か。 やつ、 おれを 引きつけ ようとして、 フム、 …… 待てよ、 こい 
っま？ V ィツ 七 人 党の クロックら しいが？」 丨 
廊下の すみに、 壁の 上から さがって る 太いぎ 望 鏡へ、 両顔を あてて る 赤 魔、 身動き もせず、 地 
上の 様子を 挑めながら、 

「オィ、 聴音機の 受話器を、 よこせ！」 

「ハッ」 

と、 床の 箱を さぐって、 丁 殿 九が 受話器を 取り だすと、 赤 魔の 帽子を ぬがせて、 頭から 両耳へ 
かけた。 
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「よし、 本郷を 警戒し ろ！ 三人で 行け！」 

「ハツ」 

丁 殿 九と、 ふたりの シナ 人が、 廊下を 走って ゆきかけ ると、 赤 魔は また 命令した。 
「舌を 動かすな丨.」- 



赤 魔の 沈黙 命令 だ。 三人と も 唇を ぬいつけられた ように、 グッ とだ まると、 そのまま 廊下を 走 
ってい った。 一言 も 本郷と 話す ことを、 禁じられ たの だ。 

潜望鏡へ 両眼を あて、 両手で 度を あわしながら、 両耳に 受話器を かけて る 赤 魔、 この 深い 地下 
室に あって、 土の 上の 四 人を、 ありあり と 見、 その 声を、 はっきりと 聞きは じめ た。 

波の 下に あって 潜水 艇が敵 艦を 見る 潜望鏡、 それを、 ここに 地上の 枯れて る 黒松の 幹から、 地 
下へ 備えつ けて いるの だ。 聴音機 もまた、 太い 黒松の 幹の 中へ、 下から かくし 備えて いる 赤 魔 
が、 青白い ほおを ヒク ヒクと 動かした。 (ゥム 、こいつは、 たしかに クロック 丨.) と 見き わめた 
の だ。 

「いらん というの じ や、 パンな どは」 

と、 クロック 将軍-が、 前に 立って る 若い 蒙古 人を、 叱りつ ける ようにい う。 

「でも、 まあせ っかく、 ここまで 買っても らいに きたんです から、 そういわずに、 いくらでも 買 
ってく ださいよ」 
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と、 蒙古 人の 方は、 しきりに 頭を さげて、 大きな 籠を、 前へ 出した。 そばに、 少年 蒙古 人と 少 
年 ィンド 人が、 互いに さぐる ょうに 顔を 見 あわせた まま、 だまって 立って いる。 

「買わん といっ たら、 買わん のじ や」 

と、 シナ 語 も 上手な クロック 将軍が、 「おし 売りは、 」 と 、きゅうに 小声に なると、 「し 力 

し、 パン 一個、 これ だけにす るの か？」 と、 右手を 突き だしてみ せた 

その 右手を 見た 蒙古 人、 ハッと 胸を 引いて、 クロック 将軍の 顔を 見つめた。 

将軍の 右手、 親指と 小指の さきを あわせて、 中の 三本を、 前への ばして る、 それを、 少年 蒙古 
人 も 見る と、 おどろきの 眼を 見は った。 

赤 魔は 潜望鏡の 中に、 まばたき もせず 眺めて る。 (クロックが 三本 指の 信号は、 なに か？) 

ああ 三本の 指が 示す 信号！ 、 

これ こそ、神のごとき紀^把赴が、皆のために、同志の信号として、きめられたものだ。 

正義、 仁愛、 武俠 、この 三つが、 日本人の 大 精神で ある。 これを、 右手の 三本の 指で 示し あう も 
のが、 日本を まもる 興 安嶺の 同志で あると、 前に 皆が、 秘密 信号と して 教えられた。 

武俠嶺へ、雲遠き南洋の敗 ^4 船がら、流星号を夜の空に飛ばせてきた本郷義昭と、その部下の 
ものたち も、 天佑 谷の 鉄人 先生から、 この 正義、 仁愛、 武俠の 同志 信号を、 教えられて るは ず 
だ。 流星 号の 皆が 住んで いる% を、 「武 俠嶺」 と 名を つけたの も、 そのためでは ないか！ と、 
これを、 すぐに 気づいた 高 村 中尉は、 目の前に、 その 信号を 出して 見せた 西洋人の 顔を、 ジッと 
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ながめる と、 

「おお、 あなたは、 クロック 将軍であります か？」 

と、 思い あたって たずねる と、 こちらは クロック 中将、 伸ばした 右手で 高 村 中尉の 肩を、 ハタ 
ハタと たたきながら、 ゆうゆうと 笑いつつ、 

「そうじ ゃよ、 きみは 天佑 谷の 人 じ ゃろう」 

「ハ、 どうして おわかりに なりました か」 

「なに、 クロックは めくら じ ゃない。 きみの 顔つき、 その 少年の 目の 光、 姿は 蒙古 人 じ ゃが、 ど 
うしても 日本人 じ ゃからの」 

宣彦 少年は、 いよいよ おどろいた。 (ああ これが、 名 まえを 聞いて た クロック 将軍 か！) と、 

目を 見は ると、 

「ゥム 、よい 少年 じ ゃの。 名は なんというの かな？」 

と、 クロック 将軍に たずねられた。 

「藤 山宣彦 といい ます」 

「フジ ヤ マ？ 日本に 神聖な 富士山 かの。 ここに おる のは、 インドの 王子 ルイ 力 ー ル じ ゃ。 仲よ 
くして くれ！ よい 友 だち になる じ ゃろう？」 

宣彦 少年と ルイ ヵー ルは、 また 顔を 見 あわせた。 ふたりとも 同時に 手を 出す と、 かたく かたく 9 
握りし めた。 いままで 両方から あやしみ あってた。 それが、 きゅうに わかって みると、 生死を ち • 




かう 友 だち 同志では ないか！ ふたりは 握手した まま、 心から 笑いは じめ た。 うれし L のた 少 
年 同志の 血が わく。 いまから もう 親友 だ。 正義、 仁愛、 武俠の 精神を、 心に みがく 親友 だ。 ルィ 
ヵー ルが いいだした。 日本語 だ。 本郷 さんに 習った の だ。 

「きみ、 鉄人 先生のと ころに、 いるの か」 

「ゥン、 きみの ことを ね、 僕は、 本郷 さんから、 聞いた ことがある ぜ」 

「そうか。 巌窟 城の 話だろう？」 

「ああ、 きみたちが 乗って きた 流星 号は、 武俠嶺 にあ るん か」 

「ある！」 「見たい な あ！」 

「僕は、 鉄人 先生を 見たい！」 

はじめて 会っ た ふたり だが、 話は つきない 。びっ たりと 心の底から 結びついて しまった。 

この ふたりを 見て、 高 村 中尉 も 愉快 だ。 

「閣下！ 武俠嶺 の歡絮 衝 による 閣下の 通信 筒を、 鉄人 先生の 前へ とどけた のは、 わたくし 
であります 。日 *. 陸軍 騎兵 中尉、 高 村 俊 雄、 おおいに 閣下と 力を あわせて 働きたい と 思います」 
と、 クロック 将軍に いうと、 

「、’ かに も 天佑 谷と 武俠嶺 とは、 心 も 一つから だ も 同じ もの じ や。 きみたち も 本郷を さがしに き 
たの か」 

「そうであります！」 
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高 村 中尉は、 凛と して 答えた。 その 顔は 不屈、 その 目は たくましく、 姿は パン 売りの 蒙古 人 だ 
が、 いかにも 日本人 だ。 



怪人、 地下に 聞けり 



クロック 将軍は、 凛た る 高 村 中尉を 見て、 うなずきながら たずねた。 

「わたしと ルイ ヵー ルは、 _ 動 車の あとを あやしんで、 ここまで きた。 きみたち も、 そうか 
の？」 

「いや、 閣下！ 熱 河 軍司令部の 衛兵 長、 林と いう 少尉が、 じつは わが 日本人であります」 

「おお、 そうか」 

と、 さすがの クロック 将軍 も、 おどろいて 声を 高く した。 

ルイ 力 ー ル もまっ 黒な 目を かがやかして、 そばに 聞いて る、 

「けさ、 わたしたちは、 あの 司令部へ、 パンを 売りに ゆきまして、 林 衛兵 長に 会いました」 
「そして、 本郷の ゆくえは？」 

「ゆうべ おそく、 われらの 本郷 氏は 蒙古 人 運転手に 変装して、 熱 河 軍司令部から 赤魔バ ザロ フの 
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緑色 自動車を 運転し、 正門の 前の 路を 、北に でた という、 それき り、 本 郷氏も 赤 魔 も、 ゆくえ 不 
明であります」 

その 赤魔バ ザロ フ 、今し も齡歡 M ; と 05 日繼に ょり、 深い 地下室に あって、 地上の 四 人の 姿を 見 
きわめ、 興安嶺 にある 鉄人 先生を はじめ 日本人の 秘密を、 また、 武俠嶺 と 流星 号の ある ことを、 
林 衛兵 長が 日本人で ある ことまで、 皆、 残らず 聞きと ってい るの だ。 

ドィツの 軍事 間諜 団 「七 人 党」 の 首領であった クロック 中将は、 森の 外を、 じっと見 つめな が 
ら高村 中尉に いう。 

「パ ザロ フが 乗り、 本郷が 運転した という 自動車、 その 輪の あとを われわれは 路に 見て きたの 
だ。 高 村 中尉、 輪の あとが、 森の 外に 消えと るのは、 この 森が あやしい ぞ」 

高 村 中尉は、 うなずいてい う。 

「そうです。 この 黒松の 森に、 私 も 目を つけて きました」 

ルィ ヵー ルが パ さけび だした。 

「この 森の 松には、 力がない」 

つづいて、 宣彦 少年 もさ けんだ。 

「松が 六本、 枯れて いる」 

見る と、 まわりの 松の 葉が 皆、 ちぢまって いて、 青い 色に も 力が なく し 力 も 方々 に 枯れて 
る 幹を かぞえる と、 六本 も ある、 その 枯れて る 幹が、 皆 太いの だ。 
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「危険 だ！ 外へ 出ろ」 

クロック 中将が、 そういうと、 森の 外へ 走り出して いった。 

(なにが 危険な のか？) 

高 村 中尉 も、 宣彦 少年 も ルィ ヵール も、 「危険」 と 聞いて、 あたりを 見ながら’ 森の 外へ 走り 
出た。 そこに、 止まって る 幌馬車の 前へ、 四 人が 集まった。 すると、 クロック 中将が、 声を ひそ 
めて いう、 

「気をつけろ， 地下室 じ ゃ」 

これを 聞いて、 三人は 森の 土を 見つめた。 高 村 中尉が いう， 

「わかりました。 地下室は、 ょほど 大きい。 松に みな 力がない のは、 地下室の ためだ」 

「 六本 枯れて るのは なぜです か」 

と、 ルィ 力 ー ルが たずねる。 

「あの 松には、 六本のう ちに' なに か 地下室から 仕掛けて あるの じ ゃ。 おそらく 聴音機 か、 潜 望 
鏡 か， あるいは 爆発の 仕掛け か」 

クロック 中将が •そういうう ちに、 四 人は、 するどく 方々 を 見 まわした。 

(地下室の 入り口は、 どこか？) 

土の 色は、 どこも 変わって いない。 

しかし、 自動車の 輪の あとが' 森の 外の 土の 上に、 スッと 消えて る、 ここから、 どこへ 行った 
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のか？ 不思議 だ。 地下室へ 入っ た、 とすると、 輪の あとの 消えて る 所から、 地の 下へ 入っ たも 
のに、 ちがいない。 入るな にかの 仕掛けが、 ここに あるの だ。 宣彦 少年が、 きゆうに さけび だし 
た。 

「草が あやしい！」 

「僕 もそう 思う」 

同時に ルィ ヵール もさけ ぶと、 高さ 五六 センチ メー トルの 草 むらが つづいて る 方へ、 ふたりと 
も 走って いった。 この 時、 

「ふせ ッ！」 

高 村 中尉が 号令した。 自分 も 伏せた。 クロック 中将 も、 足 もとへ 身を 伏せた。 それょりも 早 
く， 

ヒユ ー ッ …… 。 

頭の k ± i を、 かすめて いった 弾丸の 音、 マ、 ついて ニ 発。 

ヒユ， — ッ 、ヒ * ユーッ 。 

また、 弾丸が 飛んだ。 射撃の 音は 聞こえず、 弾丸 だけが 森の 中から、 しきりに 飛んで くる 宣 
彦 少年 も ルィ ヵール も、 草 むらに 身を 伏せた まま、 頭 だけ あげて、 森の 中を 見つめた。 森 
の 奥に、 枯れ 松が ニ 本な らんで いる、 その 方向から •弾丸が ヒ ュッヒ ュッと 飛んで くるの 
だ。 
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十四の スイッチ あり 



地下室の 広い 廊下の すみに、 赤魔バ ザロ フは 、潜望鏡に 両眼を あてながら、 小声で 命令して い 
た。 

「左下 だ。 約 六メー トル！」 

赤 魔の 横の 方に、 細い 鉄のは しごを 壁の すみへ かけ、 上に のぼって いるのは 、ユダヤ人の 丁 殿 
九 だ。 右手を 横へ 出し、 壁に ついている 小さな ハンドルを、 グッと 左へ まわした。 

ハンドルの まわりには、 目盛りが 黒く ついて る、 地の 上の 枯れ 松の 幹に、 発射 ロが あり、 無声 
自動 銃が、 幹の 割れ目から 発射す る。 このね らいを きめる のが、 丁 殿 九の 握って る ハンドル だ。 
ハンドルの 右下に ついて る スイッチを、 丁 殿 九は、 いきなり おした。 すると、 スイッチの 下に、 
今まで 現れて た 8 の 字が きゅぅに 変わった。 今までに 九 発ぅ ったの だ。 

「左す ぎた。 右へ！ 約 ーメー トル！」 

赤 魔が、 するどく する。 丁 殿 九は、 ハンドルを 右へ まわした。 スイッチを おす。 下の 数字 
が lo に 変わった。 



「クロックの やつ、 フム 、退却し おる か。 丁 殿 九、 急 射！」 

丁 殿 九は、 すごい 顔になる と、 スイッチを おしつづけた。 下の 数字が、 37 に 変わった。 三十 
七 発 ぅった。 

「総 司令、 まだです か」 

「馬車に 命中した。 今少し だ」 

「地雷のと ころへ、 行きません か」 

「やる の だ。 四 人 一 どきに！」 

丁 殿 L 丈、 右手を 高く あげた。 そこの 壁に 赤い スイッチが まるく 見える、 地雷を 電気で 爆発 さ 
せる スイッチ だ。 しかも、 それが 左から 右へ 十四な らんで る、 十四 個の 地雷が、 森の まわりに ぅ 
ずめ て あるの だ。 

「丁 殿 九、 第 六 爆発！」 

赤 魔の 号令 こ、 丁 殿 九は、 左から 六つ 目の スイッチを、 グッ とおした。 同時に 電気が 通じた。 
すごい ひびきが、 上から 地下室の 全体を ふるわせた。 

(地雷 爆発！) と、 本 郷義昭 は、 ひびきを 聞きながら、 鉄 格子の 中に、 腕を くんで 立って い t せぃ 
鉄 格子の 外に、 ふたりの シナ 人が、 近くな らんで、 本郷を 見つめて る、 ふたりとも 右手に 無声 
數1 ^ 5 にぎり、 今の ひびきに 顔い ろを かえた まま 立ちす くんだ。 丁 殿 九の 声が r 下に 聞こえ 
る。 
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「総 司令、 見えません か」 

「 …… 土煙 だ！」 

赤 魔の 声が、 ゆうゆうと 聞こえた。 

すごい 爆発の ひびきと 同時に、 宣彦と ルイ ヵー ルの 横から、 ドッと 黒く 土煙が 上がった。 空気 
がふる えて、 ふたりとも おし 倒された。 

(地雷 だ！) 

ふたりとも、 おもわず 草を つかんだ。 爆発した 土煙に、 全身を うずめられた。 宣彦は 右の ほ 
おを、 飛んで きた かたい 土に 破られて、 がんと 棒で なぐられ たような 気がした。 流れる 血を 右手 
で おさえながら、 左に いる ルイ ヵー ルを 見た。 黒い 土煙の 底に、 ルイ ヵー ルは 草を つかんだ ま 
ま、 顔を あげてる。 

「だいじょうぶ か」 

と、 宣彦 が、 おちついて たずねる と、 

「なにを！ これで わかった。 本郷 さんは、 地下室に 捕らえられて るぞ」 

と、 ルイ ヵー ルは、 まっ 黒な 顔を かがやかし ていう。 

「そうだ！」 

宣彦 は、 右 ほおの 傷を おさえた まま、 草の 中に 立ち あがった。 

(高 村さん と クロック 将軍は、 どうした か？) 



117 




右の 方を 見る と、 風に 散って ゆく 土煙の 中に、 幌馬車が 倒れて る。 そこに 馬 も 倒れ、 シナ 人馭 
者は 見えず、 馬車の 向こうに、 高 村 中尉と クロック 将軍が、 土の 上に 伏せた まま 身動き もせず、 
じっと 森の 中を 見つめて る。 宣彦 は、 ルイ ヵー ルに いった。 

「馬車のと ころへ 行こう。 爆発した あとは 安全 だ」 

と、 走り出した 時、 宣彦 は、 草 むらの 中に つま づい た。 バッ タリと 前へ たおれながら、 左手に 
柔道の 早 わざ、 土の 上を 打つ と、 また 立ち あがった。 足が なに かかたい ものに、 つま づい たの 
だ。 

(なに か？) 宣彦 は、 草 むらの 中を 見た。 

草の 中に、 白く 丸い 石が 見える。 そこに、 ルイ 力 ー ルが 走って きた。 

「おお、 宣彦 くん、 傷を した か、 待ちた まえ」 

ルイ ヵー ルは、 服の かくしから、 ハンケ チを 取り だした。 

「ありがとう！」 

宣彦 は、 ハンケ チを 受けと ると、 ほおに 流れて る 血と 傷を、 シッ ヵリ おさえながら、 左手で 草 
の 中を 指さした。 

「危険な ものが ある。 変な 石 だ！」 

蒙古の 砂原に、 石の ある ことは 珍しい。 しかも、 この 草 むらに、 白く 丸い 石が、 かくれて いる 
の だ。 それを、 ルイ 力 ールも 見た。 うつむく と、 その 石を、 上から さわって みた。 
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「やはり、 石 だ。 が、 動かない ぞ 、宣彦 くん！」 

「動かない」 

宣彦 も、 その 石の 前へ、 うつむいて 見る と、 おどろいて いった。 

「石 じ ゃない。 白い 海綿を、 かためた ものら しい ぞ」 

(これが また 爆発す るので はない か？) 宣彦も ルイ 力 ー ル も、 さすがに 顔い ろを かえた。 

(爆発す るか？) 

そう 思った 宣彦 は、 石みたい な 丸い 物を、 いきなり、 つかんで みた。 が、 地の 下から 出て るら 
しく、 ビク とも 動かない。 ルイ ヵー ルが、 そばから いう。 

「おしてみ たまえ、 上から」 

「動かない ぞ」 

と、 宣彦 は、 それを 左手で まわして みた。 

すると、 グルリと 回った。 アッと ふたりが 思う まもなく、 立って る 地面が、 グーン と 下へ 草と 
いっしょに、 下がりは じめ た。 剛胆な ふたりは、 顔を 見 あわした。 

(ここが 地下室の 入り口 だ！) 

(警戒せ よ、 宣彦！ ) 

と、 ふたりの 目と 目が いう。 —— 地面の 昇降機 だ。 グン グン 下がって ゆく。 広さ 四メ ー トル 四 
方の 地面が、 宣彦と ルイ 力 ー ルを 乗せた まま、 音 もな く 下がって ゆく。 見る と 四方は 地下の コン 
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クリ ー トの壁 だ。 

みるみる 下がって いった ふたりは、 四方の コンク リート の 壁が、 鉄の 格子に 変わったのを 見 
た。 格子の 外が 暗い。 なお 下がる。 スッと 止まっ た。 一方から あかりが さした。 そこに、 蒙古 服 
と シナ 服の 男が 五. 人、 格子の 外から、 中の ふたりを 見す える と、 

「ざまを見ろ？ 自分で 網に かかり ゃが ッ た」 

と、 ふとって る 大きな シナ 服の 男が、 シナ 語で どなった。 

ルィ 力 ー ルは 腕を くみ、 宣彦は 格子の 外へ、 シナ 語で いった。 

「開 罷！」 —— 開けろ！ 

「だまれ、 ここで 死ぬ んだ」 

ふとって る 男は、 そういうと、 五 人と もす ごい 目に なって 笑った。 

(殺す か？ 本郷 さんが、 きっと この 地下室に いるんだ) 

ふたりは 同時に、 そう 思った。 この 時、 五 人の 向こうの 方に、 靴音が 聞こえて きた。 広い 廊下 
だ。 遠くに 天井の 電燈が 見える。 ッヵ ッヵと 歩いて くる 男、 顔は 西洋人 だ。 が、 頭に 白い きれを 
まき、 青い シナ 服を 着て いる。 

「どけ ッ！」 

その 男が いうと、 前の 五 人が 両側へ わかれた。 格子の 外へ 来た シナ 服の 西洋人が、 宣彦と ルィ 
ヵー ルを 見る と、 
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「アッ、 こいつら か。 クロックと 高 村と いう やつを、 ここへ 下ろした いと、 総 司令は 考えて いら 
れ たの だ」 

と、 唇を まげて、 いまいましそう にいう。 

(総 司令 赤 魔の こと だ！) と、 宣彦も ルイ ヵール も、 すぐ 気がついた。 

赤魔バ ザロ フ は、 枯れ 松の 幹から 無声 銃を 射たせて、 クロック 中将と 高 村 中尉を、 この 地面 昇 
降 機に 乗せる つもりだった らしい。 そして、 ふたりを 生け どる 計略だった。 それが 今、 宣彦と ル 
イヵ ー ルの ニ 少年が、 代わりに 下がって きた。 シナ 服の 西洋人は いまいましそう に、 五 人の 男に 

いう、 

「この 二人の やつを、 引きずり 出して、 第 十七 号と 第 六十 三 号へ、 厳重に 入れて おけ」 

地の 上には、 幌馬車が 横に 倒れ、 馭者は 左腕に 負傷した まま、 どこかへ 逃げて しまった。 黒い 
土煙の 中に、 クロック 中将と 高 村 中尉は、 しばらく 身を ふせて いた。 

走って きかけ た 宣彦と ルイ 力 ー ルが、 草 むらの 中に、 うつむいた と 思う と、 きゅうに 見えな く 
なった。 高 村 中尉は、 クロック 中将に ささやいた。 

「閣 ^ 少年が ふたりとも 見えな くな りました ぞ」 

「なに！ 行って みょう」 

森の 中から 飛んで くる 弾丸が、 ふたりの 右の 方へ ヒュ ッヒ ュッ とおち る。 二人は 左の 方へ、 立 
ち 上がる と 走り だした。 草 むらの 中へ 入る と、 
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•おお— 」 

「これ じ ゃ」 

ふたりは、 足 もとの 前を 見て、 同時に さけんだ。 見よ、 四メー トル 四方 ほどの 大きな 正方形の 
穴が、 下へ 深く 開いて る。 高 村 中尉は、 歯ぎ しりして いった。 

「閣下、 やられました！」 

「昇降機 じ ゃ」 

と、 クロック 中将 も、 残念の あまり 足ぶ みして いう。 

下を 見る と、 コンク リ ー トの 壁が 垂直に、 四方と も 崖の ように 下への びて る。 飛び こめば、 自 
分たち も 捕らわれる。 ふたりは 身を ふせた まま、 ジリ ジリと 後へ 下がり だした。 地雷の 爆発した 
あとが ある。 その 大きな 穴へ、 ふたりは 入った。 ここ だけが 安全 だ。 どこに まだ 地面の 昇降機が 
かくれて るか、 草の 中では わからない の だ。 

「通信し ましよ 3! 本 郷氏も 赤 魔 も、 この 地下室の 中に、 必ずい ます。 ふたりの 少年 も、 今 こ 
そ 危険です！」 

高 村 中尉が、 そういうと、 クロック 中将は、 穴のは しから、 森の 方を 見つめながら、 おちつい 
てたず ねた。 

「鉄人 閣下へ、 通信す るの か」 

「そうです」 
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と、 高 村 中尉は、 まだ 持って る パンの 籠を、 足 もとへ おいた。 

「高 村 くん、 これで 本郷の ゆくえ も わかった。 武俠嶺 へ 通信して くれぬ か」 

「しまし よう！」 

高 村 中尉は、 籠を さかさに した。 残って る パンが、 バラ バラと 皆 落ちた。 籠の 底が、 二重に な 
ってい る。 その 底へ、 すばやく 右手を 入れた 高 村 中尉、 すみの 方に ある パネを おすと、 力 チリと 
音が して、 籠の 底が 外へ 開いた。 すると、 高 村 中尉は、 開いた 底の 下から、 片手で 小さな 機械を 
つかみ 出した。 無線電信 機 だ。 それを 見た クロック 中将が、 白い 眉を 動かして いう、 

「おお、 高 村 くん、 電磁石の 無線機 じ ゃの」 

「そうです。 天佑 谷へ、 十分に 達します」 

「ゥム 、波長は？」 

「閣下 だけに 申し あげましょう、 極秘です 。 XXX メ ー トルです」 

高 村 中尉は、 そういいながら、 電磁石 無線電信 機を、 手早く 組み立てた。 爆発した 地雷の 穴 
が、 今は 敵の 目から、 かくれて、 安全な 通信 所に なった。 クロック 中将が いう、 

「わしが 森を 監視し とる。 鉄人 閣下へ、 くわしく 報告 するがよい」 

高 村 中尉は、 穴の 土へ 電線と 鉄板を、 深く さしこんだ。 短い ーメ ー トル ほどの アンテナを 立て 
ると、 早く も 発信の ボタンを 打ちは じめ た。 

C ^ •—••••— • 天佑 谷へ 告グ 、高 村 中尉 ョリ。 タダ 今、 熱河ノ 東々 北、 約 六 キロ メート 
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ルノ it 於 M #, ニ、 赤魔バ ザロ フヲ 監視 チュウ ナリ。 武俠嶺 ヨリ 来 タレ ルド イツ クロック 中将 ト協 
カシ、森林ノ地下室ョリ、本郷義昭ヲ救ィ、赤魔ノー党ヲー挙ニ捕ラェントス。不幸ニシー - + 7- ;' .;^ 
彦 少年 ト武陕 嶺ノ インド 少年 王子 ハ、 今ヤ 敵手 ニ 落 チ タリ。 ワ レラ ハ ニ 名、 至急、 飛行機 ノ 救援 
ヲ 求ム) 。 



敵に も 新 機械 あり 

地下室に、 赤魔バ ザロ フは 、潜望鏡に 両眼を まだ あてて いた。 

「ニ秒、で船 ^ < 、貴様の、地雷スィッチをおすのが、ニ秒、おくれたぞ！」 

そういう 赤 魔め 声に、 はしごの 上の 丁 殿 九は ふるえた。 そこに、 廊下を、 ひとりが 走って き 
た。 丁投 九と 同じす がた の シナ 服を 着て る ユダヤ人 だ。 バ ザロ フの そばへ きていう、 

「総 司令！ 敵の 少年が ふたり、 昇降機に 乗って 下りて きました」 

「わかって いる」 

「ハ、 第 十七 号と 第 六十 三 号の 死刑 室へ、 別々 に 入れて おきました」 

「よし！ 監視して おけ」 
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「やつらには、 白状させる ことがあ るの だ。 厳重に しろ」 

「ふたりず つ、 監視に つけて あります」 

「ょし っ利徳 三！」 

「ハ？」 

「本郷 に 気をつけろ！ 行って 見て こい」 

「ハッ」 

利徳 三と 変名して る ユダヤ人は、 本郷が とらわれ てる 廊下の 方へ、 ヒ タヒ タと走 ってい った。 
はしごの 上から、 丁 殿 九が たずねる、 

「総 司令、 やつらは なにを しています か」 

「ニ 秒、 貴様が おくれた ばかりに、 やつらは 穴へ かくれた。 かこむ の だ。 熱 河 軍へ 知らせろ、 一 
個 中隊を 至急 分遣せ ょと」 

「ハッ」 

丁 殿 九は、 はしごを 飛び おりた。 廊下を 走って ゆく と' 右へ まがった。 そこに ある 階段を あが 
った。 右側の 扉を 開けた。 無線電信 機 室 だ。 丁 殿 九が、 一歩 入る と、 すみの テー ブルの 上から、 
いきなり、 呼び鈴が なり はじめた。 丁 殿 九は 立ち どまった。 

(どこから か、 電波を 発して いる！) 
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どんな 波長の 電波で も 受けて なる 呼び鈴 だ。 丁 殿 九は、 テ ー ブルの そばへ 行く と、 そこに ある 
受 M 波 器を 見つめた。 どこから 発信して るか？ 発信 所の 方向と 距離が、 この 受電 検波器です 
ぐ わかる。 丁 殿 九は、 見て るう ちに さけび だした。 

「ア ー ッ ，近い！ すぐ そこ だ」 

大興 安嶺の 天佑 谷 —— 

谷より 谷へ 森が 茂り、 森の 深く に 泉 あり •水 あふれて 上は 白く 水に なって る。 が、 氷の 下に 
は、 いつも 水が 流れて 谷へ おちて ゆく。 深い 森の奥は、 地の 下が、 あたたかい の だ。 木の 根が、 
こおらない からだろう。 

泉の 水が， 下は 氷に ならずに 音 もな く 流れて ゆく。 この 水 こそ、 天佑 谷に 住んで いる 日本人に 
とって、 みんなの 命の 水 だ。 鉄人 先生 も、 この 水を 毎日’ 谷から 汲んで きた まま 飲まれる。 いま 
も 深い 崖の 奥に、 神の ごとき 鉄人 先生が ただ ひとり、 机に むかって アジアの 大地 図を ひろげ、 ジ 
ッと ながめながら、 コップに いっぱいの 美しい 水を、 ゆったり と 飲んで いられる。 

静か だ。 崖を 切り ひらいた 大きな へやの 中 だ。 天井 も 壁 も 黒い 岩の 崖 だ。 そこに 張り まわして 
ある 電線から、 一つの 電燈 がさが っていて、 鉄人 先生の 雪の ような 白髪と 白髯 を、 神々 しく 照ら 
している。 水を 飲みながら 鉄人 先生は、 まばたき もせず 地図を 見て いられる。 いかにも 静か だ。 
シーン としてる。 

この 静けさの 中に、 遠くから 足音が 聞こえて きた。 トンネルの ような 崖の 路を 下りて くる。 ヒ 
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タヒ タと ひびいて、 だんだんに 近づいて くる。 それが、 あわててる 足音 だ。 いまにも 走り だし そ 
うに、 いそいで 鉄人 先生のへ やへ 入って きた。 立ち どまる と、 

「申し あげます。 高 村 中尉から 至急 報告！」 

毛皮の 蒙古 服を き. てる 日本人 だ。 靴 も 毛皮の 長いのを はき、 スック と 突っ立った まま、 右手に 
一枚の 白紙を さげて る。 身の たけ ニメー トル も あろう か、 りっぱな 体格 だ。 しかも 二十 五' 六 
の 凛然たる 青年 だ。 

鉄人 先生は、 地図を 見つ づけて、 ふりむき もせず 言われた。 

「そうか。 高 村が， 本郷を 発見した というので はない かの」 

「ハッ、 そうであります。 熱 河の 東々 北に おいて、 …… 読みます」 

青年は、 右手の 白紙に 書いて きた 至急 電文を、 朗 々と 読み だした。 —— 読み おわる と •ふとい 
眉を あげて いった。 

「この 赤 魔の 一党を 捕える ため、 いまから 熱 河へ、 ただちに 出発を、 どうか わたくしに …… H . i ff) L 
に、 お命じ 下さい！ お願いいた します」 

鉄人 先生は、 しかし、 水を 飲みながら 静かに 言われた。 

「本郷は、すてておくのがいいのじゃ」 

「ハッ？」 

と、 国司 青年は 自分の 耳を うたがうよう にたず ねた。 すると、 
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「宣彦 も、 その ィンドの 少年 王子 も、 本郷を さがしに 行って、 かえって じゃまに なって おる ょぅ 
じ やの」 

「しかし、 敵は、 おそるべき 赤 魔であります。 いま 捕らえねば 彼らの シオン 同盟が、 なにを する 
かもしれ ません」 

「本 郷 が、 捕らえる じ やろう」 



国司 青年は、 だまっ た。 

鉄人 先生は、 見よ、 本 郷義昭 を、 このように 信じて いられる。 救いに ゆく のは、 かえって じ ゃ 
まに ゆく ような もの だと 言われる。 

(しかし、 おれは 行きたい！ どうしても 行きたい の だ、 この 天佑 谷の 最新式 単葉機を 操縦し 
て、 熱 河へ 今から！) と、 国司 青年は 眉を あげた まま、 鉄人 先生の 前を 動かずに 立って いた。 

鉄人 先生の 前に、 _キ青 年が 動かずに 立って る 時、 大興安 嶺の 東南に わかれて る 一つの 山脈 
—— 武俠嶺 の 奥に、 同じく 高 村 中尉の 無線電信を 受けた ものが ある。 —— たれ か？ 『亜細亜の 
i _ r を 読んだ 人は 知って るだろう。 遠く 〇 国の 1 S 4 城から 本 郷義昭 が、 自発 爆 進の 硬式 飛行船 
「流星 号」 に 乗り、 アジアの 曙の 空へ、 はるかに 南から 飛んで きたの だ。 流星 号の ゆくえは どこ 
だった か？ —— 大 興安嶺 へ！ 本郷 は、 流星 号の 司令室に あって、 満洲 国の 独立を ラジオの 受 
信に 聞いた。 そのと き、 剣俠 児の 彼は さけんだ。 
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「世界の 平和は、 中華民国ょり 破れつつ ある」 

中華民国と 満洲 国との 開戦を、 本郷は 飛び ゆく 流星 号の 大空から、 すでに 知っていた。 両国の 
開戦 地は、 どこか？ 熱 河 省の 地 だ！ と、 これを 早く も 知った 本 郷義昭 、雄大な 流星 号の 行く 
さきを、 熱 河 省の 西北に そびえて る大 興安嶺 ときめた。 「アジアの 秘密 山脈」 といわれる 大興安 
嶺 、それが 東南に わかれて る嶺の 奥へ、 自発 爆 進の 流星 号が、 夜のぅ ちに おりて いった。 その 嶺 
から 本郷 は、 北の 天佑 谷に ある 鉄人 先生へ、 すぐに ラジオを 発信した。 自分の 来た ことを 知らせ 
たの だ。 同時に、 自分たち の 新たに 住む 嶺 を、 「武 俠嶺 J と 名を つけた。 於 と^^の 精神 こそ 本 
郷 白身の 生命 だ。 彼は 武俠嶺 の 谷へ 流星 号を 着陸 させた、 それから 後の 本郷 は、 どぅした か？ 
この 「大 東の 鉄人」 のは じめ にある とおり、 北 満洲の ハルビンに とつぜんと 現れた。 流星 号に 積 
ん できた 無声 飛行機に 乗って いったの だ。 そして、 一度は 天佑 谷に 鉄人 先生を 訪ね、 いまや 赤 魔 
バ ザロ フの ために、 熱 河 省の 平原に ある 地下室へ とらえられた。 

本郷の 行く さきは 知れず、 武俠嶺 に 残って る ものは、 クロック 中将と ルィ ヵー ルが、 まず 熱 河 
へ 本郷を さがしに 出た。 そこに、 いま、 不意に 無線電信が、 武俠嶺 の 奥へ つたわって きたの だ。 
ひろい 谷底の 平地に、 堂々 と 横たわって る 流星 号、 その後 部 司令室に、 木 村、 入江、 岩 崎を は 
じめ、 服 部と 中島、 日本人は 五 人 だ。 それに、 〇 国人の ホル ムス 大佐と スチム ソン 少佐、 黒人の 
へ ン ガル その他の ィンド 人、 シナ 人、 南洋の 現地人まで、 みんなが 本郷の 行く さきを 心配して 
いる。 テーブ ルの 上に ある 無線 受電 機が、 細長い 紙の 上に 音 もな く 受信す る。 暗号 だ。 木 村が 目 
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を かがやかして ■暗号を 読みながら、 さけび だした。 

「オオ 、本郷 さんが、 …… ルィ 力 ー ル も 捕らえられた ぞ 。ふたりが 同じ 地下室に ああ ッ 、敵 

は 赤 魔の シオン 同盟 だ」 

皆が 顔い ろを かえた。 服 部が きゅうに たずねた。 

「発信人は だれ だ ッ？」 

「待て。 …… 『武 俠嶺 ニ告グ '来 タレ， ヮレラ ハ 本 郷ヲ助 ケ- ルィ 力ー ル ヲ救ィ '赤 魔ト トモ ニ 
敵 シオン 同盟 ノー 党ヲ 、ココ- 一 滅ボ サントス。 ク P ック』 発信人は クロック 中将 だ。 行こう！」 
無線 受電 機が 動かな くな った。 受信を 終わった の だ。 木 村は， スック と 立ち あがった。 

「来い、 岩 崎！」 

「行く とも！」 

岩 崎 も 立ち あがった。 

本郷 さんの 危機 だ。 だれも 皆が 行きたい。 皆が 立ち あがった。 ホル ムス 大佐 も、 スチム ソン 少 
佐 も、 今は 本 郷義昭 その 人の 武俠 精神に、 すっかり 心から 服従して いる。 ふたりは 顔を 見 あわす 
と' 同時に 言いだ した。 

「 行こう！ 自進 爆発の 小銃を、 スチム ソン、 射て！」 

「ホルム ス！ 無声 飛行機を 操縦せ ょ！」 

「わたし も！」 と、 黒人べ ル ガン もい いだした。 



132 




赤 魔の 地下室に、 丁 殿 九が、 飛ぶ ように 階段を おりる と、 廊下を 走って きた。 

「総 司令！」 

総 司令の 赤魔バ ザロ フは 、潜望鏡から 眼を はなして、 死刑 鉄 室 —— 鉄 格子のは まって るへ やの 
方へ、 ゆうゆうと 歩き だしていた。 丁 殿 九の 呼ぶ 声を 聞く と、 だまって ふりかえった。 丁 殿 九 
は、 あえぎながら、 持って きた 黄色い 受信の 紙を、 前に さしだし ていう。 

「いま、 このと おり、 外の やつが、 無線電信を 打ちました。 たしかに、 外の ふたりです。 すぐ 近 
くだと、 受電 検波器で わかりました」 

「フ ム、 …… 」 

赤魔バ ザロ フ は、 その 受信の 紙を、 受け とって 見た。 

暗号 だ。 線と 点が 長く つづき、 また、 きれぎれには なれて る。 

「オィ、 丁 殿 九！」 

「 A X . ッ？ I 

「きさま、 熱 河 軍へ 知らせた か」 

「打ちました。 外の やつのを 受信しながら、 一方の 発信 機で、 たしかに 打ちました。 『一個 中 
隊 、至急に 送れ』 と。 波長が、 外の やつのと ちがって ますから、 だいじょうぶです」 

「返信は きた か」 
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「徳 三、 おる か？」 

「ウ ム、 …… ふたりとも、 顔を 出して やが る。 こいつが、 クロック か。 オイ、 ひとりは 蒙古 人 じ 
やねえ か」 

利徳 三は、 潜望鏡の ハンドルを、 両手で さげた。 

「ちがう ぞ 。ひとりは 日本の やつ だ。 射つ か？」 

と、 丁 殿 九は 梯子の 上から 射ちたがった。 



命に 大小が あるか？ 

宣彦 少年は、 鉄 格子の 中に、 右の ほおの 傷を 手で おさえた まま、 するどく 耳を すまして いた。 
(本郷 さんは、 どの辺に いられる か？) 

これを、 なにょりも 知りたい の だ。 そこに、 鉄 格子の 前の 廊下へ、 スッと 黒い 影が さした。 

と、 思ぅ と、 音 もな く 出て きた ひとり 白人 だ。 ジロ リと 宣彦を 見た。 青い 目の 光が、 ゾッと 

する ほど つめたく、 蛇の ょぅな 感じが する。 

(こいつが、 赤 魔 だな！) と、 宣彦 は、 鉄 格子の すぐ 前へ、 グッと 歩いて 出た。 
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すると、 赤 魔が、 英語で 言いだ した。 

「どうかね、 ここの 気 もちは？ きさま、 英語が わかる のだろう な、 ノブ ヒコー .」 

赤 魔は、 宣彦の 名を 知っていた。 枯れ 松の 聴音器で 聞いた の だ。 

「きさまは バザ ロフだ ろう」 

と、 宣彦 は、 天佑 谷で 教わって る 英語を 使って、 言い かえした。 

蛇の ょうな 赤魔バ ザロ フの 眼が、 宣彦の 顔を 鉄 格子の 中に、 ジ ー ッと 見つめる と、 持って る 黄 
色い 紙を、 前に ひろげて、 宣彦の 顔の 下へ さしだした。 

(なに か？) 宣彦 は、 それを 見た。 

無線電信の 暗号 だ。 —— •1• • •1 •天佑 谷を 呼び だす 注意 暗号が、 初めに 打たれて る。 宣 
彦は 見る と、 おもわず 顔い ろを 動かした。 

(高 村さん が 打った な！) 

と、 動いた 宣彦の 顔い ろを、 赤魔バ ザロ フが 前から 見つめて る。 ハッと 宣彦は 心を しずめた。 
赤 魔が 言いだ した。 

「ょし！ 知って るな。 言え！ この 電文に、 きさまの 小さな 命が かかって いるの だ。 この 暗号 
をと け！」 

宣彦は 、電文を 読みながら、 顔い ろを 動かさずに 答えた。 

「パ ザロ フ 、人間の 命に、 おおきい ちいさい が あるか」 
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「フム 、暗号を とけ！ きさまの 死 か、 とく か？ いまだ！」 

すごい 殺気が、 赤 魔の 声に あふれた。 つめたく 腹に しみい るょぅ な 声 だ。 
「とこぅ、 パ ザロ フ！」 

と、 宣彦は 一秒の 間に 考えた。 

「ょし、 最初は？」 

「ここに ユダヤ人の 赤魔バ ザロ フあ り！」 

「なに？」 

「熱 河の 東々 北、 約 六 キロ メー トルの 黒松 森林に、 …… 」 

「ウム 、次 ッ！」 

「巨大なる 地下室を 有し、 シオン 同盟の 一味を 指揮す。 これを 全滅すべく、 



赤 魔は、 まばたき もせず、 宣彦の 顔い ろを 見つめた。 

「われらは 協力し、 世界の 平和と 正義の ため、 ただちに 日本 空軍の 威力を もって、 赤 魔の 極東 シ 
オン 同盟に、 天誅を 加えん とす」 

と、 宣彦は 暗号 電文を、 大声で 読み かえた。 

(本郷 さん も ルィ 力 ールも 聞け！ いまに 天佑 谷の 飛行機が 救いに くるの だ) 

と、 宣彦が 読む 大声が、 ぅす 暗い 廊下に ひびき、 それと 同時に、 向こぅから ユダヤ人の 声が、 
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いきなり 聞こえて きた。 

「総 司令！ 南から 戦車が、 ニ 台 …… 、三 台 だ。 あッ 、五色 旗 だ。 満洲 軍ら しい ぞ 、四 台です」 
利徳 三が ®-; 望 鏡を 見ながら、 おどろいて 報告した の だ。 

地雷が 爆発した 穴の 中に、 高 村 中尉と ク P ック 中将は、 両方へ わかれた まま、 黒松の 森を、 そ 
して 近くの まわりを、 すこしも 気を ゆるめず 見 わたして いた。 

(なに か 変わった ことが 起きる か？) 

じつに 危険 だ。 敵は 地下室に あり、 しかも、 無声 銃を 森の 枯れ 松ょり 射ち' 近くに 地雷を 爆発 
させる-高村中尉は、氣断£の小形無線発信機をもってきた。が-受信機は、宣彦少年がパン籠 
に 入れた まま、 敵の 手へ 落ちた の だ。 中尉の 発信 機で 天佑 谷と 武俠嶺 へ、 急を 知らせた。 
(両方から 返信を、 打って はいない か？) 

が’受信機なしに'それがわからないのだ。高村中谢とクロック中将は、前の森と近くを見ま 
わす あいだに、 北と 西の 空を、 いくど も ふりかえって 仰いだ。 

(飛行機が、 大興 安嶺の 空に、 武俠嶺 の 空に、 あらわれない か？) 

今、 一秒 も 早くと、 これを 待つ。 

(本郷 と 宣彦と ルィ 力ー ル， 三人に 異状な きか？) 

これを、 撕 A 7 くに 心配す る 地上の 二人、 一分す ぎれば それだけ 地下の 三人に、 危害が せまって る 
と 思わずに いられない。 この 地上の 二人 だけで、 地下の 敵を おそぅ。 これ こそ 犬死にに 終わる の 
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だ。 

(来たれ、 救援の 飛行機！) 

来たれば、 空から 地下室の 爆発を、 敵に 信号して、 赤 魔と その 部下を 外へ 出し、 一挙に とらえ 
るの だ。 その 時、 本郷と 宣彦と ルイ ヵー ルの ひとりで も 生きて いれば、 ただちに 救う。 赤 魔を 捕 
らえ 味方を 救う。 勝つ の だ。 

(来たれ、 早く！ 救援の わが 飛行機) 

これを 待ちに 待って 空を 仰ぐ、 高 村 中尉と クロック 中将、 また ふりかえって 森の 方を、 見ょう 
とすると、 

「閣下、 のぼって きました ぞ」 

心は 急ぎに 急ぎながら、 高 村 中尉は、 おちついて 言った。 

「そうじ ゃの。 わしら にも 乗れと いうの か、 バ ザロ フの やつ」 

と、 クロック 中将 も、 横の 草 むらを ながめた。 

宣彦と ルイ ヵー ルを 捕えた 地面 昇降機が、 草と 土を 厚く 乗せた まま、 音 もな く 下から あがって 

きた あたりの 草 むらと 同じ 高さまで 昇る と、 ス ー ッと 元の ょうに 止まっ た。 まるで 近くと 同 

じ 草原に なり、 白い 石に 見える 電気 スイッチが、 まるく 草の 中に かくれて る。 クロック 中将が、 
それを 見て、 つぶやいた。 

「赤 魔の やつ、 さすが じ ゃの」 
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そう 言った 時、 南の 方に 遠く、 ムラ ムラと 黄色く あがり だした 砂煙を、 クロック 中将は 見た。 
「おおな にかの？ 騎兵の 行進では ないか」 

「いや、 戦車隊です、 あの 砂煙の 低い あがり 方は」 

「双眼鏡は ないか」 

「持って きませんでした。 が、 …… 閣下、 おお 来ました！ ニ 機、 武俠嶺 の 方向から、 あれが、 
そうです ぞ丨 . 」 

と、 さすがの 高 村 中尉 も、 きゅうに 早口で さけび だした。 

来たの だ。 西の 青空に ニ 機！ 翼を ならべて、 見よ、 すごい 速度 だ。 しかも、 爆音ち いさく、 
前の 一機は 無声ら しい、 ニ 機 そろって 一直線に 飛んで くる …… 。 

(よし！) と、 高 村 中尉は、 無線 発信 機の アンテナに、 自分の 帯を 巻きつけ ると、 穴の 中から 高 
く ふりまわした。 

すると •この 時、 いんいんたる 砲声が' 向こうの 戦車隊の 方から 聞こえ だした。 

(しま ッ た！ 熱 河 軍の 戦車隊が？. 高射砲を 射ち だした か？) 

と' 高 村 中尉 も クロック 中将 も、 歯ぎ しりして 見る と、 さらに 西南の 方 熱 河の 方から' 別の 戦 
車隊が 横に 一列に あらわれ、 これと 前の 戦車隊と が、 両方から 前進しつつ はげしく 射ち •たした の 
だ。 

「や •閣下、 これは、 満洲 軍と 熱 河 軍の 戦闘です」 
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「ゥ ム？ いや、 日本軍 も 加わって おらん か」 

クロック 中将が からだを あげた。 同時に、 ヒユ ッヒ ユッと 森の 中から、 たちまち 小銃 弾を ぅち 

きゆうえん 

だした。 そこに、 早く も 救援の ニ 機が、 高 村 中尉の ふりまわ してる 信号を 見て、 すぐ 頭の 上に 近 
づ いてきた。 



請救ッ 

「総 司令！ 熱 河から 呼んだ 一個 中隊が、 戦車に 乗って きました。 それと 満洲 軍の 戦車と が、 開 
戦です。 飛行機が ニ 機 ：… なんだ あ？ あッ 、下で 信号を はじめた ぞ 、畜生、 射て ッ 、殿 九！ 
出た ぞ ひとりが ！ 」 

利徳 三が 潜望鏡を、 動かしつつ さけぶ。 この 時、 本郷が 捕らわれ てる 鉄 室の 方に も、 必死の さ 
けび 声が 廊下を ふるわせた。 

「請 救ッ 」 

助けてえ ッ！ と、 シナ 人の さけび 声 だ。 

地 ひびき、 土に 深く つたわって、 地下室を ふるわせる。 その 奥の 死刑 鉄 室に、 腕ぐ みした まま 
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の 本 郷義昭 、ジ ーッと 眉を あげた。 

(東 だな) 

土に つたわる 地 ひびきに よって、 本郷 は、 それを 東の 方向と 知った。 鉄の 格子の 外に、 無声 自 
動 拳銃を つかんで、 本郷を 見つめて る シナ 人 ふたり、 これ も 地 ひびきに 耳を すます と、 

と、 ひとりが 顔い ろを かえた。 

地下室で撕 *^ にあぅのは、おそろしい。土がくずれて、ぅずめられたら、それきりだ。その地 
ひびきが、 ゴゥ ゴゥと 強く 近づいて くる。 

(戦車隊 だな、 この ふるえ 方は …… ) と、 本郷 は、 まだ 腕ぐ みして いる。 

すると、 地 ひびきが 西の方から も、 すごく 聞こえて きた。 天井 も 廊下 も ふるえ、 コンク リート 
のかた まりが、 バラ バラと 落ち だした。 壁が ぅすいから だ。 (地震！) と 思った シナ 人は、 いよ 
いよ 顔い ろを かえた。 そこに、 いんいんと 砲声が 地上に とどろき、 青くな ってる シナ 人が おどろ 
いて ふたりとも 无 井の 方を 見る。 このと き、 サッと 本郷が 腕ぐ みを、 はずした。 目に もとまらず 
声 もな く、 鉄 格子の 中から、 外へ 突き だした 本郷の 両腕、 左は シナ 人の 手く びへ、 右は 一方の シ 
ナ 人の 胸 わきへ、 のびた 早 わざの 一瞬に、 

「ムッ 」 

ぅめいた 右の 方の シナ 人、 胸の 急所を 突かれて、 そりかえ ると 両手で 胸を おさえた まま、 ドッ 
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と 後ろへ 倒れた。 

「総 司令！ 熱 河から 呼んだ 一個 中隊が、 戦車に 乗って きました。 それと 満洲 軍の 戦車が、 開戦 
です。 飛行機が ニ 機 …… なんだ？ ああ ッ 、下で 信号を はじめた ぞ 、畜生、 射て ッ 、殿 九！ 出 
た ぞ ひとりが！」 

廊下の 方に、 ユダヤ 人の さけび 声が、 総 司令の 赤 魔を 呼び、 「殿 九」 といぅ 味方に 発射を 命じ 
る。 開戦 …… 飛行機 …… 信号、 この さけび 声に ょって 地上の 様子を、 ただちに 知った 本郷 、左手 
につかんだ シナ 人を、 グッと 引きょ せた。 

「請 救ッ —— 丨 .」 

この 時 だ、 シナ 人が 必死に さけんだ のは。 が、 剣俠児 本郷の 金剛力に つかまれた 手く びは、 い 
きなり 肩まで しびれて、 さけぶ と 同時に、 シナ 人は 無声 自動 拳銃を もぎ とられた。 その 手く びを 
はなされて、 ハッと 立ちす くむ 胸の 前に、 

「鍵を 出せ ッ！」 

ズシリ と 体 じゅぅに ひびく 本郷の 声、 拳銃の 黒い ロが、 シナ 人の 左 胸 I 心臓へ、 ビタリと 向 
けられて る。 

「ああ ッー J 

シナ 人は 両手を あげた。 そのまま 動けない の だ。 

「なんだ ッ？ なんだ ッ？」 



143 




廊下に さけびながら •バラ バラと 十五、 六 人の 靴音が 走って くる。 

「さわぐな！」 

赤 魔の おちつい てる 声が、 廊下の 遠くに 聞こえた。 

「総 司令！ 外の 日本人が、 ああ ッ 、飛行機 一一 ョッテ 汝ラノ 地下室 ヲ 爆撃 ス 。アト 三分、 なに 
ッ 、汝 ラー 同地 上-一 出 ヨ。 …… 黒松の 森へ きて' やつ ■さけんで る。 どぅします かッ？ あと 三 
分 だ ぞ …… 」 

ぎ 望 鏡を 動かし、 聴音機の 受話器を 耳に かけて る利徳 三が、 これ も 顔い ろを かえて 報告し だし 
た。 



赤 魔、 降参す るか？ 



地雷が 爆発した 穴から、 黒松の 森の 中へ、 敵弾の 下を 進んで きた 高 村 騎兵 中尉， 
(この 近くに 敵の 聴音機が あるは ず！) 

と 地の 上に 伏せる と、 最後の 談判を はじめた の だ。 

「飛行機に ょって 汝らの 地下室を 爆撃す。 あと 三分、 汝ら 一同、 地上に 出ょ！ j 
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この 高 村 中尉の 凛々 たる 声 も、 戦車隊の 砲声に まぎれ、 飛行機の 爆音に 消されょう とする。 
(出てくるか！赤魔バザ11フ丨.) 

と、 クロック 中将は、 地雷 爆発の 穴の あとに 立ち、 地面 昇降機の 草の 上を、 まばたき もせず 見 
つめた。 頭の 上に 低く 百 ニ、 三十 メ ー トル' ニ 機の 飛行機が 黒松の 森を めがけて ス I ッと 下りて 
くると、 また 上がって ゆく。 一機は 爆音ち いさく •一機は 高く 爆音を たてて 上がった、 と 見る ま 
に， その 一機が 森の 外へ また 機首を 下げた。 さかさに 草の 上に、 ス レス レに 下りて くると、 前へ 
浮いて フヮ y と 草の 上を 走りながら、 たちまち 止まった。 その 操縦席から、 横へ 出て きたのは， 
飛行 帽と めがねに 顔を つつみ、 身の たけ ニメ ー トル も あろう' 堂々 と 高く りっぱな 体格 だ。 クロ 
ック 中将は 眼を みはった。 

(日本人 か？) 

それが だれで あるか、 高 村 中尉は 一目で わかった。 このょうに 1,たる体格は、天,谷の,司 
青年 だ。 

「おお、 国司、 ここ だ！」 

と， 高 村 中尉は 森の 中から、 手を あげてみ せた。 

すると、 国司 青年が •ゆうゆうと 森の 方へ 歩き だしてき た。 あぶない！ 枯れ 松の 幹から 無声 
弾が 飛んで くる。 だが、 弾の 下を 走り もせぬ 国司 青年、 地上に 伏せて る 高 村 中尉の 横へ くると' 
「や あ、 本郷 さんは、 どうしました？」 
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と、 立ち どまっ てきく。 

「伏せ ッ 、国司！ あと 一、 二分の 勝敗 だ」 

「宣彦 少年は、 安全です か」 

「わからん。 敵の 聴音機が あるの だ。 なにも 言うな！」 

「ハ ハ ア 、日本語は わからんで しょう」 

「敵は 赤 魔 だ。 各国 語を 知っ とる」 

「生け捕り ましょう！」 

国司 青年は 飛行 帽を ぬいだ。 このと き、 南方の 空に、 すばらしい 爆音が 聞こえて きた。 その 方 
を ふりむいた 国司 青年は、 はるかに あおぐ と、 機体で わかる 日本軍 愛国 機の 飛行隊 だ。 堂々 と 翼 
をなら ベて、 光を 切る ように 飛んで くる。 空の 皇軍の 威風は 地上を おさえて、 今し もこの 原野へ 
せまって きた。 地上の 戦車隊は 両軍と もに 激戦を まじえつつ、 たがいに 砲火を 発して 勝敗な お 決 
せず、 しかも、 熱 河 軍の 戦車隊は きゅうに 西の方へ 全速力で 走り だした。 日本軍の 飛行機を 見て 

恐れた の だ。 熱 河の 首府 承徳の 方へ 逃げよう とする。 これを 追う 満洲 軍の 戦車隊 五色の 国 

旗を ひるがえして、 ただちに 承徳 へ、 このまま 敵を 追うて 前進し はじめた。 これを 森の 中から 見 
て、 国司 青年は、 大声に さけび だした。 

「高 村 中尉 殿！ 承徳 にはもう 日本軍が 北の方から 入っ とりました ぞ 。僕が 見て きたんだ 軍旗 
と 日章旗が 船 S 0 立って いた。 あの 熱 河 軍の 戦車は、 承徳へ 着いたら 降参す るでしょう」 
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「待て！」 

高 村 中尉は、 空 も 見ず、 戦車隊の 追撃 も 見ず、 クロック 中将 ばかりを 見つめて いる。 その クロ 
ック 中将が、 いきなり 右手を あげた。 地面 昇降機が 草と いっしょに、 音 もな く 下りは じめ たの 
だ それが、わずかに五十センチほど下ると、また ± まった。(乗れ！ 下りて こい！) という 
ように 見える。 

(さては •赤 魔！ 飛行機の 爆撃を 恐れて、 今 こそ 降参す るか？ だが、 本郷 は？ 宣彦 は？ 
ルィ 力 ー ルは？) と、 敵の 地面 昇降機を 見つめながら' クロック 中将は 右手を 上下に ふって、 高 
村 中尉に 信号す る。 (昇降機が 動きだした ぞ！) と、 その 信号 だ。 

赤 魔は、 宣彦 少年を 鉄 格子の 中に 見つめながら、 蛇の ような 目を して 立って いた。 そこに、 利 
徳三 が、 「後 三分、 汝ラ 一同、 地上-一 出ョ」 と， 森の 談判を 報告し' 靴音み だして' 本郷が とら 
われて る 鉄 室の 方へ •バラ バラと 手下の ものが 走って ゆく。 この 地下室の 危機 だ！ 赤 魔の 蛇の 
ような 目が' ジロ リと 動いた。 

「バザロフ！ 天佑 谷へ 来い！」 I 

と， 宣彥は 鉄 格子を たたいて 言った。 

今 さきに 「さわぐな」 と' おちついて 言った 赤 魔' すこしも さわがず、 唇のは しを ピリ リとふ 
る わせる と、 「ノブ ヒ コ、 ここで 死ね！」 と' つめたく 吐きす てるよう に 言った きり' 廊下を 歩 
き だして いった。 その 靴音、 さすがに 赤 魔 だ。 おちつい てる。 
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(あと 三分 だ！ もう 二分 だ！) と、 宣彥は 鉄 格子の 中から 体 じゅうの 神経を 両耳へ あつめた。 
すると、 

「請 …… 請救ッ 」 

と、 また シナ 人の さけび 声が 遠くの 廊下から 聞こえた。 

(本郷 さんだ ッ！) とお どり あがった 宣彦 は、 また 別の 方から 呼ぶ 声を 聞いた。 日本語 だ。 

「宣 う彦 、おる か ア？」 

ルィ ヵー ルの すずしい 声 だ。 宣彦は 呼び かえした。 

「だいじょう ぶ だ ア！ 待って ろ、 あと 二分 だ！ 気をつけろ！」 

地 ひびきと さけび 声と 靴音に、 ふるえさ わいで る 廊下から 廊下へ、 宣彦と ルィ 力 ー ルの 呼び あ 
う 日本語が 朗々 とつた わって いった。 

(今 だ。 三分す ぎた ぞ！) と、 潜望鏡を のぞいてる ユダヤ人の 利徳 三、 耳の 受話器を はずす と、 
下へ 投げす てて 言った。 

「殿 九ッ 、今 だ、 爆撃され る ぞ！」 

「総 司令は！」 

と！ の 上から' さけびながら 飛び おりた 丁 殿 九、 一方の 廊下を みると、 いきなり 青くな っ 
た。 

今 さきに 走って いった 十五 •六 人の シナ 人が、 あわてて 引き かえして くる。 その 数 七， 八、 あ 
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とは どうした か？ と 見る、 まがりかどの 廊下に、 壁の 前 ヘス ーツと 立ち 現れた ただ 一人 —— 
本郷だ 丨. こちらを 一瞬に 見つめる 目の 光 …… 本郷の 目に、 ハツと 丁 殿 九は うたれて 立ちす くん 
だ。 

「総 …… 総 司令！ 本 …… 本郷 だ！」 

さけぶ 丁 殿 九に 横の 利 徳三も アツと ふりむく と、 

「出た ツ 、本、 …… 本郷だ ツ丨 .」 

おどろき さけぶ 殿 九と 徳 三の 前へ、 七、 八 人の シナ 人が、 ころげる ょうに 走って きた。 その 向 
こうに、見ょ、本郷が無声自動拳銃を右手に、しかもシナ人からうばいとった鉄室の_をロにく 
わえ て、 ジツと 立ち どまって る、 さっそう として 日 東の 剣俠 児、 八方へ 全身の 気を くばっ ヒ。 

(赤 魔は、 どこに？) 

手下の 敵は 見る にたらず、 総 司令の 赤 魔を 捕える の だ。 このと き、 遠くから 呼ぶ 声が つたわっ 
てきた。 日本語 だ。 

「本郷 さん 赤 魔が 今、 ここを 西へ 行った ア！」 

宣彦だ 。「本 …… 本 郷だツ 丨.」 と 二人の さけんだ 声を 聞いて、 ただちに 赤 魔の 行く さきを、 宣 
彦が 知らせた。 愛する 少年の 報告を 聞く と、 本郷は 微笑した。 が、 まだ 動かず、 向こうへ 逃げて 
ゆく シナ 人と ユダヤ人を 見ながら、 この 地下室の 上下 四方の 造り 方を、 地 ひびきと 方々 の 足音に 
ょって、 またたく うちに 知ろう する …… と、 なにを 思った のか、 サツと 身を ひるが ^ して、 麦ろ 
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のまが りか どへ 消えた、 と、 そこの 廊下を 風の ように 走り だした。 



今 こそ 彼を 追う 

&爬 &っ勤 の 前に、 十一 人の シナ 人が、 黒く 折り かさなって 倒れて る。 下にな ってい るのは、 本 
郷を見 はって た ふたり だ。 ひとりは 先に 拳銃を うばわれ 鍵を とられた。 格子を はずして 出た 本郷 
をめ がけて 走って きた 十五、 六 人が 飛び かかる 三、 四 秒のう ちに 柔道の 当て身を 受けて、 バタ バ 
タと 廊下に たおされた。 そのまま だ。 七、 八 人が 逃げた。 あとに たおれて る 十一 人の 上を 今し も 
風の ょうに 走って きた 本郷 が、 サッと 向こうへ 飛び越え ると、 なお 走る。 つきあたりは 灰色の 壁 
だ。 が、 その外に、 いま さき 一人の 靴音が、 かすかに 聞こえた の だ。 その 靴音、 階段を あがって 
いった。 かかとに 力が あり、 赤 魔の 靴音 だ！ これを 聞き わけた 本郷 、突き あたりの 壁へ 走って 
ゆく と、 走りながら 壁の 上下 四方を 見た。 

(開かぬ か！) 

この 壁の 向こうへ きえた 赤 魔、 なに かの 仕掛けが 壁に なければ ならぬ。 外の 階段を、 なにし に 
赤 魔が あがって いった か？ 
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(この 壁、 開く はず だ！) 

と、 見 あげる 本郷の 横から、 このと き、 

- ああ ッ 、ああ 」 

と、 あくびの ょうな 声が、 不意に 聞こえた。 

見る と、 ここに も 横に 鉄 格子 あり、 中に、 ひとりの シナ 人が、 グッ タリと 床の 上へ 腹 ばいに 蔓 
そべ ってる。 そばに 長い きせるが ころがって いて、 阿片の 毒の 煙を、 ここで 吸って たらしい。 今 
は 眼が さめて いながら、 ヌッと 顔 だけ あげて、 本郷を 見る と、 

「請 開！」 —— 開けて ください！ 

と、 ささやく 顔は、 六十 あまりに 見える 老人 だ。 

一秒 も おしい 危機 だ。 が、 たのまれた 本 郷剣俠 児、 ロに くわえて る 鍵を とる と、 格子の 鍵穴へ 
はめて、 ガ チリと 回した。 はずれる 格子を 引いて 倒す と、 中の シナ 人が ヨロ ヨロと 起き あがって 
きた。 

「この 壁が あく か」 

と、 本郷 がきく と、 うなずいた シナ 人、 枯れ木の ょうな 手を あげて、 壁のは しに つづいて る 鉄 
格子のー本をつかんで引こうとする。が、カが阿 >^- の毒にぬけていて、 

「不能！」 —— だめ だ！ 

と、 言う 青白い 横顔が、 黄色い シナ 服の 襟へ、 グ タリとう つむいた。 
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その 鉄 格子の 一本を、 グッと 本郷が 引いた。 そこ だけ 一本、 はずれる と、 通じてた 電流が 钥れ 2 
たらしい。 電流に しまって た 壁が、 グーッ と あがりは じめ た。 強い パネ 仕掛け だ。 その 下を 本郷 2 
は 外へ 一気にす りぬ けた。 前が 階段 だ。 広い。 

(赤 魔！ ここを あがった の だ！) しゅ ぅ じん 
捕らえる の だ、 いまこ そ 赤魔バ ザロ フを！ 彼を 捕らえて 怪 地下室の 囚人を 皆 救おぅと する 
本 郷義昭 の 全身に 熱血 あふれて Ml あがり、 飛ぶ ごとくに 階段を 昇って いった。 

黒松の 森を、 高 村 騎兵 中尉と 国司 青年が 走り出て きた。 

クロック 中将の 信号に 呼ばれた の だ。 

「や、 これは？」 

と、 国司 青年が、 立ち どまった。 

「敵の 昇降機 だ。 閣下、 行きます か」 

高 村 中尉が、 下がって る 地面 昇降機を 見て、 クロック 中将に きく。 上空を 仰いで る クロック 中 
将 、また あがって いった 無声 飛行機を 見ながら、 

「高 村 くん、 上から、 本 郷氏ハ 安全 力、 と、 たずねと るの じ ゃ。 まだ 爆撃は、 できん ぞ！ 本郷 
は 安全 か？ 行こぅ、 敵の 地下室へ！」 

高 村 中尉 も 国司 青年 も、 下から 見た。 武俠嶺 の 無声 単葉機、 操縦席に ふたりが ならび、 ひ 




とりが 下へ 手を のばし、 まっ 白な 棒を 横に 振っ てる。 ゆっくりと 長く 振る ときは 線 だ。 短く 振っ 
て 止めた ときは 点 だ。 線と 点との 組み合わせで、 さかんに 信号して る。 天佑 谷で 使ぅ 信号と 同じ 
だ。 

(本 郷氏ハ 安全 力。 巌窟 城ノ 爆弾、 五 個 アリ) 

「巌窟 城の 爆弾とは なんです か」 

と、 高 村 中尉が きく。 

「〇 国の 発明した もの じ ゃ。 ちいさい がの、 爆発力は、 地下室く らい 一 弾で ょい。 が、 …… 」 

と、 クロック 中将は、 帽子を ぬぐと、 横に 長く 短く 振って 信号し だした。 

(本郷 卜他ノ 二人 ヲサ ガスべ ク 、ヮレ ラ ハ 今 ヨリ 敵ノ 地下室へ 冒険 ス) 

この 信号を、 横から 見た 国司 青年が、 いきなり 地面 昇降機へ 飛び乗った。 つづいて 高 村 中尉 
が、 おくれ じと 飛び乗った。 敵に 談判した 「あと 三分」 は、 今な の だ。 ふたりが 乗った 重さで 電 
流が 通じる 昇降機、 たちまち 下へ 降りは じめ た。 

「閣下、 地上の 連絡に、 お残りく ださい！」 

と、 高 村 中尉が 降りて ゆきながら さけぶ。 

「ウ ムー •」 

と、 ぅなずきながら、 クロック 中将は、 白い 髭を にぎりしめた。 

(日本人は 勇敢 じ ゃが、 気が 早い の) 
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そう 思う クロック 中将、 みるみる 下へ 消えた ふたりの あとに、 ただ ひとり、 ゆだんな く 四方を 
見 はって いた。 

すると、 東の 方から、 黄色い ほこりを あげて、 まっし ぐらに 前進して くるのは、 一列に 長い 自 
動 車隊だ 。遠くの 山には、 雪が 残って る。 •その 雪に、 自動車の 上の 日章旗が うつる。 鉄兜を かぶ 
ってる 日本軍の 将兵が、 ギッ シリと 自動車に 乗り、 幾 台と なく 西南へ 前進して ゆく。 みるみるう 
ちに 原を 横ぎ り、 長い 白 動 車の 列が、 先頭から 西南の 山陰へ 入って ゆく …… 。 

武俠嶺 の 無声 飛行機から も、 大きな 日章旗を 振って、 地上の 皇軍を 見送って る。 木 村と 岩 崎の 
二人 だ。 

「オィ、 熱 河 討伐の 追撃 隊だな 」 

と、 岩 崎が 機上で 言う。 

「ゥン、 あの方 向は、 だが、 承徳じ やない ぞ 。もっと 南 だ」 

「万里の長城へ 出る か、 山海 関の 方ら しいぞ 」 

「どこだ <? て、この爆弾でやれあ、 一発で 全滅 だが な」 

二人の 足 もとに、 細長い 筒の さきが 矢の ようにと がって る 爆弾 五 個、 ならんで 籠の 中に 入って 
る。 銀色の 爆弾 だ。 が、 まだ 投下で きないの だ。 

(本郷 さんは、 どうしてる か？) 

木 村は 下の 方を 見た。 クロック 中将が、 ドッシ リと 穴の 中に 立って る。 
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「オィ、 何分 待ツノ 力、 と 信号して みろ！」 

と、 岩 崎が さげ 舵を とりながら 言う。 

二人とも 機上に、 今、 気が 気では ない。 本郷 さんを 思い、 宣彦と ルィ カー ルを 思う。 敵は 赤 魔 
の シオン 同盟 だ。 上から 一発の 爆弾 投下、 日本の 敵を、 ここに 全滅す るのは、 目の 下 だ。 その 黒 
松の 森が、 箱庭の ように 見える。 横の 草の 中へ、 今 さきに 二人が、 ふっと 消えた。 クロック 中将 
だけ 残って る。 木 村は 信号の 白 棒を ふりだした。 

(今 カラナン 分 待ツノ 力) 

クロック 中将が、 それに 答えて 帽子を ふる。 

(オソ ラク 五分 間) 

「五分 だ！」 

と、 木 村が 歯ぎ しりして 言う。 

「五分 間 …… だいじょうぶ か？」 

と、 岩 崎は、 黒松の 森の 上を、 操縦 t からにら みつけた。 

高さ 二百 八十 メー トル、 低空飛行 だ。 - 
「おれは だいじょうぶ だと 思う、 本郷 さんだ」 

と、 木 村は、 心配しながら、 安心して 言う。 

「だが、 敵は 赤 魔 だ」 



157 




と 岩 崎は、 すごい 相手の 力を 思って 言う。 

「なにを、 赤 魔 も 人間 だ。 やつ、 あやしい 知恵が ある 人間 だ」 

「ゥム 、本郷 さん、 ルィ 力 ー ル •天佑 谷の 宣彦 少年、 今 行った 二人 •味方は 五 人 だ。 皆 生き てれ 
ば！ J 

「地上に クロック 将軍、 空に おれたち ふたり、 味方は 八 人 だぞ」 

「シオン 同盟の やつは、 地下室に なん 人 おる か！」 

「ああ 五分 間’ いや、 もう 三分 だ！」 

空に ジリ ジリして 待つ。 このと き、 北の 山陰が ス ー ッと くらくな ってき た。 見る と、 灰色の 大 
きな 雲 だ。 山の 上へ 一面に ひろがって くる。 雪雲 だ。 

「オィ、 吹雪 だ ぞ ！」 

と、 木 村が さけび だした。 

「ゥム 、早い ぞ 。こっちへ くる か？ J 

蒙古 吹雪 だ。 山の 上を かすめて、 風と いっしょに 空を おそって くる。 

「ヤッ、 あれは なんだ ッ？ J 

雪雲を 見て た 木 村が' きゅうに 下の 方を 見て 指さした。 

黒松の 外 だ。 岩 崎 も、 その 方を 見た。 

「下げろ ッ！ 岩 崎」 
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「ムツ、 よし！」 

グーン と 機首を 下げた 操縦 手の 岩 崎-黒松の 外へ 向けて， きゅうに 一直線に 降りて いっこ 



横から ■する ip If 

本 郷義昭 は、 地下室の 広い 震を、 音 もな く あがっ ていっ た。 今 こそ 赤 魔を 追ぅ！ あがる 
と、 階段が 右へ まがっ てる。 そこを、 また あがっ た。 黒い 手すりが 横に—。 鉄 だ. 危険 だ！ 

1 流が 通じては いない か！ 階段の まん 中を、 ッッッ と 一瞬に あがっ た本郷 、正面に 黒く 鉄の 扉 

(赤 魔！ ここへ 入った か？) 

この 扉へ、 さわる のは 危険 だ。 ジッと 見 あげた 本郷 、同時に 耳を すまし， こ。 

(中に なにものが おる か？) 

力す 力な 物音で も 聞き わける 本郷 の-するどい 耳に •このと き、 なにものか？. 震を あがっ 
てく る 足音が、 ヒ タヒ タと下 から 聞こえて きた。 

(今 さきの 青白い シナ 人 か？) 
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ちがう の だ。 弱い 足音 だ。 が、 あわてて あがって くる。 これを 聞いた 本郷 、ふりかえって 下を 
見た。 I 階段の まがりかどに、 スツと 出て きた 蒙古 服の 男、 だが、 頭巾の 横に 髪が 赤黒い。 ユ 
ダヤ人 だと、 見た 本郷 、右手の 無声 拳銃を、 その ユダヤ人の 頭へ、 ビタリと ねらい さだめる と、 
「止まれ ツ丨 .」 

上から 本郷の 声を あびて、 ハツと あおむいた ユダヤ人、 本郷を 見て 動けずに、 階段の まん 中 
へ、 青白く なって 立ち どまった。 本郷が 上から 英語で いう。 

「きさまは、 バ ザロ フを さがしに きたな」 

「アツ、 そう そうです」 

答える ユダヤ人の 声が ふるえた。 

「よし。 開け、 この 扉を！」 

「わたし、 開け 方を、 知らね 工んで 」 

「^0 か、 あがれ ツ '利徳 三！」 

「ア アツー.」 

名 まえを 知られて る利徳 三、 ふるえながら 目を 見 はった。 

前に 廊下で ぎ 望 鏡の そばから、 さかんに 報告して た 利徳 三、 その 時の 声で 本 郷に名 まえを 知ら 
れたの だ。 ふるえて る利徳 三を、 本郷は 今や 目の 下に 見る と、 また 言った。 

「あがれ ツ！」 
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凛た る 声、 腹の 底に しみとおって、 そむきえない 命令 だ。 利徳 三は、 ふるえながら あがって く 
ると、 本郷 のす ぐ 下へ 立ち どまった。 

「あなたの 持って る 鍵で' この 扉は， 中へ あきます」 

死刑 鉄 室と、 この 黒い 扉と' おなじ 鍵で あくとい う。 本郷は •さきに シナ 人が 捕らわれて いた 
鉄 格子を あけた、 その 時の 鍵を •蒙古 服の かくしから とりだす と、 

「徳 三、 きさまが あけ！」 

長い 鍵を、 ズッと 前へ さしだした。 が、 利徳 三は、 手 も 出さず-石の ように 突っ立って いう。 

「あなたが' あけて ください。 すぐ、 あきます」 

赤 魔を 追うべく、 一秒 も 惜しい 本郷 、うしろを ふりむく と、 危険を おかして’ 扉の 鍵穴へ、 長 
い 鍵を グッと 入れた。 まわす や 否や、 手前へ 引こうと する' このす きに サッと 利徳 三が 身を かが 
めた。 それを 知った 本郷 、おなじく 身をかがめて 扉を 引いた。 と、 柱と 扉の あいだから、 たち ま 
ち 射ち だした 一発 …… ニ 発 …… 三 発' 本郷の 頭と 肩の 上を かすめて、 無声 弾が 横の 壁へ ピシ ピシ 
と あたる。 扉の 動きが 引き金の ようになって る' 拳銃で なく 「扉 銃」 というべ きもの —— 赤 魔の 
計略 だ。 連発す る 弾と 同時に' 利徳 三は、 階段を 下へ 逃げ去ろう とする •その 襟く びを •ムズ と 
上からつかんだ本郷、階段に膝をつけたまま身をかがめて、扉の中を見た。と'すごく |1| をあげ 
た。 

扉の 中は、 せまい、 コンク リート の 壁に かこまれて， へやでは なく、 四角い 穴の よう だ。 と、 
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見る と' そこに、 上から ス ー ッと 昇降機が 降りて きた。 —— なにものが 乗って きた か？ 否' 鉄 
の 細い 格子の 中に、 だれもい ない。 からだ。 

(赤 魔、 これに 乗って、 地上への がれた か？) と， 本郷は 微笑した。 

地上には、 ク a ック 将軍 あり、 天佑 谷の 日本人 あり、 なお、 救援に 来たれる 飛行機 ニ 台、 空か 
ら纪 m L してる はず だ。 それを、 利徳 三が 潜望鏡から 見て、 赤 魔に 報告して たの だ。 

「徳三 ■言え ッ！ この 昇降機に 乗って 出た ものは、 バ ザロ フ か」 

「そ …… 総 司令です」 

「 よし。 この 地下室に 昇降機が、 いくつ あるか」 

「七つ、 ありま すんで」 

答える 利徳 三の 茶色の 眼で、 ジッと 本郷を 見つめた。 (ユダ ャ人 、あくまでもぅ そを いぅか？) 
と' 見る と、 利徳 三の 目が、 自分 も 地上へ 出たい と、 必死に 願い、 恐れに ふるえて るの だ。 
(さては、 この 地下室に、 赤 魔が なに かの 危険を 残して いった か !? ) 

と •本郷 は， 利徳 三の 目い ろに よって、 これを 一瞬に 知った。 

地上へ 出た 赤 魔は、 クロック 将軍 その他の 手に 捕らえられる。 今は、 それよりも、 宣彦 少年と 
ルィ 力 ール、そのほかの既乂^|、ー秒も早く救わねばならぬ。武俠熱血の本郷剣俠児、左手につ 
かんで る利徳 三を グッと 上に 弓き よせる と 
「立て！ j 
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自分 も 立ち あがる や 否や、 利徳 三を 引きずって、 扉の 中へ 入った。 

昇降機の 格子を、 横へ あけた。 おどり 入った 本郷 、そばに 利徳 三を 立たせて、 降りの スィッチ 
を、 グツと 押した。 

「ァ ァッ、 いや、 上へ！」 

と、 利徳 三が さけぶ。 

「だまれ、 手を あげろ！」 

降りて ゆく 昇降機の 中に、 本郷は 利徳 三の 蒙古 服を、 上から 下へ、 すばやく 左手で 調べた。 す 
ると、 ダブ ダブの 服の 下に、 腰へ 吊って るな にものの が、 手に さわった。 かたい。 

「これを 出せ！」 



利徳 三は 顔をしかめた。 

このと き、 下の 廊下へ スッと 着いた。 そこに 昇降機を とめた 本郷 、あけて ある 格子の そとへ、 
おどり 出た。 灰色の 廊下に 人な く、 向こぅまで 遠く 見 わたされる。 両側は 皆、 死刑 鉄 室 だ。 暗い 
電燈の 下に、 鉄 格子が 太くな らんで いる。 

「徳 三、 服の 下の ものを 出せ！」 

本郷 は、 ふたたび 命令した。 

顔をしかめ てる 利徳 三が、 上衣の 下へ 手を 入れた。 なに か 吊って る。 ほそい 麻の 綱を、 ズルズ 
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ルと 引き出した。 その 先につ いてる ものは、 肉色の マスク だ。 小さな 最新式の 防毒面 だ。 これを 
見た 本郷 、すぐに 廊下の 向こうを 見 わたした。 

(毒ガスの 仕掛けが、 この 地下室に あるの だ。 あやうし！ 宣彦と ルィ 力 ー ル、 ) 

赤 魔の 部下 二十 人 あまりの ユダヤ人と シナ 人が、 どこへ 行った のか？ この 廊下に 人影な く 
皆、 毒ガスを 恐れて、 逃げた のでは ないか。 本郷は 日本語で さけんだ。 凛々 たる 声が つたわって 
ゆく …… 。 

「宣彦 、ルィ ヵール 、どこに おる か、 本郷に 答えよ！」 

本郷が 地下室の 奥に、 さけんで る 時、 地上には、 黒松の 森の そとへ、 どこから 出て きたの か、 
ひとりの 男が、 国司 青年の 飛行機を めがけて、 すばやく 走って ゆく。 なにものか？ 青色の 洋服 
をき てる。 が、 帽子は なく、 頭から 顔へ なに かを かぶり、 覆面の ように 見える。 

(奇怪 だ！) と、 クロック 中将は、 その 男を、 黒松の 幹と 幹の あいだに 見つけた。 

. — 走る。 森の 向こう だ。 幹と 幹の あいだから 見える。 飛ぶ ように 走って ゆく 奇怪な 男、 なに 
もの か？. と、 見つめる クロック 中将が、 ハッと 顔い ろを かえた。 そこに、 空を かすめて 森の 向 
こうへ、 グーン と 降りて いった わが 単葉機の 空中滑走。 …… 武俠嶺 の 無声 機 だ！ と、 見る より 
早く、 クロック 中将は、 つかんで た 帽子を 投げす てて さけんだ。 

「追え ッ ！ にがすな」 

さけぶ クロック 中将 も、 地雷 爆発の 穴から 走り だしていた。 森の 中へ、 いっさんに 走る。 いま 
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しも 木 村と 岩 崎の 単葉機が、 スーッ と 草の 上へ、 おどる ょぅに 機首を あげて 降りた。 着陸 だ。 な 
にか 木 村が さけんだ。 その 横を、 奇怪な 男が 走りながら、 いきなり 右手を 横への ばした。 音 もな 
く 射ち だした のは、 無声 自動 拳銃 か、 射ちながら 走り、 三十 メ ー トル ほど 前に ある 国司 青年の 飛 
行 機へ、 近づく と 見る まに、 サッと 操縦席へ 飛び乗った。 それを 森の 中から 見た クロック 中将、 
歯が みしながら •また さけんだ。 

「し しま ツた 丨. 追え ッ 、キム ラ 丨. 」 

その 木 村と 岩 崎が 乗って る 単葉機は、 いまし も 草の 上を 滑走して 停まった。 おどり 出た ふたり 
が、同時に拳銃を取りだした。射つ！向こぅの操縦席に動いてる^§の男へ'バラバラと射ち 
だした。その弾をあびつつ、向こぅの飛行機は爆音たかく纪進斷まわり、早くも草をすべると見 
る まに， スッと 上へ 浮いた。 垂直 上昇 …… 機首を あげて、 まっしぐらに 空への ぼる。 敵ながら 
も、 すごい 上昇 飛行に、 木 村と 岩 崎は、 息をつめ て 見 あげた。 …… が •味方の 飛行機を、 目の ま 
えで ぅばわれた の だ。 木 村と 岩 崎は 走った。 自分の 単葉機の 方へ、 そこに クロック 中将が、 いっ 
さんに 森を 走り出て きた。 




彼が 赤 魔 か？ 

「にがすな ッ！ おれ も 行く、 追え ッ！ J 

と、 日本語で さけびつ づける クロック 中将に、 岩 崎が 青ざめて いぅ。 

「射たれました。 機関 部を！」 

「なに？」 

I ■僕たちょりも、 機関 部を ねらった、 やつの 射撃は、 たしかです。 オィ、 木 村， すぐに 修理 
だ—.」 

「ゥム 、 …… J 

ふたりは 無念の あまり 青ざめながら、 しかし、 おちついて いた。 すぐに 機上へ 入る と、 機関 部 
を 検査し はじめた。 

「見ろ， 射たれて る。 ここ だ」 

「ここ も！ やつ' なにものか」 

ちょぅど発動機のまん中へ、氣の巣のょぅに射ちこんだ連発の拳銃弾、しかも、奇怪な男は走 




りながら 射った。 ねらいの 正しい 弾の あとを、 木 村と 岩 崎は 見て、 さすがに 勇敢な ふたり も おど 
ろいた。 

「すごい 腕 まえの やつ なにものか」 

「ここまで 弾が、 三重の 鉄を とおって る。 見ろ、 これ あ 特別の 弾 だ」 

「なおらん ぞ 、急には！」 

無念に も、 この 発動機は、 今、 すぐに 修理は できない の だ。 木 村と 岩 崎は、 熱心に 検査し なが 
ら、 

「やられた！」 

と、 自分が 負傷した ょりも 残念な の だ。 

この 飛行機の そばに、 クロック 中将は、 おなじく 無念の 眉を あげて、 西の 空を 見つめた。 —— 
敵は 上昇す る こと 約 八百メ ー トル、 そのまま 西へ、 折りし も 流れて きた 雪雲の 下を かすめて、 遠 
く 山 また 山の かなたへ、 見る見る 一羽の 鳥の ょぅに 小さくな ってい く …… 。 

「やつ！ 上空を ぬけ 出た 怪人、 たしかに 赤魔バ ザロ フじ ゃ」 

と、 クロック 中将は ドイツ語で さけんだ。 

「パ ザロ フ」 

と、 この 名を 聞く と、 木 村 も 岩 崎 も 顔を あげた。 

「今の がバ ザロ フで すか」 
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「あいつが 赤 魔です か」 

と、 ふたりが 同時にき く。 

「そうじゃ。 赤 魔の ほかに、 これ だけの 事を する やつが おろう か」 

「では、 本郷 さんと ルィ カー ルは、 どうした 力」 

「宣彦 という 少年 も、 捕われて いるの じ ゃ、 待て！」 

と、 クロック 中将は、 また 森の 中へ 走って いった。 

(本郷 …… ルィ ヵール …… 宣彦 、三人は どうした か？ 怪人 赤 魔が 上空に ぬけて 出た。 とする 
と、 地下室の 中は？ 赤 魔の 部下の ものが、 大勢い るの だ) 

これを 思う クロック 中将、 黒松の 森を 走り出る と、 地面 昇降機の 上へ、 高い 草を ふんで いっ 
た。 降りた 高 村 中尉と 国司 青年の ふたりが、 昇降機を 上げて はいない か？ クロック 中将の 白 分 
も、 今 こそ 敵中へ 降りて ゆく 決心 だ。 見る と、 草の 中に、 黒く あいてる 昇降機の 穴 深く、 ど 
うした か？ と、 下を のぞいた クロック 中将、 



穴の ふちに、 足を ふみしめて、 ものを も 言わず 下を 見す えた。 

一方、 地下室の 奥には、 本郷 がさけ び、 その 声を 聞いて、 廊下の 遠くから、 宣彦 がさけ び だし 
た。 

「ここです！ 僕は だいじょぅぶ、 敵は 皆、 三分 前にに げた」 
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つづいて， ルィ ヵー ルの すずしい 声が •なお 遠くから 聞こえて きた。 

「僕 も だいじょうぶ' バザ ロフを とらえた か ？ J 

さすがに アジアの 英雄 児、 宣彦は 敵情を 報告し、 ルィ 力 ー ルは 敵の 首領の ゆくえを たずねる。 
しかも' ふたりとも まだ とらえられ てるの だ。 その 声の 方へ •本郷 は 走って いった。 利徳 三から 
うばいとった 防毒面を 左手に さげ、 右手に 無声 拳銃を にぎり、 長い 廊下を、 一気に 走りぬ ける 
と， 広い 四つ かどへ 出た。 そこに •天井が 上へ ぬけて る。 と、 仰ぐ と、 なお 上に 高く 一台の 昇降 
機が， 黒い 底を 見せて、 中途に 下がって る。 電流を 止められた の だ。 なにものが 乗って るの か？ 
と、 一瞬、 本郷は 立ち どまった。 その 足音と 今 さきの さけび 声が、 上に 聞こえた か、 昇降機の 中 
から、 いきなり 太い 声が いいだした。 

「本郷 さんじ ゃないです か？」 

日本語 だ。 すぐに 本郷が 答えた。 声で わかる、 天佑 谷の 国司 青年の 太い 声 だ。 

「国司 くんだ な。」 

「は、 高 村 中尉 も おります」 

この 危機に、 本郷は 笑いだ した。 

「ハッ ハ ハ ハ， おろして やろう」 

そこに、 利徳 三が 追いついて きた。 英語で いう、 

「この 昇降機で、 すぐ 上がらね エ と、 …： 危険です、 皆' あなた も！」 
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「言え ッ 、毒ガス か？」 

本郷は 柱に ついて る 電流 スィッチを 押しながら、 利徳 三に たずねた。 

「ガス！ そして、 爆発です」 

「止めろ ッ 、その 仕掛けを！」 

r ビ …… だめです。 総 司令が、 仕掛けて いった。 わたしは、 止める 仕方を、 知らね エ です。 早 
く！」 

昇降機が 降りて きた。 本郷 は利徳 三に 命令した。 

「おれの 服から 鍵を 出せ。 ニ 少年を はじめ とらえられ てる ものを、 皆、 鉄 室から 出せ！」 

利徳 三は また ふるえた。 本郷 は、 うしろ 向きに 立って いる。 

「鍵を 出さん か。 かくしに あるの だ。 …… オオ 、高 村 中尉、 国司 くん、 どうした？」 

大きな 昇降機の 中に、 高 村 中尉が、 苦笑いしながら 言う、 

「やられました、 赤 魔の やつに！」 

国司 青年が、 残念 がって 言う、 

「本郷 さん？ あなたを 救おうと 思って、 あなたに 救われました」 

この 時、 はるかに 上の 地面から、 クロック 中将の 声が 聞こえて きた。 

「安全 か？ 今 さきに、 赤 魔は ぬけた。 敵の 部下 十数 名、 今、 自動車に 乗って あらわれ、 西 

へ 逃走 中 だ。 本郷は 安全 か？」 




考えて みたまえ！ 



今や 地上へ、 味方の 皆が 地面 昇降機に 乗って くると、 撕子 のように なって る 格子を あがり、 草 
の 中へ 下から あらわれた。 本 郷義昭 をは じめ、 宣彦 、ルィ 力 ー ル、 高 村 中尉、 国司 青年、 味方は 
五 人 だ。 それに、 ユダャ 人の 利徳 三、 青白い シナ 人、 ほかに 捕われた 蒙古 人と シナ 人が 八 名、 そ 
の 中に、 けだかい 顔を してる 蒙古 少女が 一人い る。 この 皆が、 本郷に 救われた の だ。 I 本郷の 
手を にぎりしめて、 クロック 中将が いう、 

「あれ だ！ あの 自動車 だ、 やはり、 昇降機に よって 向こうへ あらわれた。 本郷 、赤 魔は ぬけた 
ぞ丨 .西へ！」 

その 西の方へ、 ニ 台の 自動車が、 全速力で 野原を 走って ゆく。 地下室を ぬけ 出た シオン 同盟の 
一党 だ。 どこへ 行く？ ニ 台の 上へ、 いっぱいに 乗り、 ひとりが 後に 立って 双眼鏡を 目にあて、 
こちらを 見ながら、 ほこりの 中に ゆれて ゆく。 すると、 利徳 三が、 サッと 走り だした。 と 思う 
と、 地雷が 爆発した 穴へ、 ころぶ ように 飛び こんだ。 

「集まれ ッ！」 
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本郷 がき ゅうに 命令した。 

皆が 本郷を 見る。 

「危険 だ。 穴へ 丨 .」 

と、 利徳 三の 飛び こんだ 穴を、 本郷が 指さしつつ 走り だした。 

皆 も 走った。 なにが 危険な のか？ と、 思う 一秒に、 黒松の 森を かこんで、 四方から ド ッと各 
所に 爆発した、 黒い 土煙 …… 奶ぉ ：… ふき あがった 地雷の 爆発に、 あたりが 震動して 皆が 草へ 伏 
し、 土煙の 中に シナ 人と 蒙古 人が 泣き さけぶ。 傷ついた 蒙古 人の 男が、 もがいて 倒れ、 二人の シ 
ナ 人が、 ふき 飛ばされて 向こうへ 折り重な ると、 そのまま 動か なくなった。 

穴の 中へ、 利徳 三は 早く も 身を 伏せ、 そこに、 本郷 、宣彦 、ルィ ヵー ル、 三人が 飛び こんでい 
た。 上の 草に、 全身を 伏せて る 国司 青年が、 スック と 立ち あがった。 高 村 中尉 も 起き あがった。 
クロック 中将が 膝を たてて いう、 

「赤 魔 じ ゃの。 やつ、 皆 氣 歡, の 地雷を、 みやげに 置いて ゆきおった。 皆、 けがは ないか」 

遅発 装置 時間を おいて 遅く 爆発させる 仕掛け だ。 立ち あがった 皆が、 降って くる 土の 中 か 

ら 、本郷 の 方を 見た。 本郷は 穴の 中に、 宣彦と ルィ ヵー ルを 左右へ だくょう にして、 西の方を 見 
つめて る。 足 もとに まだ 伏せて るのは、 ユダヤ人の 利徳三 だ。 宣彦 がいう、 

「本郷 さん！ 赤魔バ ザロ フは 、どこへ 逃げた のです か」 

「ゥン、 今のところ、 きみの 判断に まかせょう。 きみたち ふたりで 考えて みたまえ」 
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と、 本郷 は、 いつものょ うに 微笑して 言った。 

国司 青年が 森の 向こうを、 すかして 見る と、 クロック 中将に ききだした。 

「閣下、 僕の 飛行機は、 どこへ 行った のです。 僕の 愛機は？」 

うばわれ たの だ！. 天佑 谷の 愛機 一台、 ここまで きて うばわれ たの だ。 これを、 クロック 中将 
から 聞く と、 国司 青年は、 草の 上に 突っ立った まま 歯が みし、 ヵッと 憤りに 顔が 赤く なった。 し 
かも、 見ょ！ 森の 向こうに、 武俠嶺 の 無声 単葉機が 動かず、 ふたりが 機関 部の 上に 立って、 こ 
ちらを 見て る。 木 村と 岩 崎 だ。 岩 崎が 両手を あげて 上下に 振り、 信号し はじめた。 

(本 郷氏ハ 安全 力) 

これを 見た 宣彦 が、 穴の 上へ おどりあがって 信号を 返した。 

(安全 ダ。 来 タレ) 

(待 テ。 発動機 ヲ 破壊 サレ テ 動 ヵズ) 

この 信号に、 宣彦も 国司 青年 も 高 村 中尉 も ルィ ヵール も、 ハッと 顔い ろを かえた。 ただ ひと 
り、 本郷は 信号 も 見ず、 両腕を くみしめ たま ま、 ジッ となに ごと か 深く 考えを こらして いる。 静か 
に、 すみ きってる 目が、 足 もとに 伏せて る利徳 三を 見つめて る。 —— ああ わが 日 東の 剣俠 児、 こ 
こに 今、 なんの 考えを こらす か？ 本郷は 皆を 救った。 が、 赤 魔は 遠くの がれた。 彼のた めに わ 
れは 一歩、 やぶれた のでは ないか？ 

宣彦 が、 静かに 言いだ した。 



173 




「高 村さん！ 鉄人 先生へ、 早く 報告し ましょう」 

「ゥム 、そうだ」 

大興安 嶺の奥 ふかく、 天佑 谷の 岩屋に、 神の ごとき 鉄人 先生が いられる。 われらの 本郷 さんが 
無事であった ことを、 そして、 敵の 赤魔バ ザロ フが 、西の 上空への がれ 去った ことを、 だれより 
もまず 鉄人 先生へ、 一秒 も 早く 報告し なければ ならぬ。 高 村 中尉は、 地雷の 爆発に くずれて る 無 
線 電信機を 穴の 底に、 手早く 組み立ては じめ た。 宣彦 が、 そばへ きて 手つ だう。 すると、 ルイ 力 
1 ル も 走って きて、 さけび だした。 

「武 俠嶺の ものへ も、 知らせて やってくれ たまえ。 同じ 暗号を 使って！」 

「よし、 空中線を ふたりで 立てろ」 

と、 高 村 中尉が、 電池を 検査しながら 言う。 

宣彦と ルイ ヵー ルは、 倒れて る 空中線の 細い 柱を、 グッと 起こす と、 土へ 深く 突き さした。 
—— 残念 だ！ 赤 魔を 逃がした のは、 まったく 残念 だ！ だが、 本郷 さんは 無事で いられた。 し 
かも、 あの 怪 敵の 大地 下 室を 征服した のは、 やはり、 僕たちの 本郷 さんだ！ と 思って る 宣彦と 
ルイ ヵー ル、 ふたりは 空中線の 柱を 突き さすと、 顔を 見 あわせて、 

(残念 だけれ ど偷快 だね) と、 同じ ことを 思う 目と 目で 笑い あった。 

ふたりとも 眼が 黒い。 同じ アジア 人 だ。 

しかし、 だれよりも 残念な のは、 国司 青年 だ。 愛機を 敵に うばわれた！ このまま 天佑 谷へ… 
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… 鉄人 先生の 前へ 帰れる か、 断じて 帰れない。 愛機は 飛行士の 生命 だ。 

(おれは 帰らん ぞ！ 赤 魔を 捕える までは、 鉄人 先生の お 顔を 見ん ぞ) 

腹の 底から、 これを 覚悟した 国司 青年、 飛行服の 腕を 組んだ まま、 西の 空を 見つめて、 身動き 
もせず、 その 耳へ、 カタ カタ カタ カタと ひびいて きたのは、 高 村 中尉が 打ち だした 無線電信 機 
だ。 

(ああ 高 村 中尉、 飛行機が うばわれ たこと も、 報告す るか) と、 国司 青年は、 顔を まっ 赤に し 
た。 男子の 恥を 知って るから だ、 否、 (赤 魔を 捕らえず ば 帰らず！) と、 覚悟した のは、 男子の 意 
気 だ。 国司 青年は、 グッ とふり むくと、 本 郷の足 もとに 倒れて る ユダヤ人を 見つめて、 いきなり 
シナ 語が 言いだ した。 

「オィ、 きさまの 総 司令 バ ザロ フのゆ くえを 言え ッ！」 

利徳 三は、 ジーッ と 顔を あげた。 その 青白い 顔い ろを、 本郷が 上から 見つめて いる、 と、 気が 
ついた 利徳 三、 ハッと 顔を また 伏せた。 国司 青年が、 本郷に 願って 言う、 

「こいつは、 あなたを 恐れて いるよう です。 すこしは なれて いらして ください。 僕が きいて みま 
すから」 

「いや、 国司 くん」 

と、 本郷は 微笑して、 

「だれが きいても、 この ユダヤ 人は、 バ ザロ フの ゆくえを、 断じて 言わないだろう」 
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「なぜです か。 こいつは 赤 魔の 有力な 部下 じ ゃないで すか」 

「しかし、 ユダャ 人は、 死んでも 秘密を 言わない のが、 ほこり だ。 これ だけは、 感心な 人種 だ」 
クロック 将軍が 横から、 うなずいて 言う、 

「ゥム 、そうだ。 本郷の 言う とおり じ ゃ。 が、 赤 魔の やつ、 西へ 行き おった。 これ だけは、 わし 
が 見た からの」 

ルィ 力 ー ルが、 そばから たずねた。 

「閣下は、 赤 魔の 顔を、 ご覧に なった のです か」 

「いや、 彼は 覆面して おった」 

「アッ、 では、 赤 魔 じ ゃない かもしれ ない。 宣彦！ きみは、 どう 思う？」 

宣彦 は、 剛 肥 な 眼を かがやかした。 しかし、 だまって いる。 めったな ことを 言わない 宣彦 だ。 
すると、 クロック 将軍が、 鬆を ふって 言う、 

「やつが 覆面し とった のは、 空の 途中で、 日本軍の 飛行機に、 自分の 顔を 発見され ないた めじ や 
よ。 本郷 、きみは、 そう 思わぬ かの？」 



本郷 は、 微笑し つづけながら、 なんとも 答えず、 すみきって いる 瞳が、 まだ 足 もとにい る 利徳 
三を、 まばたき もせず 見つめて いる。 

味方の 皆が、 なお 思った。 
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(怪 敵！ 赤 魔は どこへ 行った か？) 



アジアの 1 母の 根 



昼な お 暗き 千古の 森林に かこまれて、 天佑 谷の 奥は 静か だ。 

岩屋の 中の 広間に、 白木の 大きな テ ー ブルを 前にして、 神の ごとき 鉄人 先生が' ゆったり と 木 
の 椅子へ もたれて いられる。 一方の 岩壁に 上から 聖く たれて いるのは、 見る も 気 だかい 日章旗 
だ。 

鉄人 先生の 前に、 テー ブルへ 向き あって 立って いる 偉丈夫は だれか。 黒い 蒙古 服を 着て いる 
が、 不屈の 顔は 岩を きざんだ ょぅ だ。 燃 ゆる ごとき 瞳が ちえの 深さを 思わせる。 しかも、 鉄人 先 
生の 前に 直立不動の 姿勢を とった まま、 つつしんで 立って いる。 机の 上には、 満蒙と 北 シナの 大 
地図が ひろげられ、 そばに ニ 枚の 紙が、 ニ 枚と も 鉄人 先生の 目の 下に ある。 今、 偉丈夫が 先生の 
前へ もってきた 報告書 だ。 一枚は、 高 村 中尉が 無線電信で 打って きた 至急 報告 だ。 また 一枚は、 
関東 軍司令部の 飛行機が、 通信 筒で おとして いった 熱 河 戦の 秘密 報告 だ。 

ニ 枚の 報告書を、 静かに 見て いられる 鉄人 先生は、 ただ 一言、 
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「よし！」 

と、 言われた。 

静か だ。 遠くに 水の 流れて る 音が、 この 深い 岩屋の 奥へ つたわって くる。 偉丈夫は 腕を のばし 
て、 ニ 枚の 報告書を、 静かに たたむ。 たたみながら、 重々 しい 声で 言いだ した。 

「これで 見ます と、 バ ザロ フ はじめ シオン 同盟の 一党は、 北 平方 面への がれた ものと 思われ ま 
す。 しかし、 今後、 赤 魔の ゆくえが わかり ませぬ と、 彼は 満洲 国へ、 ふたたび 手を のばして、 国 
内を 乱しに かかりましょう。 今なら ば、 本郷 も、 国司 も、 高 村 も、 また 宣彦 少年 も、 熱 河に 集ま 
って おります。 赤 魔を 捕らえる ため、 ここに 先生の お 指図を、 お願いいた したいと 存じます」 
そうな の だ。 偉丈夫が 言う とおり、 本郷 をは じめ わが 四 人は 今、 同じ 所に いるの だ。 鉄人 先生 
から 四 人へ 命令して いただき、 それを 天佑 谷から 無線電信で 四 人へ 打ち、 あくまでも 赤魔バ ザロ 
フを 捕らえ ゥば ならぬ。 彼を 捕らえる ことは、 アジアの 土から 毒の 根を 切りと る こと だ。 

鉄人 先生の 雪の ごとく 白い 眉が、 ズッと 上に 動く と、 

「満洲 国内を 乱す よりも、 赤 魔の 目的は 日本を 襲う にある」 

ゆったり と言われる 声が、 岩屋の 中に 重く ひびいて、 

「日本の正義を、彼は 5»? う。日本がひとたび、義によって白人と戦うとき、彼バザロフの指揮す 
る シオン 同盟は、 白人に 味方して 日本を i う。 襲う 準備の 地点を、 彼は 前もって、 満洲 蒙古の 中 
に 置こうと 計画して おる のじ や。 おそらく 彼は、 満蒙の 外に ある 北 平へ、 飛び去る ことは ある ま 
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い」 

鉄人 先生が 「日本」 と言われる たびに、 その 声が 力に あふれて ひびく。 国を 愛する 皆 A £ 辦総の 
力は， 声に も あふれる。 しかも、 今' 日本を 敵と する 赤魔バ ザロ フ は' まだ 満蒙の 中に ひそみ、 
けっして シナの 北 平方 面へは 行かぬ と •指さす ように 言われる の だ。 

偉丈夫は 目の 下の 大地 図を 見た。 高 村 中尉の 至急 報告は •しかし、 赤 魔が 国司 青年の 飛行機を 
うばって、 西の方、 北 平の 方向へ 飛び去った と、 その 時間まで 知らせて きたの だ。 

「します と、 」 

と、. 偉丈夫は、 大地 図の 上を、 さぐる ようになが めながら' 

「今後' どの 方面へ， 本郷 をは じめ 四 人を 出動 させて よろし ゅう ございましよ うか」 

これを、 鉄人 先生に たずねた。 

すると、 鉄人 先生は、 また 一言い われた。 

「本郷 に まかせて おくが よい」 

「ハ ッ」 t!i 

偉丈夫は だれか。 天佑 谷の 参謀長、 東 条靖弘 という 人 だ。 

天佑 谷には 偉丈夫が 多い。 皆、 鉄人 先生に つかえて、 満 gw 路 支の 大陸に 動く 天下の 形勢を、 大 
興 安嶺の 奥から 見て いる。 日本の 全 陸軍が アジア 大陸に 戦う とき、 天佑 谷の 日本人が、 たちまち 
立って 祖国の 生命線を、 北と 西へ 伸ばそう とする。 この 雄大なる^^ の 準備を、 偉丈夫の 皆が 鉄 
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人 先生の 下に あって、 大興 安嶺の 奥に ととのえて いる。 この 大い なる 秘密を 知っ てるのが、 敵の 
シオン 同盟の 総 司令 バ ザロフ だ。 してみ ると、 かの 怪敵赤 魔が、 熱 河の 大地 下 室を のがれ 出た と 
はいえ、 どうして 遠く へ 飛び去ろ うか。 まして 彼は、 蛇の ごとき 瞳を かがやかして、 本郷に 
言った の だ。 

「今に 見ろ。 否、 今から 四十九日の あいだに、 天佑 谷の 日本人を、 おれの 手で 全滅させる の だ。 
それを きさまの 目の まえに 見せて やろう！」 

赤 魔の 誓いだ。 彼は 天佑 谷を めざして いる。 神の ごとき 鉄人 先生を 倒そうと する。 これを 鉄人 
先生^ f 知っていられる だろう か。 高 村 中尉は、 赤 魔の おそるべき 誓いを、 報告して こない。 本郷 
が 言わなかった からだ。 なぜか？ 本 郷剣俠 児は、 _ 分の 手で 赤魔バ ザロ フを 、かならず 捕らえ 
ょうと 覚悟し、 その 計略を 本郷 ひとりで 立てて いるから ではない か。 

「本郷 に まかせて おくが ょい」 

鉄人 先生は、 あくまでも 本郷を 信じて いられる。 ただ 一言、 そうい われた まま、 なお も 大地 図 
の 上を、 静かに 見て いられる。 参謀長の 偉丈夫、 東 条靖弘 は、 つつしんで おじぎを すると、 たた 
んだニ RQ 報告書を もって、 先生の 前を さがって いった。 だが、 岩屋の 石段を あがって くると 
き、 太い 眉を ひそめた。 

(敵は 赤 魔 だ。 本郷の 好敵手 だ。 本 郷と赤 魔、 どこまで 戦う か。 勝っても 本郷が 傷つきは せぬ 
か) これを、 東条 参謀長は、 親友 本郷 のために、 ひどく 心配した の だ。 
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皆が 目を 見 はった 



熱 河 省の 都を 「承徳 J という。 

承徳 へ！ 承徳 へ！ 日本軍の 挺進 自動車 隊が ，朝早く、 承徳の 北の方から まわって きた。 す 
ごい 速度 だ。 つづいて 戦車隊が、 東の 路から 進んで きた。 

本郷は 前に シナ 兵に 変装し、 熱 河 軍司令部へ、 バ ザロ フを 捕らえる ために 入って いた。 その 司 
令 部には、 もう 一兵の シナ 軍 もい ない。 日本軍 来たる！ と 聞いて、 司令官の 湯玉 麟 どい う 将軍 
が •まっさきに 姿を かくした。 逃げた の だ。 司令官が 逃げて、 軍隊 も 逃げた。 そのと き' 空には 
高く 日本軍の 爆撃機が、 早く も 承徳の 上に 爆音を とどろかし、 地上の 挺進隊が 承徳へ 入城す る 
と、 近くの 広場へ 着陸した。 

城門の 上に、 市街の 方々 に、 日章旗が ひるがえった。 五色の 満洲 国旗 も、 ならべて 立てられた。 

このと き、 爆撃機が 着陸して る 広場へ、 一台の 古い 幌馬車が、 町の 外から' ガラガ ラと ゆれな 
がら 入って きた。 一頭の 小さな 蒙古 馬が、 重そう に 引いて いる。 馬車の 上には、 蒙古 人、 西洋 
人、 顔の 黒い 少年な ど- ギッシ y と 乗って いる。 日本の 飛行 将校は、 この 馬車を 遠くから 見た と 
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き、 ちよつ とお どろいた。 

「なんだ、 西洋人 も 乗って るぜ 。逃げて いた 人民が、 もう 帰って きたの か」 

その 幌馬車が、 広場を 1 S 配して いる 歩哨に、 入り口で 止められた。 

「だれか！」 

^1 ^1 以下から さけぶ 声が、 ズシンと ひびく。 すると、 若い 蒙古 人が、 馬車の 上から 飛び おりて 
言う、 

「飛行隊 長 殿に、 お 目に かかりたい。 ぼくは 日本人 だ」 

「なに？」 

歩哨 も おどろいた。 

「どこに いられる か、 飛行隊 長 殿は？」 

蒙古 人が りっぱな 日本語で 言う、 

「ぼくは 高 村 騎兵 中尉、 天佑 谷の 鉄人 閣下の 部下 だと、 飛行隊 長 殿に、 すぐ 報告して くれ。 至急 
だ」 

いよいよ 歩哨は おどろいた。 そこに 飛行 将校が 走って きた。 少尉 だ。 

「オィ、 歩哨、 どうしたん か」 

「ハッ、 この 蒙古 人が、 日本の 騎兵 中尉 殿 だ と言うので あります」 

「中尉 殿 だと？」 



目を 見 はった 飛行 将校に、 高 村 騎兵 中尉は 微笑して 言った。 

「まちがいな く、 ぼくは 高 村 騎兵 中尉、 馬車の 上に おる のは、 皆、 重大 任務を もっている もので 
す。 至急に、 飛行隊 長 殿に お会いしたい！」 

「しや とに 力く. ^ 待ちく ださい そう 言っ てきます から」 

上空で 蒙古の 吹雪に 会った ときより、 まだ おどろいた 飛行 将校、 目を 見 はった まま、 広場の 方 
へ、 いっさんに 走って いった。 

馬車の 上から、 皆が おりた。 クロック 将軍、 ルィ ヵー ル、 国司 青年、 宣彦 もい る。 最後に おり 
たのは、 本郷だ 。馭者 台の 上に 残って るのは、 ほんとうの 蒙古 人 だ。 そこに、 町の 方から、 また 
ひとりの 蒙古 人が 走って きた。 と 思う と、 

「高 村 中尉 殿 ッ！」 

この 蒙古 人 も、 日本語で さけび だした。 歩哨は、 ますます おどろいた。 高 村 中尉が 振り かえる 
と、 

「ャア 、きみか。 おめでとう！」 

「ハッ、 いよいよ 万歳であります、 ハ ハ ハ ハ」 

とても 愉快に 笑いだ した。 熱 河 軍司令部の 衛兵 長を してた 林 だ。 ほんとうの 名は^; 正 虎、 日本 
人 だ。 しかも、 天佑 谷から 熱 河 軍へ 間諜に 入って いた ひとり だ。 

「ハ ハァ 、きみは 逃げなかった のかね？」 
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と、 高 村 中尉が、 ひやかして 言う と、 

「なに、 僕の 逃げる よりも、 湯玉 麟の 方が、 自動車で 不意でした。 おしい ことを しました。 いっ 
しょに 逃げて、 行く さきを、 どうしても 突きと めて やろうと 考えて いたので すが、 ヤァ 、宣彦 く 
ん！ きみの 売って くれた パンは、 そうう まくなかった ぞ。 …… ァァッ 、この 人は？」 

と、 本郷を 見て、 彬 TEV 虎 も 目を 見 はった。 前に 自分の 衛兵の 中に いた シナ 兵 だ。 それが、 バザ 
ロフの 自動車の 運転手を 気絶 させ、 便所の 中へ 置いて いった 人 だ。 

本郷の さわやかな 目が、 なつかしそう に 笑う と 
「衛兵 長、 きみは 僕が 居眠りを していても、 しからなかった ね」 

「ハ ハァ 、いや どうも、 あなたは、 いったい どなたです？」 

「本郷 さんだ よ、 林 くん！」 

と、 高 村 中 尉 が 言う と 

「ヤッ、 これは すると、 僕は 一生、 いばれる ぞ 、本郷 さんを 部下に したんだ からな。 ど 

うだい、 宣彦 くん！」 

宣彦も 目を 見 はって 言った。 

「林さん は、 どうしてそう、 おしゃべ りに なったん です？」 

「それ ァ 、僕 だって、 日本語が 言いたくて、 言いたくて。 熱 河 軍の 中に いたのは、 もう 一年 あま 
りじ ゃない か。 だから、 ここで 一時に、 一年ぶ りを、 しゃべ るんだ。 ハッ ハ ハ ハ ハ」 
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だれよりも 目を 見 はって るのは， 歩哨 だ。 いろんな 日本人が、 少年まで、 蒙古 人に なって い 
る。 そこに、 今 さきの 飛行 将校が' これ も 目を 見 はって 走って きた。 

皇軍の 飛行 :^ を •なにし に 皆が、 承徳の 着陸 場へ 訪ねて きたの か。 武俠嶺 の 無声 単葉機が、 機 
関部を敵に破壊された。その修理の品を至急に借りるためだ。なおーつ'慰配せるひとりの操縦 
手が-西の方の 上空への がれた。 その 飛行機を、 皇軍の 爆撃機が il ： 討！^ の 空に 発見し なかっ 
たか。 これを， たしかめる ためだった。 

(本 郷義昭 少佐 来たる！) 

飛行隊の 将兵が、 承徳 占領と ともに， 二重に 万歳を さけんだ。 それば かり か、 本郷と いっしょ 
に 来て いる 皆が， とても 歓迎され た。 クロック 将軍 も、 ルィ 力 ー ル も •はじめて 日本軍の 将丘 ハを 
見て、 これ また 目を 見は った。 

(こんな 質素で 勇敢な 軍隊が、 世界に あるだろう か) と、 心から おどろい たの だ。 

機関 部の 修理の 品は、 すぐに 貸された。 だが、 覆面せ る 操縦 手の 飛行機は、 発見され なかった 
という。 すると、 赤魔バ ザロ フは 、はたして 北 平へ 飛んだ のでは ない。 吹雪の 雲を 突いて、 西へ 
のがれる と 見せた まま •どこかへ 方向を かえた の だ。 

利徳 三と その他、 地下室から 救われた 蒙古 人 や シナ 人は、 地雷に 負傷した 二人と ともに' 本郷 
が 皇軍の 輸送 隊にた のみ、 東南の 錦般へ 送った。 錦 州には-このと き、^: 配 大将の 関東 軍司令部 
が， 秘密に きていた の だ。 こうして、 赤 魔の 怪 地下室は、 ついに 征服され た。 ところが， この 
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夜、 地下室の 上の 黒松の 森に、 スッと 浮き あがる ように、 人影が あらわれた 森の奥 /VI s 
すぎから 降っ ていた 吹 霞 晴れて、 蒙古の 月が 西へ 沈み かけて いる。 富い 光に 森の 影が、 まっ 
黒く 雪の 上へ うつって、 あざやかな 慰, のよう だ。 その 影から 影へ、 スル スルと 動いて いるの 
丈、 なにものか？ ただ ひとり、 なにを している のか？ 立ち どまる と、 森の 外を、 すかして み 
るら しい。 ジッと 動かずに いる。 

武俠嶺 の 無声 機は、 すでに 修理を 終わって、 今は 影 もない。 森の 外に、 ところどころ 地面が 高 
くもり あがって るのは、 地雷 爆発の あとだ。 —— 遠くに 車の 音が 長く つづいて、 月光のう ちに 聞 
こえる。 日本軍の 輸送 隊 が、 弾薬 や 食糧を 承徳へ 送って ゆく の だ。 — 立ち どまった 黒影が、 ま 
た 動きだした。 あたりを 見 まわしながら、 枯れて る 松の 下へ 出て きた。 そこに、 上から 月の 光を 
あびた。するどい青白い滿 …… 赤 魔 だ！ ただ ひとり、 怪 地下室へ 残って いたの だ。 

部下のユダャ人であるでぃ配がに’^させて’天佑谷の飛行機をうばわせ’どこかへのがれさ 
せた。 赤 魔は 自分の 身が わりに、 丁 殿 九を 使った の だ。 なお、 シオン 同盟の 一党を、 ニ 台の 自動 
車に 乗せて、 まず 西へ 逃げさせた。 が、 自分は ひとり、 地下室に 残り、 電気 地雷を 爆発 させた。 
本郷に 捕えられた のは、 利徳三 ひとり だ。 

C ハ ザロ フは 、どこに？) 

これを、 利徳 三の 顔い ろから、 読みと ろうとして、 本郷 は、 あくまでも 利徳 三を 見つめて いた 
の だ。 I 今 ここに、 深夜、 赤魔バ ザロ フが 、地下室の 上に、 月下の 森の 中に、 ただ ひとり、 な 
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にこと 力た くらんで いる。 本郷 は、 これを 知らずに いるだろう か？ 

空には 蒙古の 月が、 青白く 西に かかり、 地には 熱 河 平原の 雪が、 月の 光に 照らされて 、まっ 白 
にかが やいて いる。 天に も 地に も 光が しずんで いる。 満蒙 大陸の 夜 だ。 

怪 地下室の 上に、 黒松の 森が しげって、 その 下の 陰から 陰へ、 スル スルと 動いて いった 赤魔バ 
ザロ フ 、松の 枝と 葉から もれる 月の 光に、 チ ラリ チ ラリと 姿が あらわれる。 それが スッと 幹の 下 
へ かくれた。 またも 昇降機に よって、 音 もな く 地下へ 降りた か。 あやしい 彼の 影が 見えな くな っ 
た。 

暗い。 見えな くな った。 が、 また チ ラリと あらわれた。 い. るの だ。 枯れ 松の 幹の 下から、 スッ 
クと 上へ 両手を のばし、 たくみに 両足を 動かして、 蛇の ように 幹を のぼって ゆく。 枝の 上へ 出る 
とな お 上への ぼる。 黒く 動いて、 グッと 枝の 上に 立ち あがった。 幹に そうて 黒い 影が、 かくれて 
は あらわれ、 またの ぼる。 高く 幹の 上へ 出る と、 そこに、 ジッと 動かな くな った。 ちょうど 赤 魔 
がー 本の 松の 枝の ように 見える。 怪人、 なにを する のか。- 
月下に 風 強く、 西北から 吹く。 見 わたす かぎり 大陸は 月に 照らされて、 静かな 海の ように 青白 
い。 熱 河の 都 •承徳 へ、 弾薬 や 食糧を 送って ゆく 日本軍の 輸送 隊が 、まだ 長く つづいて る。 その 
車の 音が 風に つたわって、 南へ 南へ と 消えて ゆく。 この 夜 ふけに、 かすかに 別の ひびきが、 風の 
中に 聞こえて きた。 ふるえて くる 音 …… 上空 だ。 それが 西の方から、 近づいて きた。 飛行機 だ。 
すごく 早い。 たちまち おおきく なって きた ひびき、 そこに 月の 光を かすめて 銀色の 翼が、 ス 
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1 ッと かたむいて、 上空を まわろう とする。 このと き、 幹の 上に 青い 光が、 パッ とかが やくと、 
すぐ 消えた。 

(ここ だ！) と、 赤 魔の 発光 信号 だ。 

信号の 青い 光は 消えた。 が、 黒松の 森は、 やはり (ここ だ！) というよう に、 こん もりと 地上 
に 立って いる。 それへ めがけて、 飛行機が 上空に、 ひびきを 止める と、 たくみに 空中を すべって 
きた。 ス レス レに 森を 越えて、 向こうへ おりて ゆく。 —— これ こそ、 天佑 谷の 国司 青年が 前にう 
i われた、 うらみの 飛行機 だ。 (降りた！) と、 見る と、 幹の 上から 赤 魔の 黒影が、 スル スルと 
下へすべり、森の外へあらわれた。すばやく草の上を漱吖ように走ってゆく。飛行機の中から 
も、 人影が 出て きた。 草の 中に 立ち、 ギロギ ロと 目を かがやかして、 あたりを 見 まわす ほお 骨 
の 出て いる 顔は、 名 もす がた も シナ 人に かえて るユダ ヤ 人の 丁 殿 九 だ。 前へ 走って きた 赤 魔を 見 
ると、 

「総 司令！ どうしたです か、 本郷の やつは！」 

のろうよ うに 言う 丁 殿 九、 おそるべきは 日本人 本郷な の だ。 しかし、 赤魔バ ザロ フ は、 ビクと 
も 顔い ろを 動かさず、 大形の 懐中 電燈を 右手に さげた まま、 ジッと 目を あげて、 丁 殿 九を 見つめ 
ると、 

「持って きた か、 たしかに？」 

と、 耳の 底へ しみとおる ような 冷たい 声で、 ききかえす。 
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「無論です、 総 司令」 

丁 殿 九が、 ささやいて 答えた。 

「何 本 か」 

「七 本です。 二つの 籠に 入れて きました」 

「よし。 ガソリン も 十分 か」 

「この 飛行機は、 すばらしいです ぞ総 司令、 一時間 四百 キロは、 私の 腕で だいじょぅぶ だ。 ガソ 
リン も 十分 入れて きました。 たしかです」 

「フム 、これから だ。 丁 殿 九、 行け ッ」 

赤 魔は 丁 殿 九を つれて、 飛行機の 横へ 歩き だして いった。 夜 あけまでに は、 まだ 三時 間 あまり 
ある。 うばった 飛行機に 乗って、 深夜の 上空を、 ふたりの 怪 ユダヤ人が、 どこかへ 飛んで ゆこう 
とする。 



月下の 上空 追跡！ 

(赤 魔バ ザロ フは 、怪 地下室に 残れり— •) 
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これを、 彼の 部下で ある 利徳 三の 顔い ろから、 昼に 黒松の 森の そばで、 本郷 は、 あきらかに 知 
った。 しかし、 国司 青年は 愛機を、 赤 魔に うばわれた という。 

だが、 ふたりの 赤 魔は いないの だ。 飛行機を うばって 西の 空への がれ 去った 覆面の 敵は、 断 じ 
て 赤 魔では ない。 本郷 は、 ひとり、 これを 知っていた。 しかし、 彼を 怪 地下室に 捕らえる のは、 
今や わが 大勢の ために 危険 だ。 毒ガスの 仕掛け ありと、 利徳 三が 本郷に 告げた の だ。 赤 魔を 地上 
へ 出した 方が、 味方の ために 安全 だ。 彼の 武器は、 怪 地下室 だ。 

(天佑 谷の 日本人 全滅を ちかった 彼は、 怪 地下室を 出て、 大興 安嶺へ 行く だろう！) 

本郷 は、 これを 判断した。 しかし、 熱 河の 地は 今や、 日本軍と 満洲 国軍が 前進 中 だ。 すがたを 
あらわせない 赤 魔は、 昼に 怪 地下室へ ひそみ、 夜に 大興 安嶺へ 急行す るだろう。 それには、 部下 
にう ば わせた 飛行機を、 夜に ふたたび 地下室の 近くへ 飛び 帰らせ、 それに 乗って 大興 安嶺の 上空 
へ 飛ぶ。 これが 赤魔バ ザロ フの 計略では ないか。 本郷 は、 この 判断に よって、 わざと 地下室を 見 
すてる と、 承徳へ 馬車に 乗って いった。 日本軍の 爆撃 飛行隊に 頼んで、 武俠嶺 の 無声 機を 修理し 
て もらい、 それを 承徳 まで 木 村と 岩 崎が 操縦して きた。 だが、 うばわれた 飛行機を、 うばいかえ 
すのは、 うらみを のんで 死を 決してる 国司 青年に やらせたい。 本郷は 承徳で 皆に 言った。 

「無声 機には 今から、 国司 くんが 乗れ。 僕 も 行く。 クロック 閣下、 高 村 中尉、 木 村、 岩 崎、 ルィ 
ヵー ル、 宣彦 、六 人は 日本軍の 飛行機 ニ 台を 借りて、 すぐに 天佑 谷と 武俠嶺 へ 帰る よう、 飛行隊 
長の 辻 大佐 殿へ 僕が 頼んで みよう」 
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これを 聞く と、 だれよりも 変な 顔を したのは、 宣彦と ルイ 力 ー ルの ふたり だ。 ルイ 力 ー ルが 日 
本 語で 言いだ した。 

「僕は、 だめです か、 本郷 さん！」 

宣彦 は、 だまって いた。 けれど、 不屈の 眼を かがやかして、 本郷 さんの 顔を 下から 見つめて 
る。 宣彦も ルイ 力 ー ル も、 ふたりとも 無声 機に 乗って、 本郷 さんと いっしょに、 どこへ でも 行き 
たいの だ。 武俠 熱血の 冒険を 手つ だいたい。 ふたりの 熱心な 顔い ろを 見て、 本郷 は、 おもしろ そ 
うに 笑う と、 ほがらかに 言った。 

「静か だよ、 無声 機は、 いっしょに 乗せて やろう」 

「バン ザ ー イ！」 

ルイ 力 ー ルが さけび •宣彦 は 微笑した。 うれしい の だ。 

夜に なった。 武俠嶺 の 無声 機を 国司 青年が 操縦し、 本郷と 宣彦と ルイ 力 ー ルの 三人が 乗り、 承 
徳 からまた 怪 地下室の 方へ 飛んで きた。 最新式の 無声 機 だ。 なんの 音 も 聞こえない。 黒松の 森 か 
ら千七百メートル先まりはなれて、斜面の下へ着陸した。夜ふけまで待った。月かたむいて蒙古 
の方に流星が飛ぶ、その空に、ふるえてきた爆音、と聞くと、国司青年が太い |1| をあげた。 

「や、 本郷 さん、 きたです ぞ 、この 爆音 だ」 

「待て。 赤 魔が 出て 乗る。 なにを する か。 さいごに 捕らえて、 彼のい う 全滅 計画を - 一挙に 破る 
の だ」 
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宣彦と ルィ 力 ー ルは、 おどりあがって 顔を 見 あわせた。 いよいよ 相手は 怪人 赤 魔 だ！ 

苑財 街の 飛行機に、 赤 魔が 黒松の 森を 出て 乗った。 はたして 覆面の ユダャ 人が 操縦して ゆく。 
I 北へ、 北へ-これを 武俠嶺 の 無声 機が 追跡した。 上に 約 三百 メ ー トル、 前に 約 ニ千メ ー トル 
をはな れ て、 音 もな く 追いつ づけた。 さすがの 赤 魔 も、 これを 知らずに いるら しい。 不敵に も大 
興 安嶺の 上へ 出た。 天佑 谷の 真上へ 飛んだ。 その 空に かがやき 出た 一条の 光は 照 空 信号 I 白 
—— 黄 —— 白！ 信号の 意味は なに か？ 

(ヮ レニ 用意 アリ。 鉄人) 

おお 鉄人 先生の 信号 だ。 昼に 高 村 中尉が’ 日本軍の 飛行機に 乗って、 天佑 谷へ 帰って いる。 鉄 
人 先生は 中尉の 報告を 聞いて、 知っていられ るの だ。 

「シオン 同盟の 赤魔バ ザロ フ 、うばいとった 飛行機に 乗って、 天佑 谷を おそう であろう。 本郷義 
昭 、これを 捕らうべく 無声 機に よって 追跡し 来たる であろう」 

高 村 中尉は 本郷に 教えられて、 これを 鉄人 先生に 報告した。 <ヮ レー 一 用意 アリ。 鉄人 V 照 空 信 
号は 本郷 に、 鉄人 先生が 発せられた もの だ。 

「 ゥム’ …… 」 

本郷 は、 白 —— 黄 —— 白の 信号が 消える と、 うなずいた。 赤 魔と 丁 殿 九の 乗って る 飛行機が、 
グ ー ンと おりは じめ た。 谷の 気流に あおられて、 ズズ ズズと 浮いて は 沈みつつ、 おおきく まわろ 
うとす る。 このと き •夜間 望遠鏡を 目にあて てる 宣彦 がさけ び だした。 
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「赤 魔が 落下傘を 背 おってる！ 出た。 降りよう とする。 こちらを 見た」 

「射ちます か、 今！」 

と、 国司 青年が、 うばわれ てる 愛機を 見つめて、 きゅうに 下げ 舵を とった" 

ルィ ヵー ルが 機関銃の ねらいを さだめて、 引き金に 手を あてた。 

「射つな、 捕える の だ！」 

と、 本郷 は、 このと き、 立ち あがる と、 自分 も 落下傘を はずして、 背 おいながら 操縦席へ 出て 
いった。 

愛機を うばわれ てる 国司 青年は、 義憤に もえて、 下へ 全速 度を かけた。 うずまく 気流の 中に さ 
けぶ。 

「やつ、 飛び降ります ぞ！」 

「追え、 下へ！ 地上で 捕える の だ」 

下は 暗く 谷 また 谷の 流れ だ。 

「飛んだ ッ！」 

と、 宣彦 がさ けんだ。 

赤魔バ ザロ フ 、ついに 機上から 下へ、 黒く スッと 飛んで 消えた。 そのまま 見えず、 一秒… 

…ニ秒 …… 三 秒、 開いた 歡 p -歡が 、パッ と 灰色に まるく 下へ ただよいながら、 ゆれて 降りて ゆく 
…… それへ 目が けて、 機首を さげた わが 無声 機、 義憤 必死の 国司 青年が 操縦に、 宣彦も ルィ ヵー 
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ル も 前にの めって 支柱を つかんだ。 本郷は 操縦席のは しに 立ち あがり、 ほとばしる ょうな 声を 
かけた。 

「国司 くん、 きみは 愛機を とりかえせ！ おれは バ ザロ フを 紀 る」 

「ハッ！」 

飛行機の 空中滑走は、 落下傘の 降りる ょりも 無論 早い。 今し も 降りて ゆく 赤 魔の 下へ、 わが 無 
声 機が さかさに 滑走して いった。 

(来たな！) 

赤 魔は、 そう 思った であろう。 つなを 右手に にぎり、 左手に バスケットを だきしめ、 前にめ が 
けた 森の 上へ、 風に 流されて 斜めに 行く …… 。そこに、 無声 機が 下から きゅうに 機首を あげた、 
この 一瞬、 サッと 横へ 飛び出た のは、 本 郷義昭 だ。 これを 赤 魔は 下 空に 見た。 

(なにものか？ 彼 …… 本郷だ ！) 

本郷の ほかに、 ここまで 追ってく る ものは ない！ 赤 魔は 右手を つなから 放した。 腹の軟 齡に 
はさんで る 自動 拳銃を、 つかみだす や 否や グツと 下を 見つめながら、 なお も 横に 流されて ゆく… 

上に 赤 魔、 下に 本郷 、つなを 引く と グーン と本郷 のから だが、 一瞬 空中に 止まった。 落下傘が 
開いた の だ。 それを ねらって いた 赤 魔、 右手を のばす と、 空中に さけんだ。 

「死ね ッ 、本 郷！」 
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赤 魔が のろぅ 空中 宣言 だ。 上から 本郷の 落下傘を めがけて、 たちまち 自動 拳銃を 射ち だした 
下こ流弋てゆく本郷、赤魔よりも早く地上へ降りよぅとする。そこにはげしく拳銃弾をあびた。 
つらぬかれ 破れた 落下傘が、 ふいに 速度を まして 真下へ 降り だした。 つなが 切られた、 あ t ぃ W 
し！ なお 赤 魔は 射ちつ づけ、 本郷は 破れた 落下傘と いっしょに、 矢の ごとく 降りは じめ た。 墜落 
だ 丨 • • •：： 。 

「ア アッ、 本郷 さんが！」 

隨 R な 宣彦 も、 顔い ろを かえた。 ルィ ヵー ルが 赤 魔の 落下傘を めがけて、 横から 機関銃を 射 
ち、 ほとばしる 一分 間 六 百 発の 弾に、 赤 魔 もまた 落下傘を 破られて、 一直線に 降りは じめ た。 墜 
落 だ ， .：：•• o 

一方 丁 殿 九の 操縦す る 飛行機は、 にわかに 上への ぼる と、 西南 さして 遠く 月の 光に かすんで ゆ 
く。 総 司令を すてて、 どこへ 飛ぶ の 力？ 



地霊の 森を 囲め！ 

天佑 谷の 着陸 場には' わざと 光を 発せず、 大勢の 日本人が 蒙古 服を きて、 皆、 空を 仰いで い 
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た。 まん 中に 立って いられる のは、 星 あかりに、 雪の ごとき 白髪の 鉄人 先生 だ。 うしろに 東条参 
謀 長が、 スック と 岩の ょうに 立ち、 横に 高 村 中尉 も、 空を 仰いで いる。 千古の 森林が、 暗く 空を 
くぎって、 向こうに 星が またたい ている。 北の 上空に、 今し も 一機が 方向を かえて、 西南への が 
れて ゆき、 無声 機が 機関銃を 射ちつつ 横に まわる。 下には 二つの 落下傘が、 スーッ と^ jg しは じ 
めた。 さきに 落ちた のが、 無声 機から 降りた 本郷 だ。 その上から 横へ 流れた と 思う と、 一直線 
に、 落ちは じめ のは、 赤魔バ ザロ フだ。 

森の 向こうへ、 ふたりとも 墜落して 消えた。 が、 それを 見なが ら 、だれも だまって いる。 鉄人 
先生が なんとも 言われない からだ。 おどる 血を おさえて、 皆が だまって る。 高 村 中尉は 足ず りし 
た。 そこに、 

a 5 r !」 

ただ 一言、 鉄人 先生が 静かに 命令され た。 

さがす の だ。 本郷を 救い、 赤 魔を とらえる の だ。 鉄人 先生の 命令に、 つづいて 東条 参謀長が 命 
令した。 

「地霊の 森を かこめ！」 

「地霊の 森」 とは、 どこか。 天佑 谷の 西北に、 谷から 谷へ、 こん もりと 白樺の 森が しげり、 その 
北の 峰へ かけて、 ひときわた かく 杉の 大 森林が、 ス タスクと 空に そびえて いる。 この 大森 林を、 
天佑 谷の 日本人た ちは、 「地霊の 森」 と 名を つけた。 その 森の奥から、 流れて くる 清水が、 方々 
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の 谷間へ おち、 土の 中を もぐって、 天佑 谷の 岩屋へ 流れ あつまって くる。 この 清水を、 皆が 飲 
む。 生命の 水 だ。 しかも、 夏は つめたく、 冬は あたたかい。 大地の 霊の ょうな 水 だ。 それが 流れ 
でて くる 森 だから、- 地霊の 森」 という。 

本 郷義昭 が 落下傘と ともに 落ちた。 つづいて、 赤魔バ ザロ フが 同じく 落ちた。 月 かげを かすめ 
て、白衛の森の向こうへ 北の 峰へ ふたりが 落ちた。 そこが、 地霊の 森 だ。 

「地霊の 森を かこめ！」 

東条 参謀長の 命令一下、 このと きそばに 立って いた 日本人は、 鉄人 先生の ほかに 三十 八 名、 中 
の 六 名が 鉄人 先生を 守って 残り、 三十 ニ 名が、 地霊の 森を さして、 天佑 谷の 中の 平地から 北へ、 
いっさんに 走り だして いった。 月に 影と 足音み だれて、 早く も 白樺の 森の奥へ 消えて ゆく。 

鉄人 先生は、 しずかに 空を 仰いで いられる。 はるか 上空に 爆音 遠ざかる 敵の 飛行機は、 国司 青 
年が うばわれた 愛機 だ。 方向は 西南 …… どこへ 行く？ 

(西南 …… への がれる か？) と、 東条 参謀長 も、 鉄人 先生の そばに 立ち、 遠ざかる 爆音に 耳 
をす ました。 が、 偉丈夫の 東条 参謀長 も、 今は、 さすがに 胸 さわぎして、 ジッと 眉を しかめて 
る。 

(本郷 は 安全 か？) 

ああ じつに 心配 だ。 地霊の 森は 深い。 一直線に 墜落した 本 郷と赤 魔が 落ちて どうした か、 死 か 
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(安全 なれ！ われらの 本郷義 昭！) 

祈る！ 東条 参謀長 ばかりでなく、 ほかの 五名が 皆、 だまって 祈りながら、 月 青白き 上空を 見 
つめて る。 そこに、 音な く 左の 方から まわって きたのは、 武俠嶺 の 無声 機 だ。 翼を かたむけて、 
地霊の 森の 上空へ、 低く まわって きた。 

武俠嶺 の 無声 機に、 国司 青年は、 操縦桿を にぎりしめ、 はるか 下に 暗い 地霊の 森を' 上空から 
見つめて いた。 

(どぅした か 本郷 さんは？) 

消えた の だ， 赤 魔 もまた、 落下傘と ともに 森の奥へ、 上から 消えた。 

赤 魔の 落下傘へ 機関銃を 射ちつ づけた ルィ 力 ー ル も、 下を 見ながら さけび だした。 

「国司さん！ 着陸す る 所は， な いんです か。 助けに ゆこぅ、 本郷 さんを！ すぐに」 

(本郷 さんは 生か 死 か？) 

着陸 所は 近くに ないか？ だが、 本郷 さんは、 飛び おりる 前に、 なんと 言った か' 

「国司 くん、 きみは 愛機を とりかえせ！ おれは バザ ロフを 配る！」 

本郷さんの断然たる命令だ国司青年は、愛機をとりかえすべく、上空追歐をつづけねばなら 
ぬ。 しかし 今、 本郷 さんは 墜落した。 生か 死 か？ これを見すてて行けるか、国司青年 ©* 搬齡 #1 

をに ぎって る 手が、 ふるえだした。 迷って ふるえる。 着陸 所は 近くの 平地に ある。 白 黄 

白の 照 空 信号が 今 さきに かがやきで た、 その 平地 だ。 着陸す るか •否' 敵を 上空に 起 m する か、 
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迷ぅ 国司 青年の 後ろの 席に、 だまって 唇を ひきしめて た宣彦 が， スック と 立ち あがった。 右手に 
もってる 夜間 望遠鏡を、 席へ おいた。 左手は 支柱を つかんだ。 その 支柱の 下に、 白く たたまれて 
るのは、 なお 一つの 落下傘 だ。 

「国司さん！ 愛機を 追跡！ 僕は 飛び おりて 本郷 さんを さがす」 

爆音な き 無声 機の 上に、 宣彦 のさけ ぶ 声が、 朗々 と 風に 散って いった。 必死の 声 だ。 しかも、 
おちついて いる。 これを 聞いて、 ルイ 力 ー ルは 顔を かがやかした ■(しま ッた) と、 思った の だ。 
自分 こそ 行きたい。 が、 落下傘は 今一つし かない。 国司 青年 も 顔を かがやかした。 

「ウム 、行く か、 宣彦 ！」 



答える ょりも 宣彦 は、 支柱の 下に ある 落下傘を、 取り あげる と両 肩へ 背 おい、 胸 帯と 腹帯を 引 
きしめた。 行く の だ、 地霊の 森へ、 本郷 さんを さがしに！ 赤 魔を 捕らえに！ 決死の 落下！ 
と’ 宣彦は 横にい る ルィ 力 ー ルに 言った。 

「クロック 将軍に、 よろしく！」 

ルィ ヵー ルは 宣彦の 手を ヒシ とに きりし めて 言った 
「また 会おぅ、 宣彦 —.」 

無声 機上に 別れを 告げる ニ 少年 •生別 か 死別 か、 ふたりは 月の 光の 中に 目を 見 あわして 微笑し 
た •風は 西北 だ。 国司 青年は 地霊の 森の 西北へ まわりながら、 操縦して いった。 
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(死ぬな、 宣彦！ ) 

祈る 国司 青年の 後ろに、 宣彦は 翼の 下へ、 落下傘を 背 おってる からだを 突き だした。 風 烈し、 
左手に 支柱を つかみ、 右手は つなを にぎって、 青 暗く 見える 下界の 森を 見つめた、 この 一秒に、 
サッと 横へ 飛んだ。 球の ょぅに 空へ 落ちた 瞬間、 かねて 国司 青年に 教えられた 落下の 練習のと お 
り、 おちついて グッ とつな を 引いた。 上に 開いた 落下傘が、 このと き、 下の 平地に 立って いる 鉄 
人 先生と 東条 参謀長の 五名の 日本人に、 パッと 白く 見えた。 

「だれか、 下りた ぞ」 

東条 参謀長が、 仰いで 見つめる 上空に、 西北から 斜めに 流れ おちて くる、 風は げしく 落下傘を 
突いて、 その 下に ゆれながら 来る 小さな 人影、 これを 見て 皆が さけび だした。 

「子ども だ ぞ 、ちいさい！」 

「宣彦 じ ゃない か」 

「地霊の 森を、 目標に してる らしい」 

「森の 外へ、 ぅまく 下りる か」 

「引っ かかる と、 いかん ぞ！」 

鉄人 先生が、 しずかに 言われた。 

「森を 照らして やれ」 

平地に ある 照空燈 が、 電気 スィッチを おされて 、カッと まっ 白に かがやき 出た。 すごい 光が、 
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ギラ リと 地霊の 森の 方へ 向けられた。 白く やみを 破って 滝の ような 光 だ。 それが、 はるか 向こう 
の 杉 森を 照らす。 その 森の いただきへ' 宣彦 がス レス レに 下りて きた。 なお その上 空に、 武俠嶺 
の 無声 機が、 宣彦の ために 照 空燈の 光を 感謝す る ごとく 機首を さげた、 と 思う と、 たちまち 上へ 
一転して 西北の 方へ、 速度を ましてす ごくの ぼって いった。 上空 追跡！ 遠く 逃れ 去った 敵を， 
国司 青年と ルィ 力 ー ルが、 あくまでも 追って ゆく。 かすかに 聞こえる 敵の 爆音 …… 遠くの 爆音を 
聞きうる のは、 わが 無声 機 だから こそ。 星の 下を かすめ 行く、 その 単葉の 機影が、 西北の 方へ 音 
もな く 消えた。 

かがやき 出た 照空燈 のまっ 白な 光に、 宣彦は 空中で つつまれて、 まぶしく 下を 見た。 照らし 出 
された 森の 緑が、 すぐ 足の 下に 見える。 飛び おりたと き、 はじめに 飛行機の 高さと 風の 速度を 考 
えて、 森の 東南へ 着陸す る 決心だった。 胸 帯と 腹帯を、 宣彦は 今やは ずし かけた。 地面へ 着いた 
ら 、すぐは ずす の だ。 そうしな いと •落下傘に 引きずられて、 平地で も 危険 だ。 まして 今は、 森 
あり 谷 あり 崖 あり、 もっとも 危険な 場所 だ。 地霊の 森は おおきい。 その上を スレス レに 下りて く 
ると、 宣彦は 両足を ちぢめた。 風に あおられた 落下傘が、 グーン と宣彦 のから だを 上に おどらせ 
た。 その 一瞬、 森のは しを 越えた。 東南へ …… 谷間へ •ななめに 下りて ゆく。 下は まっ 暗な 崖 
だ。 きゅうに 風の 音が 聞こえて きた。 森に あたる 風が、 谷へ おりて 舞い あがる。 宣彦は •また お 
どらされ た。 と 思う と •谷風に 吹き あげられた 落下傘が、 きゅうに おりだした。 

(今 だ ッ！) 
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と， また 両足を ちぢめた 剛胆な 宣彦 、両手を 胸 帯へ かけた。 

崖のは しへ ズシンと 両足が ついた、 そのと き、 すばやく 胸と 腹との 革帯を はずしながら、 宣彦 
は 崖へ ころんだ。 今にも 落ち かける、 ズズ ズズと 落下傘の つなに 引きずられて •そこに 突き出て 
る 岩の かどを、 両手に だきしめた。 このと き、 革帯が はずれた。 サーッ と 吹き あげてき た 谷風 
に、 また 舞い あがった 落下傘が、 宣彦 のから だを 放れた つなと 革帯を 引いて、 向こぅの 白樺の 森 
の 方へ、 ゆらゆらと 流れて ゆく。 宣彦 はだき しめてる 岩の 横へ、 ょぅやく 立ち あがった。 同時に 
声の あるかぎり さけび だした。 

「本郷 さん 丨. どこです かア？ •」 

この 声が、 森の奥へ 遠く ひびいて いった。 が、 答える 声は 聞こえず、 風の 音 だけが 地霊の 森を 
かすめて、 遠くの 方から、 鈴の なって るよう な、 かすかな 音が 風に つたわって きた。 谷へ おちて 
る 水の ひびき だ。 



夜 あけまで 休戦 だ 



三十 ニ 名の 日本人が、 鉄人 先生と 東条 参謀長の 命令に ょって、 天佑 谷の 平地から 白樺の 森を ぬ 
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け. 地霊の 森へ 入って きた* 

森の 上を、 今や 照空燈 のまっ 白な 光が， あかるく 照らし 出して る。 いただきの 葉から 枝へ 幹 
へ、 かがやく 光が 照り かえして， ひろい 森の 中が， ぽん やりと 明るく 見える。 皆の 走る 足音が 四 
方へ わかれて、 森の 中を かこもう とする。 その 足音を， 宣彦は 崖の 上で 聞いた。 

(ああ 天佑 谷の 人たち がきた！) 皆、 宣彦の 知って る 人たち だ。 しかし、 宣彦 は、 自分の 助けを 
呼ばず、 (これで、 地霊の 森は、 だいじょうぶ だ！) と、 まず 安心す ると、 自分は、 崖の 下の 方 
を •ジ ー ッと見 まわした。 

うす 暗い。 月の 光は 森に さえぎられ， かげに なって る 崖の 下 ：： 谷底は、 深さ も 知れず 暗い。 
上の 方の 土 だけが、 ボ ー ッと 赤黒く 見える のは’ 照 空燈の 光を 森が 照り かえして るから だ。 崖の 
向こう も 谷、 その 向こう岸 も 崖 だ。 見る と •そこに、 なに か 黒い ものが、 ジリ ジリと 向こう岸の 
崖を 登って くる。 人 だ。 宣彦 は、 目を 見は ると’ ハッと 岩 かげに 身を ひそめた。 

人影が 登って くる。 動かな く なった。 黒い。 ジッと 岩の かたまりの ように 見える。 それが、 ま 
た 登り だした。 崖の 草 か 木を つかんで くるら しい。 ななめに 右の 方へ、 また 左の 方へ， よろめく 
ように 登って くる。 

(本郷 さんを 赤 魔 か？) と， 宣彦 は、 岩 かげから ソッと 出る と •崖のは しを 向こう岸へ、 身を 低 
めながら まわって いった。 今や 胸 さわぎして きた。 

地霊の 森の 方に、 大勢の 足音が、 奥の 方へは いって ゆく。 それを 宣彥は 聞く と、 
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(呼ぼう か) と、 すぐ 思い かけた。 

が、 今が 大事 だ。 崖を 登って くる ものが 赤 魔 だと、 声を 聞いて 逃げた とき、 また 捕らえられな 
い、 向こう岸は、 遠い の だ。 

(今す こし 近づいて やろう！) と、 宣彦 は、 おどる 熱血を 胸に おさえて、 グッ とおち ついた。 
崖のは しが、 すり鉢の ように まるくなってる。 その上を、 宣彦 は、 向こうの 人影の 方へ、 足音 
もたて ず まわって いった。 身を 低く し 目を さだめて、 今 こそ 上から 見き わめよう とする、 そこに、 
「宣 彦！」 

下から 呼んだ 小声は、 おお 本郷 さんだ。 



声 も 出ず、 宣彦は ょろこんで 立ち あがった。 

「静かに 待て」 

崖を 登って くる 本 郷義昭 、上に いる 宣彦に 言いながら、 そばに 生え しげって る 岩 松を 左手に つ 
かみ、 ジリ ジリと 崖のは しへ あらわれ ると、 宣彦の 前へ、 ゆうゆうと 立ち あがった。 

ふたりは、 うす 暗い 中に 顔を 見 あわせた。 

「宣彦 、きみは、 もう 少しで 崖へ 落ちる ところだった な」 

と、 微笑して ささやく 本郷 は、 左手で 自分の 蒙古 服の 胸を つかむ と、 そばに ある 岩へ 腰をおろ 
した。 
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宣彦 は、 ジッ と本郷 さんの 顔を 見ながら 言った。 

「崖の 下へ、 僕よりも、 あなたが 落ちて たんじゃありません か」 

「ゥム 、無声 機から きみが おりる ところ も， 見て いたの だ。 空は 谷の 底から、 よく 見える」 
「あなたの 落下傘は、 どうしました？」 

「地霊の 森に 引っ かかった。 つなが 切れて， 枝の 上から， おれは 墜落した が、 やられた！」 
「どこを です？」 

と、 宣彦は 顔い ろを かえた。 

「なに、 左の 腕 だ」 

「折れたん です か」 

宣彦 は、 服の 上を つかんで る本郷 さんの 左腕を 見た。 

「まず 折れたろう。 宣彦 。大きな 声を するな、 バ ザロ フが 近くに おる らしい ぞ」 

と、 本郷は 平然として ささやく。 

宣彦 は、 あたりを 見 まわした。 ここは 地霊の 森の 南に ある 崖の 上 だ。 怪人は 生きて るの だ。 

「赤 魔の やつ， 崖へ 落ちた のです か」 

「落ちる よりもに げた。 彼は 森のは しへ 引っ かかった。 僕が 森の 中から、 走って きたと き だ。 崖 
をめ がけて、 バ ザロ フは 落下傘の つなを 持って 飛び こんだ」 

「深いんで しょう、 崖の 下は？」 



206 




「約 二十 メ ー トル' 谷底を 今まで さがして みたが、 さすがに おらん。 この 近くへ 登った か。 夜 あ 
あけまで 待とう」 

「天佑 谷の 人たち が、 地霊の 森を さがして います」 

「ゥム 、鉄人 先生の ご 命令だろう。 バ ザロ フが 森に ひそんで おれば、 今に 発見され るぞ。 宣彦、 
きみ も 腰をおろして 休め。 まず 夜 あけまで 休戦 だ」 

ゆうゆうたる 日 東の 剣俠児 •折れた という 左腕を 胸に かけた まま、 宣彦 をいた わって， 足 もと 
へ 腰をおろさせた。 

(本郷 さんは、 宇宙の 力が 人間に なった んだ！ ) 

宣彦も 立ち あがった。 いよいよ 戦 うんだ。 が •敵の 怪人 赤 魔は、 どこに ひそんで るか。 

「本郷 さん、 赤 魔を さがし ましょう！」 

崖の 下を 見る と、 けわしい 岩 また 岩が 赤い 土から 突き出て る。 松と 雑草と 雪が 下の 方まで つづ 
いて、 底が 見えず、 シ ー ンと谷 じゅうが 静まって る。 宣彦 は、 ささやいた。 

「この 崖の 下から 谷を つたわって， 赤 魔の やつ、 夜のう ちに 遠くへ 逃げた のでしょう か」 

「いや、 彼は 逃げる 男では ない」 

「では， 近くに いるんで すか。 捕らえましょう」 

「どこに おる か 。 …… j 

と、 言う と、 本郷の 瞳が すみきって、 向こう岸の 崖を 見つめた。 



207 




今までから だは 休戦して いた。 が、 心は 一秒 も 休まず、 本 郷は赤 魔の ゆくえを、 心で 追跡して 
たの だ。 

(天佑 谷の 日本人 全滅を 宣言した 彼！ はたしてな にを する か？) これを 考えさ ぐって いた 本郷 
義昭 、向こう岸の 崖を 見つめながら、 左腕を 自分の 胸に かけた まま、 しずかに 言いだ した。 

「パ ザロ フが ねらって いるのは、 僕よりも 鉄人 先生 だ。 彼は 鉄人 先生を 倒して、 シオン 同盟の 勝 
利を、 僕に 見せよう とする。 今、 危険な のは 天佑 谷 だ」 

本郷 がそう 言った とき、 地霊の 森の 中から、 さけびながら ひとりの 日本人が 走って きた。 
「そこに いられた のです か！」 

高 村 騎兵 中尉 だ。 よろこびと おどろきに 目を かがやかして、 いっさんに 走って くると、 

「宣彦 、きみ も！ いつおり てきた のか」 

本 郷は高 村 中尉に たずねた。 

「地霊の 森に、 バ ザロ フの足 あとで も 発見した か」 

「ぃゃ」 

と、 高 村 中尉は 失望した ように、 

「落下傘が ニつ、 森の 中と 外に、 幹へ 高く 引っ かかって る だけです。 あなた も 赤 魔 も 見えない の 
で、 皆が 今、 森の 中で 相談して ると ころです。 向こうへ、 いらして くださいません か」 

「僕が 行く よりも、 すぐに 諸君が 天佑 谷へ 帰る がいい」 
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「赤 魔を さがさずに です か」 

「彼が 落ちてから、 ニ 時間 あまりす ぎて るぞ 。高 村 中尉」 

「そうです。 しかし、 どこかに 倒れて ると 思う のです。 墜落して」 

「そうでは ない。 僕 も 倒れて いないでは ないか。 すでに ニ 時間、 危険な のは 天佑 谷 だ。 諸君は 帰 
って 鉄人 先生を 守れ！ 僕は 宣彦を つれて 赤 魔を 捕る！」 

本郷の 命令 だ。 が、 どうして 天佑 谷が 危険な のか？ 高 村 中尉は わからずに、 ふと ロを つぐん 
だ。 このと き、 崖の 下を 見 まわして いた 宣彦が 、きゅうに 指さして さけび だした。 

「あそこの 草の 中に、 あんな ものが 落ちて います」 

本 郷も高 村 中尉 も、 その 方を 見た。 崖の 中途の 草 むらに、 キラリと 光って る もの …… 細い ガラ 
スの管 だ。 試験管の ような もの だ。 それを、 ジッと 見す えた 本郷が 、どうしたの か 顔い ろを かえ 
た。 

(本郷 さんが 顔い ろを かえた！) と、 宣彦も 高 村 中尉 も、 ハツと 息をつめ た。 



しや めんかん てん 

斜面 寒天の バィ キン 




-1 宣彦！ あれを 拾って こい j 

顔色を かえた 本郷 が、 すぐ 平生の 瘭然た る 顔に なって、 静かに 命令した。 

「ハッ」 

宣彦 は’ すぐに 崖を おりは じめ た。 

岩に つかまり' 足 もとの 土を ふみしめて' 草 むらの 上まで 行く と、 宣彦 は' 大きな 「狐の 牡 
所」 といぅ 毒草の 葉の 下に、 キラリと 落ちて る ガラス 管を 拾い あげた。 上の ロのと ころが こわれ 
て， 下 だけが 残って いる。 それを 持って、 宣彦は 崖を ょじ あがって きた。 ザ ラ ザ ラと 赤土が おち 
る。 

「これです」 

さしだした 宣彦の 手から' ガラスの 細い 管 —— こわれて る 試験管を、 本郷は 受けと ると、 空に 
すかして みた。 高 村 中尉 も 宣彦も 下から 見た。 

管の 底に、 白い ものが 入って る。 動かない。 上がな なめに なって るから、 液体では ない。 高 村 
中尉が きく、 

「なんです か、 これは？」 

「 fK だ。 上が 斜めに なって る。 斜面 寒天と いぅの だ」 

.と、 本郷が 説明す る。 

「赤 魔です な、 こんな ものを おとした のは？」 
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「無論 だ。 ここの 崖を 飛び おりる とき、 この 一本を おとした の だ。 ほかに 幾 本 もって おった か。 
…… 高 村 中尉！」 

「ハツ」 

「すぐに 天佑 谷へ 行け。 鉄人 先生に 報告せ ょ、 『バ ザロ フが 地霊の 森の 谷水へ、 おそるべき バイ 
キンを 流しました』 と、 大 至急す ぐ 行け！」 

「ハツ」 

サツと 顔い ろを かえた 高 村 中尉、 身を ひるがえ すと、 たちまち 白樺の 森の 方へ 走り だしてい っ 
た。 

宣彦も 顔い ろを かえた。 

「本郷 さん、 その 試験管の 中に、 バイ キンが いるので すか」 

「この 斜面 寒天が、 バイ キンを 養う の だ。 空気に さわる 上の 面を、 斜めにして 広く する。 バイ キ 
ンは 寒天で 育つ」 

「なんの バイ キンです か、 コレラ、 ペスト、 そういう 毒の バイ キンを 赤 魔が、 …… 本郷 さん、 鉄 
人 先生は、 いつも 水を 飲まれ るんで す」 

と、 宣彦の 声が ふるえた。 

じつに おそるべき 赤 魔の たくらみ だ。 彼が 墜落して、 三時 間ち かくすぎ てる。 地霊の 森の 谷水 
は、 天佑 谷の 岩屋へ、 すでに 流れて いってる の だ。 赤 魔は 幾 本の 試験管を 割って、 谷水の 流れへ 
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投げた か* たとえ 一本で も、 何 億と いう バィ キンが， 天佑 谷へ 流れて いったの だ。 

「宣彦 、森へ 行って 皆に 言え、 だんじて 水を 飲むな と」 

本郷は 、そう 言う と、 目を とじた。 

天佑 谷の 照 空 信号 場の 平地から、 鉄人 先生は、 東条 参謀長と 五名の 日本人を つれて、 岩屋の 中 
へ、 帰って こられた。 

石の 階段を 下り、 岩壁の トンネルの ょうな 廊下を とおり、 奥の 方に ある 広い まるい 一室が、 鉄 
人 先生のへ や だ。 すみの 方に、 木で 造った そまつな 寝台が ある。 遠く、 かすかに 聞こえる のは、 
地霊の 森から 流れて きた 谷水の 音 だ。 鉄人 先生は、 へやへ 入られる と、 正面の 岩壁に かけて ある 
大きな 日章旗へ、 雪の ょうな 白髪の 頭を さげて、 ジーッ と 敬礼され た。 ついて きた 東条 参謀長 
も、 神聖な 国旗に 敬礼した。 五名の 日本人は、 岩屋の 入り口と 廊下の 要所要所へ、 歩哨に 立っ 
た。 

これ も 木で つくった 大きない すへ、 鉄人 先生は、 しずかに 腰をおろされた。 前の 机に、 満洲と 
蒙古と シナの 大地 図が ひろげられて いる。 そばに 立ち どまった 東条 参謀長は、 直立不動の 姿勢を 
とって 言った。 

「本郷 と 宣彦の 生死を たしかめに、 わたくし も、 地霊の 森へ 行きたい と 存じます」 

「きみは、 」 

と、 鉄人 先生は、 眼の 下の 地図を 見ながら、 しずかに 言われた。 
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4 



「パ ザロ フを さがせ」 

「赤 魔は、 本郷 と、 ほとんど 同じ 所へ 落ちた と 存じます が」 

「参謀長、 夜 じ ゃ」‘ 

「ハッ」 

東条 参謀長は、 かしこまった。 

夜 だ。 本 郷と赤 魔が、 ほとんど 同じ 所へ 落ちた としても、 やみの 中に、 ふたりは 地上で、 はな 
ればな れ になって るか もしれ ない。 すでに 今まで、 地霊の 森から、 なんの 報告 もこない のは、 本 
郷 も宣彦 も， なお •赤 魔 も、 まだ 発見され ないから だ。 しかも、 地霊の 森を g みに いってる 日本 
人は •その 数 三十 ニ 名' 大勢 だ。 東条 参謀長は' 凛と して 言った。 

「わたくしは、 バ ザロ フを さがし、 生きて おれば' 捕らえて まいります」 

(三十ニ名の大勢が’今までなでをしておるか？)これを思ぅ東条参謀長、自分が行って三十ニ 
名を 指揮すべく •パ ザ！！ フの捕 t を、 鉄人 先生に ちかって、 そのへ やを 出て きた。 

廊下へ 出て くると •そこに-立って る 歩哨の 幸 田 歩兵 少尉が、 蒙古 服の まま 手を あげて 敬礼し 
た。 東条 参謀長は、 同じく 蒙古 服の まま 答礼しながら、 

「幸 田 少尉、 僕は、 外へ 出て くる」 
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「閣下の 守護を たのむ ぞ」 

スッ」 

幸 田 少尉は、 唇を ひきしめて、 うなずいた。 

怪人 赤 魔が 近くへ 墜落した。 死んだ か、 生きて るか、 赤 魔 来たる。 わが 鉄人 先生 I 尊き 閣下 
のために、 岩屋の 带 is を、 なお 十分に 厳重に しなければ ならぬ。 歩哨に 立って る 幸 田 少尉の 責任 
は、 じつに 重い。 

「たのむ ぞ！」 

と、 かさねて 言った 東条 参謀長は、 

「閣下に、 水をさし あげて おいて くれ。 ゆうべから、 おつかれだろう」 

と、 言いながら、 階段を あがって いった。 

廊下の 岩壁の あいだに、 石を くりぬいた 棚が ある。 幸 田 少尉は、 その 棚の 上から、 コップと 盆 
を 取り出した。 一方の 廊下へ まわって ゆき、 谷水が おちて る 小さな 滝から、 すきとおる ような 清 
水を コップへ 受けた。 そして、 鉄人 先生の 前へ、 しずかに 持って いった。 

「閣下、 水を もってまい りました」 



地図を、 ジッと 見て いられた 鉄人 先生、 コップを 盆の 上から 受け とって、 机の 上へ、 そのまま 
置かれた。 
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毒蛇、 草に ひそむ 



ドイツの 国に、 ハンブルクと いぅ 大きな 都会が ある。 そこの 水道の 一力 所に •ある 年、 あやま 
って コレラ 病の バン キンが おちた。 すると、 その 一力 所から 流れて くる 水を、 方々 で 飲んだ もの 
が、 たちまち コレラ 病に かかり' ハンブルクの 市中は、 大さ わぎを した。 大勢の ものが、 おとな 
も 子ども も、 コレラ 病の ために 死んだ。 これは' お 医者の 学問の 歴史に， 今 も 書かれて いて、 有 
名な こと だ。 たとい 少しの バイ キン も、 ふえる ときには、 幾 億、 幾 十億と ■すぐに ふえる。 おそ 
ろしい のは， 病毒の バイ キン だ。 

ハンブルクと コレラ 病の ことを、 本 郷義昭 は、 今、 天佑 谷の 鉄人 先生の 上に 思い出した。 

(残念！ 残念！ 残念！) 本郷 が、 このと き ほど、 残念に 思った ことは ない。 

(神の ごとき 鉄人 先生が、 赤魔バ ザ！！ フのた めに 倒れられたら、 …… 高 村 中尉、 行け！ 一秒 も 
早く、 鉄人 先生の 前へ 走れ！) と、 本郷は 、歯ぎ しりして 祈った。 全身の 気力を こめて 祈っ 
た。 

高 村 中尉は、 この 時、 必死に 走って いた。 白樺の 森を くぐりぬ け、 岩を 飛び こえ、 また 崖を 下 
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り、 自分の あぶない のを 忘れて、 いっさんに 走りに 走る。 天佑 谷の 岩屋へ 丨 .高 村 中尉の 心 

は、 鉄人 先生の 前へ 飛んで いた。 道な き 近道 だ。 谷の あいだを、 ひた 走りに おりて ゆく。 はだしの 
足が 岩 かどに 傷つき、 つかんだ 木の 幹 や 草に 手 も 傷つき、 流れる 血 も そのままに、 走りながら、 
(高 可 中尉、 行け！ 一秒 も 早く！) と、 本郷 さんの 力 ある 声を、 中尉は 耳の そばに、 聞いた よ 
うに 思った。 —— 一秒 も 早く！ ハッと 中尉は、 目の まえの 崖を 飛び おりた。 草 むらを 走る。 こ 
の 一秒 こそ、 日本の ため、 満洲 国の ため、 アジアの 平和を まもるた め、 鉄人 先生の 安全の ため 
に、 一秒の 早 さを あらそう。 

谷間に 草深し。 いよいよ 天佑 谷が 下に 近く、 この 谷底を 右へ まわれば、 岩屋の 入り口 だ。 高 村 
中尉は、 息を きって 走りながら' ガッ クリと 岩に つまずいた。 (なにを！) と 足を のはして ま 
た 走る、 そこに、 すぐ 前の 草 むらから、 スック と 立ち あがった 人影、 と、 目の まえに 見た 高 村 中 
尉は、 アッと 立ちす くんだ。 

(赤 魔！) 

「タカ ムラ、 どこへ 行く か」 

日本語を 赤 魔が 言った。 蛇の ごとき 瞳が、 高 村 中尉を 見つめて、 顔色は 死人の ように 青白く、 
右手に 無声 拳銃を にぎりしめて、 

「フン、 ここは 通れん の だ」 

あざ笑う 怪人 バザ ロフ 、天佑 谷の 近くに ひそんで、 岩屋へ 報告に くる ものを、 ここに ふせぎ 止 
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めょうと する。 あくまでも 鉄人 先生と 日本人を 岩屋の 中に ^ そうとす るの だ 

一秒の 早 さを あらそう。 高 村 中尉は 青く なった。 今、 手に なにも 持って いない。 素手 だ。 赤 魔 
は 無声 拳銃を、 ジリ ジリと 中尉の 胸へ むけながら、 しかも、 あざ笑う 毒蛇の ごとき 怪人バ ザロ 

フ、 ゎ 

「貴様 も、 鉄人と いっしょに 死ね！ それが、 フム 、望みだろう」 



高 村 中尉の 青ざめて る 顔に、 タラタ ラと 冷や汗が 流れて きた。 自分の 死を おそれず、 鉄人 先生 
の 死を あやぶむ、 中尉は 冷や汗を 流した まま、 ふるえだした。 

青ざめ ふるえて る 高 村 中尉を 見て、 赤 魔は、 なお、 あざ笑った。 拳銃の 黒い さきを、 中尉の 心 
臓へ、 ビタリと ねらい さだめた まま、 日本語で ささやく。 つめたく こおる ような 声 だ。 

「見ろ、 本郷 も、 今に 死ぬ の だ。 皆、 おれの 手に よって、 この 世界と ながく サヨ ナラを する。 お 
れの シオン 同盟に、 手向かった 罰 だ。 だが、 タカ ムラ、 きさま だけは、 ここで シオン 同盟に つ 
け！ 死を のがれる 条件と して、 鉄人とは なにものか？ それを 言え、 言えば タカ ムラ、 きさま 
の 死 だけは、 許して やろう。 鉄人とは なにものか？」 

青い 炎を はくよう な 瞳を きらめかし 、パ ザロ フは高 村 中尉を 見つめて、 

「動くな、 言え ッ！ 死ぬ か」 

グッ とせ まって きた、 赤 魔の 顔を 見 かえして、 高 村 中尉は、 あえぎながら、 
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「言おぅ、 バ ザロ フ！ 待て！」 

と、 自分 も 日本語で ささやいた。 

「ウム 、命を おしめ， タカ ムラ、 鉄人とは なにものか？」 

「鉄人 先生は、 …… 」 

「本名を 言え！」 

「日露戦争の 時に、 戦死され た、 そのと きから、 …… 」 

「なに？」 

「戦死され たと きの 名は 、 …… J 

ますます 小声に なった 高 村 中尉、 耳を すます 赤 魔が、 まばたきした 一瞬に、 サッと 下へ 身を ふ 
せた。 同時に 身を 引いた 赤 魔の 横面へ、 中尉の 鉄腕、 横な ぎの 早業に、 打たれた 赤 魔は、 グッと 
右手を つかまれた。 が、 

.チ！」 

英語で さけんだ 赤 魔、 つかまれた 右手の 指を 引く と、 

「死ね ッ丨 •」 

引き金を ひかれた 無声 拳銃、 音 もな く ニ 発を 射ち だした。 

左の 腹へ、 ハッシ と 敵弾 ニ 発、 射ち こまれた 高 村 中尉、 ょろ きながら、 赤 魔の のどへ 飛び かか 
った。 そこに、 なお 一発、 左 腹へ また 射ち こまれた。 
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チ ラリと 見えて 消えた 



宣彦 は、 地霊の 森へ、 まっすぐに 走って いった。 

森の 外の€ に、 上から 黄色い 落下傘が 引っ かかり、 長いつな が 幹の 下まで さがって る。 

(赤 魔の 落下傘 だ！) と、 見 あげる まもなく、 宣彦 は' 森の奥へ 飛んで ゆく と、 

「本郷 さんの 命令！」 

と、 声の あるかぎり さけんだ。 

森の奥に かたまって る 皆が、 ハッと こちらを 振りむ いた。 (宣彦 がきた！) と、 おどろく 皆に、 
宣彦 は、 なおさけ びつ づけた。 

「断じて 水を 飲んで はならない。 赤 魔が、 おそるべき バィ キンを、 谷水を 流した。 皆、 天佑 谷へ 
帰って、 鉄人 先生を 守れ！」 

これを 聞いて、 三十 ニ 名の 日本人が、 一時に 森の 外へ 走り出て きた。 

「本郷 さんの 命令 か、 宣彦 、どこに 本郷 さんが いられる のか ッ」 

先頭に 南 工兵 大尉が、 走って きながら たずねた。 
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「向こうの 崖の 上に！」 

宣彦は 後ろを 指さした。 

■よし！ J 

皆が カづ いた。 しかも、 赤魔バ ザロ フが 、どこかに いるの だ。 谷水へ バィ キンを 流した とい 
う。 天佑 谷 あやうし！ 赤 魔を 捕えて、 わが 鉄人 先生を 守れ！ と、 三十 ニ 名の 日本人が、 宣彦 
とともに、 地霊の 森を バラ バラと 出て くると、 

「どこか、 本郷 さんは？」 

南 大尉が、 また さけび だした。 

崖の 上に、 本郷 さんの 姿が 見えない の だ。 今、 五六 分の 間 だ。 宣彦 は、 その 崖の 上へ、 飛ぶ よ 
うに 走って いった。 

(どこへ？) と、 見 おろす 崖の 下に、 赤土と 草 むらと 小 松が しげり、 その 下に チ ラリと 見えた の 
は、 本郷 さんの 頭と 肩 だ。 それが 草の 中へ スッと 消えた。 

「僕は 宣彦を つれて 赤 魔を 捕る！」 本郷 さんは、 そう 言った。 宣彦 は、 ハッと 息をつめ る 

と 崖の 下へ、 一気に 飛び おりた。 本郷 さんは 赤 魔を、 見つけた のでは ないか？ と、 赤土から 草 
むらへ、 スル スルと 下りて ゆく、 上から 南 大尉の 声が 聞こえた。 

「宣彦 、どこへ 行く かッ J 
「本郷 さんの 所へ！」 
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「おお、 よし、 先頭から 十二 名、 おりろ ッ 。おれ も 行く！ 二十 名は 岩屋へ 走れ ッ！」 

南 大尉が 命令した。 

崖の 上から、 皆が 二手に わかれた。 ヒ ラリ ヒ ラリと 飛び おりる 十二 名、 後の 二十 名は 白樺の 森 
の 方へ、 おくれ じと 走って いった。 日本人は 敏捷 だ。 ものを も 言わず、 命令 どおりに 動く' しか 
も、 今や 天佑 谷の 危機 だ！ 鉄人 先生の 生死は？ 水を 飲まれた か？ 赤 魔を 捕らえろ！ と， 
二手に わかれた 日本人の 足音が' 朝の 大興 安嶺に 1 谷に、 森に、 静けさを 破って、 近くから 遠く 
へ ひびく。 その 中に すずしく 下から 聞こえる のは、 谷より 谷へ 流れ ゆく 水の 音 だ。 

谷底の 岩と 岩との あいだを、 サラ サラと 流れ おちて る 清水が 岩に せかれて また 下へ、 岸に あ ふ 
れなが らぅず まいて 行く。 小さな 急流 だ。 が' 深い。 これを、 岩の 上に 立って ジッと 見つめて る 
本 郷義昭 、あたりに 白雪が、 積もった まま 残って る。 そこに ■宣彦 が 雪を けって、 おりて きた。 
つづいて， 南 大尉 以下 十二 名が、 先を あらそって 一時に 飛び おりて きた。 

「本郷 少佐 殿、 赤 魔を 見つけました か」 

と 南 大尉が 息を き ってき く。 

ズ ラリと 十二 名が、 谷底に ならぶ と、 本郷 少佐に 敬礼した。 

本郷 は， ぅなずく と、 谷底の 方を 見 わたして、 

「いや、 バ ザロ フを 見つける よりも、 南 大尉 •きみたちは、 この 流れの 水路を 知って るか」 

「水路の 中途は、 しりません。 最後は 岩屋の そばへ、 たしかに 流れて いるので すが」 
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「行く の だ！ この 水を、 早く 流さねば ならぬ •途中、 流れに 岩が あれば 岸へ おこせ。 近くの 雪 
を 流れへ おとせ。 水に 岸を 洗わせる の だ。 六 名は 左岸を' 六 名は 右岸を 行け。 注意！ 敵の 試験 
管を 発見せ よ」 

皆が 顔を ひきしめた。 赤 魔が 今な お' この 下流に、 毒の 試験管を 仕掛けて るの か？ 本 郷と宣 
彦が 先頭に、 南 大尉 以下 十二 名が 両岸に わかれる と， 流れに そうて 岩から 岩へ、 たちまち おりて 
ゆく。 

近くの 白雪を けおとして' 水量を ふやし、 流れを さまたげる 大小の 岩を、 見る と 引き起こして 
岸へ 引き あげ、 十四 名が 下へ 下へ とおりて ゆく。 本郷 はく だかれた 左腕を、 蒙古 服の 胸に かけ 
て、 宣彦に 命令した。 

「宣彦 ！ 斥候 だ， 先へ 行け！」 

「ハッ、 僕は 斥候！」 

言った かと 思う と •宣彦 は サッと 前の 方へ 飛び おりて いった。 

機敏' 熱心、 沈着、 剛胆、 そして、 不意の 危害を ふせぐ ために、 こまかい 注意を、 いつも 怠っ 
ては ならない。 これが 斥候の やり方 だ。 宣彦は ，谷の 流れに そうて 機敏に おりて ゆく。 燕の よう 
に 早い* しかし、 足 もとの 岩、 あたりの 草 むら、 遠くの 崖の 方まで、 熱心に 眼と 耳を 働かして， 
(変わっ たことは ないか？) と、 こまかく 気をつけて 走っ た。 すると、 

(試験管を 発見！) 岩の 切れめ の 草 むらに， 見よ、 一つの 試験管が、 細い 針金に むすばれて、 草 
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の 根の 下から、 水の 上へ 浮いて いる。 流れが 管の ロへ 入り' また 出て ゆく ように、 うまく 結ばれ 
てるの だ。 宣彦 は、 グッと 沈着して あわてず、 その 試験管の 針金を、 草の根からは ずした。 

(赤 魔！ バィ キンが 少しずつ 流れ出て、 いつまでも 谷水が 毒になる ように、 しかけた の だ) と、 
気がついた 宣彦 、なお 注意して、 その 試験管を にぎった まま' 下の 方へ 岩を 伝わって ゆく と、 
(どうしたの か？) 右手の 方の 雪が あかく そまって いる。 血 だ。 上の 草 むらから 流れて きたらし 
く、 雪の 斜面に 三す じ 紅く 血が しみて いる。 宣彦は 立ち どまった。 草 むらを ふみわけて、 上の 斜 
面へ 剛胆に、 登って 見る と、 



おもわず さけび だそうと して' グッと 唇を つぐんだ。 
(高 村 中尉 だ、 血の 雪の 中に 倒れて る！) 



赤 魔が 岩屋へ？ 

宣彦は 泣いた。 高 村 中尉は 死んで いる。 草 むらの 雪に 仰むき、 血の 中に •かたく 両手を つか 
み、 すでに 息た えてい る。 宣彦 は、 そばに 膝を ついた まま、 無念 さに 泣いた。 自分を 弟の ょぅに 
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かわいが って くれた 高 村 中尉' 熱 河へ も いっしょ に 行っ た。 

(僕が •僕が M がと る！ 高 村さん、 赤 魔は 僕が 仇を とる！) と ■涙を 流し、 すすり泣きな が 
ら-宣 彦はハ ッと 立ち あがった。 自分は 斥候 だ。 これを、 早く 本郷 さんへ 報告す るの だ。 走って 
ゆこぅと すると、 

「ここ だ、 宣彦 、待て！」 

本郷 さんの カづ よい 声が、 斜面の 上から 聞こえた。 いつのまにか まわって きて る， その 斜面の 
上に、 スック と 全身を あらわした 本郷 義昭、 

「来い、 ここへ！」 

向こぅの 崖を 見ながら、 宣彦を 呼んだ。 

「高 村さん が、 ここに！」 

と、 宣彦 はさけ びながら、 本郷 さんの そは へ 走って V った 

「知って る。 バ ザロ フの無 声 拳銃に 倒れた。 高 村 騎兵 中尉， 」 

と、 言った まま、 声が きれた。 本郷 さんの 目に も、 涙が にじんで いる。 

宣彦 は、 あふれる 涙を こらえて 言った 
「赤 魔が、 近くに いる。 本郷 さん、 仇を 僕が とる！」 

「彼は 逃げた ぞ 、二十 分 前 だ」 しがぃ 
本郷 さんの 右手が 指さす、 前の 方の 雪と 草 むらに、 血が つたわって る。 赤 魔が 高 村 中尉の 死骸 
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を、 引きずって きた あとだ。 彼の 足 あとが、 雪の 上に みだれて、 血の 赤黒い 色は、 それが 二十 分 
ほど 前で あるのを、 すごく あらわして いる。 ところどころに 血の あとが 切れて、 と 見る と、 また 
細長く 向こぅへ つづいて いる。 銃傷の 血 だ。 発射の 音は 聞こえなかった。 赤 魔の 無声 拳銃が 高 
村 中尉を 倒した の だ。 

「この 足 あとを 追って、 本郷 さん！」 

と、 宣彦は ほおに 涙を 流した まま 言った。 

「待て。 遠くまで 足 あとを 残す バ ザロ フ ではない。 崖の 方向を 見ろ、 宣 彦！」 



宣彦 は、 キッと 崖の 方を 見た。 

向こぅに 赤土の 崖が、 けずられた ょぅに 横へ つづいて る。 人間の のぼる 崖では ない。 その 下 
に、 '® いに れの 並木が しげって、 左の 方へ 地面が さがって る。 赤 魔が 二十 分 前に、 逃げた とする 
と、 にれ の 並木の 下を 左へ 走り、 この 谷底の 外へ、 今や 出て ると き だ。 宣彦 はさけ び だした。 

「あの にれ の 並木の 端が、 岩屋の 東の 入り口です、 本郷 さん！ 赤 魔は、 岩屋を、 おそった ので 
はない か？」 

ああ 赤 魔の 計略は、 岩屋の 日本人たち を、 すでに 外へ、 おびき 出した。 谷水を 飲む ものを 外で 
倒し、 一方、 岩屋の 中に 残って る ものを も、 鉄人 先生を はじめ バィ キンの 水に 倒し、 そこへ 赤 魔 
が 不敵に も、 単身、 岩屋を 襲撃した のでは ないか。 しかも、 今、 本 郷義昭 は、 すでに 一歩一歩、 
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赤 魔の あとに 後れて るの だ。 その 本郷は 、しかし' だまって 斜面の 上に 立って いる。 宣彦が さけ 
び だした 言葉 も、 耳に 入らぬ のか、 まばたき もせず、 にれ の 並木の 方を 見つめて 動かず、 左腕を 
胸に かけ、 岩の ょうに 立って いる。 

(どうす るの か' 本郷 さんは、 どうす るの か？) と' そばに 立った まま' 鉄人 先生の 危機を 思う 
宣彦 は、 しかし、 本郷 さんを 信じて、 同じく 崖の 方を 見つめて いた。 

このと き、 パラ バラと 崖の 上に 人影が あらわれた。 走って ゆく。 岩屋へ 急ぐ 二十 名 だ。 が、 

(おくれて はいない か， 赤 魔は すでに 岩屋を おそい’ 鉄人 先生に 危害を 加えて はいない か？) 
と、 宣彦 は、 本郷 さんの そばに、 青ざめた まま 突っ立って いた。 

すると、 本郷 は、 崖の 上を 走って ゆく 日本人たち に、 なに か 信号す るら しく' 右手を 高く あ 
げ ，横に ある 岩の 上へ 飛び あがった。 朝の 光を あびて、 なお 全身を あらわし、 しきりに 右手を ふ 
りながら、 かかとを 上げて ズッ とのび あがった。 

二十 名の 勇敢な 日本人が、 崖の 上を' いっさんに 走って ゆく。 今や 一秒 も 早く！ と •天佑 谷 
の 岩屋へ 急ぐ。 

(鉄人 先生の 危機 だ！) と、 皆が 顔色を かえて る。 おそるべき 赤 魔、 ついに 鉄人 先生の 命を ねら 
ったの だ。 日本人は だれも 皆’ 自分の 命に かえて 鉄人 先生を 守る。 (先生は 安全で . t ' られ るか？ 
今一 秒が 危機 だ！) と •けわしい 崖の 上を 必死に 走って ゆく。 下は 数十 メ ー トルの 垂直の 谷 だ。 
着ている蒙古服の职が、足にからんで、ふみはずしたら、岩屋へ行く前に落ちて死ぬ。皆が目を 
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見は り、 唇を ひきしめ、 岩を 飛び こえ、 木の 根を よけて 走りに 走る …… 。 

崖の 下には、 今し も 本 郷義昭 が、 谷の 底から 岩の 上へ 飛び あがり、 右手を ふって 信号して る。 
それを、 上の 二十 人は、 だれひとりも 気がつかず、 みんなが 自分の 足 もとと 前を 見つめて 、いっ 
さんに 走って ゆく。 本郷 さんの そばに 立って る宣彦 は、 もうた まらずに、 いきなり、 

「ォ 気をつけ ー ッ ！ J 

と、 号令の ように さけんだ。 

しかし、 大興 安嶺の 朝風つ よく、 宣彦 のさけ び 声 も 風に 吹きと ばされ て、 高い 崖の 上へ 聞こえ 
ず、 (なにを ッ 、もう 一度！) と、 宣彦 は、 きゅうに 背の びして、 息を 吸い こんだ。 このと き、 
本郷 さんは 岩の 上に、 スック と 全身を あらわして、 まだ 信号し つづけて る。 宣彦は 息をすい こみ 
ながら、 ハッと ふしぎに 思った。 

(見て ない ものに、 なにを 信号す るの か？) 

ふしぎ だ。 宣彦 は、 本郷 さんの 右手の 動き 方を、 下から 見た。 すると、 手旗信号と 同じ もので 
なく、 点と線を 示す 信号で もない。 —— わからない 信号 だ。 上下に ふる かと 見る と、 グルリと ま 
るく まわし、 また 天へ 字を 書く ように 右手を 動かす。 しかも、 本郷 さんは 崖の 上を 見つめて いる 
の だ。 

(こんな 信号は、 天佑 谷に ない！ 見ても わからない 信号を、 本郷 さんは、 なぜ、 やって るの 
か。 ああ 今、 一秒を 争う 危機に！) 
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宣彦 は本郷 さんを、 あくまでも 信じて いる。 しかし、 今は、 あまりに ふしぎ だ。 本郷 さんが、 
敵の 赤 魔に おくれて いる。 しかも、 見て いない 味方に 信号す る。 それが わからない 信号 だ。 (ど 
うしたん だ？ どうしたんだ？) と、 宣彦 は、 岩の 下から 本郷 さんを 見つめた。 

本郷 さんは、 朝日を あびて、 岩の 上に 全身を あらわし、 顔を 光へ 向けて る。 宣彦は 崖の 方を 見 
た。 すると、 だれひとりも まだ 信号に 気がつかず、 二十 人が 今や 天佑 谷の 方へ、 いっさんに 走つ 
ていった。 



毒の 水を 飲まれた か？ 



岩屋が 近い。 崖のは しから 石段を 下りる と， 岩屋の 第三 入り口が、 草 むらの 中に ある。 二十 名 
の 日本人は、 崖のは しまで 走って きた。 そこに、 堂々 と 石段を あがって きた ひとりの 偉丈夫、 と 
見る と、 東条 参謀長 だ。 

「どぅしたの か。 赤 魔を とらえた か」 

と、 東条 参謀長は、 おちついて たずねた。 

二十 人の 先頭に いる 白 井 砲兵 大尉が、 息を きってたず ねかえ した。 
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「ハッ、 高 村 騎兵 中尉が、 帰りませんでした か」 

「いや、 帰って おらん。 赤 魔を 捕えた か。 本郷 少佐は、 どうした か」 

「それょりも、 参謀長 殿！ 赤魔バ ザロ フが 、病毒の バィ キンを、 谷水へ 流しました」 

「なに？」 

おちついて いる 東条 参謀長 も サッと 顔色を かえた。 

(しまつた！) 

幸 田 少尉に、 東条 参謀長は なんと 言って きた か、 「閣下に 水をさし あげて おいて くれ。 ゆうべ 

から、 お疲れだろう」 と、 これを 聞いた 幸 田 少尉は、 きっと、 谷水を コップに くんで、 閣 p 

鉄人 先生へ、 さしあげた にちがいない。 

(しまつた ー ) 

鉄人 先生は、 水を、 いつも 飲まれる の だ。 

にくむべき 赤 魔！ 本郷は 彼を 捕えずに いるの か。 それょりも、 鉄人 先生は 水を 飲まれた か、 
今、 危うし！ と、 顔色を かえた 東条 参謀長、 歯ぎ しりす ると、 

「行け ッ 、岩屋へ 丨 •」 

さけぶ と、 白 分が 先に 石段を 飛ぶ ごとく おりて いった。 

白 井 大尉を はじめ 二十 人が、 一列に 石段を おりて ゆく。 草 むらと 崖の あいだへ、 石段が つづい 
て、 ここが 岩屋の 入り口 だ。 立って る 歩哨は、 遠藤弘 という 青年 だ。 弘は 、おどろいて たずね 
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た。 

「参謀長 殿、 なにが ありました か」 

「きみは •水を 飲んだ か」 

「ハツ' 今 さきに 飲みました」 

「行け ツ 、医務室へ、 診察を 受けろ！」 

「ハツ？.」 

弘は •なにごと かと おどろいた。 しかし' 命令 だ。 すぐに 岩屋の 中の 医務室へ、 走って いっ 
た。 代わりの 歩哨に、 二十 人の 中の ひとりが， すぐ 立った。 

東条 参謀長は' まっさきに 石段を まわって ゆきながら， 

「井上 博士を 呼べ！」 

と •走りながら 命令した。 

「ハツ」 

と、 ひとりが、 遠 藤弘と いっしょに、 医務室の 方へ 走って 行った。 

トンネルの よぅな 石段から 廊下へ、 東条 参謀長が 走って くると ■蒙古 服の かくしから、 呼び 笛 
をつ かみ 出して、 いきなり 吹きなら した。 非常 警笛 だ。 廊下から 廊下へ 岩壁を 切る よぅに ひびい 
て ゆく。 吹きなら して 東条 参謀長は、 声の あるかぎり さけんだ • 

「命令 ！ 水を 水を 飲むな 飲むな ツ 丨. 」 
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この 非常 警笛と さけび 声が、 奥に いられる 鉄人 先生へ、 聞こえない はずは ない。 ああ 今、 まだ 
水を 飲まずに いられる ょぅに！ と、 石段を 下りて きた 皆が、 祈りながら 廊下へ 走って きた。 先 
頭の 白 井 大尉が、 岩屋の 中の 要所要所へ、 皆を わけて 歩哨に 立てた。 赤 魔が 生きて いるの だ。 怪 
人バ ザロ フ 、この 天佑 谷を ねらて、 どこに ひそんで いるの か？ あらゆる 要所に、 皆が バラ バラ 
と 走って ゆく。 その 足音と ともに、 谷水の ひびきが、 きゅぅに 高く 聞こえて きた。 本 郷の命 令に 
ょって、 南 大尉 以下 十二 人が、 上流の 岩を 起こし、 岸の 雪を 投げながら 進んで きた。 水が ふえて 
早く 流れ だした。 その 水 音 だ。 東条 参謀長は、 岩屋の 奥へ …… 鉄人 先生のへ やへ、 まっしぐらに 
走って いった。 

(水を、 毒の 水を 飲まれた か？) 

鉄人 先生のへ や —— 

扉の 前に、 まばたき もせずに 立って るのは、 幸 田 少尉 だ。 非常 警笛が ひびき、 東条 参謀長の 命 
令が 聞こえ、 大勢の 足音が 方々 へ わかれて いった。 そこに、 走って きた 東条 参謀長、 敬礼す る 幸 
田 少尉に、 すぐたず ねた。 

「閣下に、 水を あげた か」 

「ハツ、 あげました」 



ものを も 言わず、 東条 参謀長は、 扉を たたいた。 
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「入れ」 

鉄人 先生の 静かな 声が 聞こえた。 

サッと 扉を あけて、 中へ 入った 東条 参謀長、 鉄人 先生の 机. に、 コップを 見た。 からだ。 
(飲まれた！) 

「閣下！」 

と、 東条 参謀長は、 前へ 行く と、 血涙を ふるって 言った。 

「水を、 お飲みで ございまし たか」 

鉄人 先生は、 このと き、 目の 下に 満洲と 蒙 占の 大地 図を、 ジッと 見つめた まま 言われた。 
「飲んだ。 水に なに か あった といぅの か」 

「バ ザロ フが 、病毒を 谷水へ 流しました。 ただいま、 井上 博士が まいります」 

と、 東条 参謀長の 声が ふるえた。 

そこに、 白 井 大尉が 入って きた。 机の 上の コップを 見る と、 ハッと 立ちす くんだ。 すると、 鉄 
人 先生が ふりむいて、 

「本 郷 と宣彦 は、 どぅした かの」 

と、 たずねられる 声 も 静かに、 瞳が すみきって、 泰然と して いられる。 

白 井 大尉は、 鉄人 先生の 威厳に 打たれながら、 涙ぐんで 答えた。 

「わたくしは、 会いませんでした。 しかし、 本郷 少佐 も宣彦 少年 も、 無事であります」 
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「ゥ ム」 

鉄人 先生は、 うなずいて、 また 大地 図へ、 眼を そそがれた。 毒の バィ キンを、 すでに 飲まれた 
の だ。 しかも、 自分の ことは なんとも 言われない。 本郷 少佐と 宣彦 少年の ぶじを 聞かれる と、 う 
なず いて、 またな にどと か 大地 図の 上に、 ジッと 計画を 立てられる 鉄人 先生、 雪の ごとき 白髪を 
後ろへ たれて、 自分の 生きる こと も 死ぬ こと も、 考えて いられな いよう だ。 赤 魔の ことな ど、 ま 
るで たずね もされない。 この 偉大な 鉄人 先生を、 東条 参謀長 も 白 井 大尉 も、 目の まえに 見て、 ふ 
たりと も 心に 誓った。 (どうしても、 この 尊い 鉄人 先生を 失って はならない の だ！) 

ふたりは へやを 出た。 扉を しめる と、 幸 田 少尉に 白 井 大尉が たずねた。 

「きみは 水を 飲んだ か」 

「ハツ、 飲みました」 

ああ 岩屋に 残って いた ものが 皆、 おそるべき 毒 水を 飲んで いる。 東条 参謀長の 命令は、 おそ か 
つたの だ。 



てんゆぅ 

天佑がない か？ 




東条 参謀長は、 幸 田 少尉を つれて. 医務室へ 急いでき た。 同じく 岩屋の 中 だ。 しかし、 清らか 
な 診察室と 病室と 実験室が、 いす や 寝台 や、 さまざまの りっぱな 器械を ならべて、 新式の 病院の 
ょぅに 見える。 その 診察室に、 遠 藤 弘がひ とりいす の そばに 不動の 姿勢で 立って いた。 東条 参謀 
長が たずねた。 

「博士は， どぅされ たか」 

「実験室に おられます」 

「きみは 診察を 受けた か」 

「まだです。 参謀長 殿 ！ 僕ょりも、 閣下は 水を 飲まれました か」 

「残念 だが， 飲まれた」 

これを 聞いて' 弘も 青くな った。 

東条 参謀長は、 診察室の 隣に ある 実験室へ、^^ いで 入って いった。 見る と、 すみの 方の まる テ 
1 プルに、 井上 博士が 大きな 顕微鏡を 置いて、 上から ジッ との ぞいて る。 横に も 助手が ふたり、 
別々 の 顕微鏡を のぞいてい る。 ふと 顔を あげた 井上 博士が 東条 参謀長を 見る と、 すぐに 言った。 
「今、 歩哨の 人から 話を 聞いて、 谷水を 見て ると ころです」 

「なんの バィ キンです？ すぐ 手当を して 頂きたい、 注射で もなんでも！ 閣下が すでに 飲んで 
おられる」 



236 




医学と 薬学の 両方と も 博士で ある、 その 井上 宏ニ 博士が、 だまって しまった。 

東条 参謀長は、 そばへ 行って たずねた。 

「見えないで すか、 病毒の バィ キンが？」 

(ああそれならば、じつに安心だ！) 

井上 博士は、 顔を ふって 答えた。 

「明らかに 見えます。 しかし、 わからない のです」 

「見える？ わからない とは？」 

「これが なんの バイ キンで あるの か。 残念です が、 わたしは、 まだ 知らない ものです」 



こんどは 東条 参謀長が、 だまって しまった。 井上 博士は、 悲しそう にう つむいて 言いだ した。 
「おそらく シナの 奥地 か、 あるいは 熱帯 地方から、 採って きた もので しょうが、 世界の 医学界に 
は、 まだ 発見され ていない バィ キンです。 すくなくとも わたしには わからない。 まことに 残念で 
すが、 注射 も 手当の 方法 も、 わたしには 不明です。 バ ザロ フと いうのは、 どこの 人間です か」 
「ユダヤ人です」 

(ユダヤ人の 赤 魔の ために、 鉄人 先生の 尊い 命が、 遂に 絶望な のか。 この 大興 安嶺の 奥に、 遂に 
たおれられる のか。 名は 天佑 谷と つけたが、 今 ここになん の 天佑 もない のか！) と、 東条 参謀長 
は、 こみあげて くる 無念の 涙を こらえて、 顕微鏡の 前へ 行った。 
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(わが 鉄人 先生を 倒す バイ キンは、 どれ か？) 

東条 参謀長が、 顕微鏡の 中を 見る と、 前に ある 電燈の 光に 照らされて、 明るい レンズの 下に' 
紫い ろの バイ キンが、 チラ チラと 走る ように 動いて いる。 クモ かタコ のように 足を 幾 本 もはやし 
て-何 匹と なく 右に 左に' えものを さがして るよう だ。 一所へ かたまる かと 見る と' すごい 早 さ 
で 方々 へ 動いて ゆく。 これを 赤 魔が 養って いたの だ。 

井上 博士が そばから、 もう 覚悟して るよう に 言う。 

「わたし も 助手 も、 これを 知らずに 飲みました。 飲んだ ものは、 おそらく きょうか あすに 発病す 
るでしょう。 この バイ キンの 動き 方と， ふえる 力を 見ます と、 コレラ や ペストな どの バイ キンよ 
り も、 さらに 猛烈です」 

東条 参謀長は、 顔を あげて 博士を 見つめる と、 願うよう にたず ねた。 

「博士！ それでは、 どうしたらいいの です？ 今 •鉄人 先生を はじめ この バイ キンを 飲んだ も 
のを 救う 人は、 あなたの ほかにない！」 

「 参謀長！ 今 さきに も 申し あげました。 この バイ キンが なんで あるか' わからない のです。 残 
念ながら、 たしかな 治療の 方法が、 わたしには わからな いと、 また 申し あげる ほかは ありませ 
ん 」 

なんという 1 § «? な ことば か。 これを 聞いて、 東条 参謀長 も' うつむいた。 

至急に' 鉄人 先生を はじめ 発病す る ものを、 奉 天か大 連の 大きな 病院へ 送る か。 しかし、 大興 
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安嶺 から 道は 遠い。！ $、 たとい 近くても、 鉄人 先生は、 それを 承知され ないで あろう。 先生は 大 
興安嶺を、自分の銜墓の地だと、前からきめていられる。しかも，博士は1 「きょうか あすに 発 
病」 と言う、 「治療の 方法が わからない」 と言う。 万事休す！ にくむべき 赤魔バ ザロ フが 、つ 
いに 勝利を 占めたの だ。 

こうして いるう ちに も、 猛烈の 病毒 バィ キンは、 鉄人 先生を はじめ 飲んだ 人々 の 血の 中に、 非 
常な 勢いで ふえてい るの だ。 ああ 赤 魔を 呪え！ 今や 天佑 谷の 岩屋の 中は、 足音 一つ 聞こえな く 
なった。 廊下 や 出口の 各 要所に 立って いる 歩哨 も- バイ キン 異変の なりゆきを 心配して、 (どう 
なって ゆく か？) と、 それの みを 思って いるの だ。 岩屋 全体が 死の 影につつ まれた ように， 音 も 
なく 静まって いる。 外から 聞こえる のは、 早い 流れの ひびき だ。 きのうまでは 命の 水だった。 今 
は 命を うばう 毒の 水と なって、 しかも’ あざけり 笑うよう な 音を たてて 下流へ 行く の だ。 



「静かに ！ 」 と 三度 言う 



上流の 水 もき ゅぅに 早く なって いた。 南 大尉 以下 十二 人が、 岩を 起こし 雪を 水に 投げ 試験管を 
さがしながら、 両岸を 必死に おりて きた。 そこに、 南 大尉は、 高い 岩の 上に スック と 立って る 本 
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郷 少佐を 見た。 左手を 蒙古 服の 胸に かけ、 右手を ふっている 日 東の 剣俠 児、 朝日を 全身に あび 
て、 高く 突っ立って いる。 しかし、 向こうの 崖の 方を 見つめて、 なんの 信号を してる のか？ 

と、 南 大尉 も ふしぎに 思った。 このと き、 

「ヒユ ーッ • 

草 むらの 上に， 風を 切って 飛んで きた 弾の ひびき、 と 思う 瞬陳に 、 

r ヒユ ツー .」 

また 一発、 近く 飛んで きた。 

射った 音が 聞こえず、 無声 銃 だ！ なにものか？ と、 弾の きた 方向を 南 大尉が 見る' そこに 
岩の 上から 本郷 少佐が、 ょろめく ょうに 飛び下りた。 

(射たれた か !? ) と、 南 大尉は 走り だした。 

「本郷 さん！」 

と、 宣彦 は' 本郷 さんの 横から さけんだ。 

岩の 下の 草 むらへ、 膝を つけた 本 郷義昭 •左の 胸を おさえる と、 

「バ ザロ フ、 射撃は まずい ぞ 。四 センチ 上 だ」 

と、 眉を あげて 言う や 否や' そこに 走って きた 南 大尉を 見て、 「静かに！」 と' 岩の 陰へ あお 
むけに なった。 

ハッと 宣彦は 気がついて 身が まえた。 鉄人 先生の 命を ねらって る 赤 魔は、 本郷 さんを もね らっ 
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てるの だ。 どこかに ひそんで る、 それとも 岩屋を おそった か、 その 赤 魔を さそい 出すべく、 本郷 
さんは 今まで 岩の 上に 全身を 高く あらわし、 だれに も わからない 信号を つづけて いたの だ。 (赤 
魔を 岩屋へ 入れて は、 天佑 谷 危ぅし！) と、 身を もって 赤 魔を 引きつけ た 本 郷剣俠 児、 はたして 
射ち だした 彼バ ザロ フの 無声 拳銃に ょって、 彼の ひそんで る 場所を 今 こそ 知った。 

(赤 魔、 近き にあり！) 

すぐ 向こぅの 草 むら だ。 本郷は 射たれた。 一発の 命中、 心臓の 四 センチ 上 だ。 岩の かげへ 飛び 
下りて あおむけに なると、 

「静かに！」 

と、 また 言った。 

宣彦は 岩の 横に 身が まえながら、 本郷 さんの 胸を 見た。 

(傷は 重い か？) 

南 大尉は、 ささやいて 言った。 

「部下を、 呼んで きます」 

「待て！ 静かに！」 

本郷は 三度、 「静かに」 と 言った。 

蛇の ごとき 赤 魔、 草 むらに ひそんで、 岩の 上から ょろめき 落ちた 本郷 を、 見た の だ。 一 ^ 

の 命中、 死んだ か？ 本郷の 生死を、 たしかめずに はいない の だ。 彼は 自分の 勝利を、 本 郷の前 
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に 宣言せ ずには いない 男 だ。 

(来る ぞ 、赤 魔が！) 

傷つきながら、 これを 待つ 本 郷義昭 、「静かに！」 と、 三度 言う と、 左 胸の 流血を 右手で シッ 
カリと おさえた まま、 耳を すました。 

—— 来る、 かすかに 草を かきわける 音が' 岩の 向こうに 聞こえて きた。 「静かに！」 と 命令 さ 
れた宣 彦と南 大尉は、 身動き もせず、 同じく 耳を すました。 —— 来る。 低く 聞こえて くる 草の 
音、 はって くるら しい …… 。 

(鉄人 先生の 命を ねらい、 本郷 さんを 射ち’ 高 村 中尉を 殺した 赤 魔！ かたきは 僕が とる！) 
と、 宣彥は 歯を かみしめて 身ぶ るいした。 

今や 大きな 岩 一つが、 近づいて くる 赤 魔の 姿を かくして る。 味方の 三人を も かくして いる。 互 
いに 姿が 見えず、 赤 魔の はって くる 音が、 深い 草 むらの 中に 聞こえる。 バ サリと 雪が 草から 落ち 
た。 その 音が 消えた。 —— 来る。 岩の すぐ 向こう だ。 まわって きた。 また 雪が 落ちた …… 。 

—— 来る！ 赤 魔が 来る！ 岩の 向こうに、 ガ サリと 雪の 落ちる 音’ はって 来る。 草を わけて 
来る。 その 音が' 宣彦の 耳に、 ありあり と 聞こえる。 すぐ 向こう だ。 

(赤 魔 バ ザロ フ！ 来たれ！) 

岩の かげに 身が まえた 宣彦 、そばに あおむけに 倒れて る本郷 さんを、 一秒のう ちに 見た。 

(本郷 さん！ 今 赤 魔が！) と' 目で 言う 宣彦 ，ハッと 顔色を かえた。 
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本郷 さんは 目を とじてい る。 心臓の 上を 左手で おさえて、 傷が 重い のか •身動き もせず、 死ん 
だ 人の よう だ。 これを、 南 大尉 も、 おどろいて 見る と、 このと き、 本郷 さんが サッと 右手を あげ 
た。 振る と 下へ おろした。 

(かくれろ！) と 右手の 信号 命令 •た。 

南 大尉 も宣彦 も、 この 一秒に-岩 かげへ ふたりが、 ス ルリと まわった。 音 もな く 伏せた。 すぐ 
飛び だせる 身が まえの 宣彦、 

(かたきは 僕が とる！) と、 息をつめ， 全身に 気 あいを こめた。 

そこに、 ふいに、 岩のは しへ、 スッと 下から 青白い 顔を 出した バ ザロ フ 、草の 中に 本郷を 

見る と、 サッと 拳銃の ねらいを 本 郷義昭 の 頭へ つけた。 と、 すぐに、 

「フム 、本郷 、心臓の 四 センチ 上、 傷は、 どうか？」 

蛇の ような 瞳を きらめかして •赤 魔が 言う。 本郷の 心臓の 四 センチ 上を、 わざと ねらった の 
だ。 一発に 殺さず、 まず 傷つけて-自分の 勝利を、 本郷に 宣言し ようとす る。 にくむべき 赤 魔の 
ことばを •宣彦 も 南 大尉 も •岩の かげで 聞いた。 今にも 飛び だそうと する、 しかし’ (かくれ 
ろ！) と、 今 さきに、 右手 信号で 命令され たの だ。 

命令は 神聖 だ。 「出ろ！」 と言われる までは、 飛び だせない 宣彦と 南 大尉、 岩の かげに ひそん 
で、 ジリ ジリす る。 そこに' 赤 魔の 声が、 

「本 郷！ 天佑 谷の 鉄人と 部下の 日本人は、 今、 三日のう ちに 全滅 だ。 貴公 もこ こに 死ぬ。 この 
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大 興安嶺 に、 今や シオン 同盟の 勝利 だ！ おれは 誓いを 破らない 男 だからな、 フム 、おれの 勝利 
が、 わかった か、 本郷！ 貴公の 傷の 見舞いに、 おれは きたの だ。 貴公の 死んで ゆく のを、 見送 
って やる ためにな。 そこで、 この 親切な バ ザロフ に、 オィ、 本郷！ なんとか 言え。 一言、 死ぬ 
前に 感謝すべき だろう！」 

自分の 勝利を、 こうして 宣言す る 赤魔バ ザロ フ 、無声 拳銃の ねらいを、 本郷の 頭へ つけた 
まま、 草の 上を ジリ ジリと 近づいて きた。 その 声、 横の 岩へ ねばりつく ょうに、 また 言いだ し 
た。 

「貴公ら 日本人の 天佑 谷は、 シオン 同盟が 占領す るの だ。 もう 一つ、 武俠嶺 か、 これ も おれが、 
全滅 させて 占領す るの だ。 二つと も 頂戴す る。 本郷！ 死んで ゆく 貴公の 耳へ、 これが 聞こえる 
か。 なんとか 言え、 今一 発、 無声の 弾 だ。 すばらしく 通る のを、 貴公の 頭へ！ これが おれの さ 
いごの 贈り物 だ。 なんとか 言え ッ！」 

赤 魔は 本郷 になに か 言わそう とする。 あくまでも 自分の 勝利を、 本郷の 死ぬ 前に _慢 しょうと 
する。 青白い 顔は 愉快そう にかが やき、 眼は らんらんと きらめき、 あざけり 笑う くちびるを ゆが 
めて、 

「どうか？ 本郷！ 今が 決勝点 だ。 すばらしい 勝敗 だ •引く ぞ 、決勝の 引き金を！」 

ジッと あおむいて、 身動き もせずに いる 本郷 を、 目の 下に 見す えた 赤 魔が、 ついに、 今にも 弓き 
金を 引き かけた。 —— 一発！ 音 もな く 弾が 飛び だす、 その 時が 本郷 のさい ごだ。 剣俠 児の 死 だ。 
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本郷は 目を ひらいた。 自分の 顔の 上に、 バ ザロ フの 青白く ほこって いる 顔を 見た。 

雄 傑と 怪人、 上と 下から 顔を 見 あった、 一秒 ニ 秒 …… 、本郷 の 唇が 動いた。 朗々 たる 声 だ。 

「バ ザロ フ！ 勝敗い まだ 決せず！」 

「なに？」 

赤 魔の 目が 血 ば しった。 

「引け、 貴様の 言う 決勝の 引き金を！」 

宣彦も 南 大尉 も 飛び だそうと する。 しかも、 本郷 さんの 凛. たる 声、 そばの 岩を も 動かす 気合い 
あふれて、 

「弓かぬ か、 バ ザロ フ！」 

聞く ものを 引き裂く ごとき 底力の 声に、 宣彦も 南 大尉 も、 グッ とおさ えられた。 

「死、 死ね ッ 、本 郷！」 

赤 魔が さけんだ。 同時に、 右手の 指に 引き金を、 引く 一秒に …… その 指、 動かず、 しびれて か 
たくの びた。 赤 魔は 顔色を かえた。 指 …… 五本と も 動かず、 手へ、 腕へ、 肩へ …… しびれが' ジ 
ジジ ジと 指から あがって きた。 強力な 電気を かけられた ょう、 これを 一瞬に 知った 赤魔バ ザロ 
フ 、顔色を かえて 立ち あがる と、 しびれて る 右手から、 バ サリと 拳銃が 草の 中へ 落ちた。 

勝敗い まだ 決せず、 本郷は あおむけの まま、 岩の 上の 1厮^|、 まばたき もせず 見つめて る。 黒い 
蒙古 服を 着て る 全身から、 見えない 気力が ほとばしり、 それが 赤 魔の 右腕へ、 下から 噴火す る ご 
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とくそ そがれて いる。 赤 魔は， よろよろと 後ろへ さがった。 落とした 拳銃を 拾おぅと する。 しか 
も、 本郷の 気力に おされて、 からだが 前へ 動かず、 右腕 肩 …… 胸へ、 からだの 右 半分が しび 
れ て、 



顔色を かえた まま、 赤 魔は、 ヮ ナヮナ とふる えだした。 

静か だ。 気力の 闘いだ。 静 中の 動、 今や 本郷が あおむけの まま 勝って いる。 

ヮ ナヮナ とふる えだした 赤 魔、 ついに 立ちす くんだ。 このと き、 本郷の 顔色 も 青ざめて きた。 
勝敗い まだ 決せず。 静か だ。 

静か さに、 宣彦と 南 大尉は、 おもわず 両方から 顔を 見 あわせた。 

(射った のでは ないか !? ) 

(赤 魔が、 本郷 さんを！) 

(行け ッ！) 

今は ジッ としてら れな いふたり •岩 かげから 赤 魔の 後ろへ サッと おどり 出た。 ふりむく 赤 魔’ 
そこに、 

「捕らえろ ッ！」 

本 郷のー 歌、 ピリ リッと 岩に ひびいて、 宣彦も 南 大尉 も 立ちす くんだ。 が、 その 一秒に， おど 
りかかった ふたり、 左手で 防ぐ 赤 魔は 右手が 動かず、 たちまち 草の 上へ ねじ伏せられた。 
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「帯を とけ、 宣彦丨 .J 
と 南 大尉が さけぶ。 

「こ この 野郎 ッ！」 

と、 赤 魔の 左腕を、 ねじあげ てる 宣彦が 、なお 下へ 組み伏せ ると、 自分の 帯を とき だした。 
赤 魔を しばる の だ。 



今一、 ニ 時間に！ 



本郷 は、 深く 息をすい こむ と、 静かに はきだしながら、 

「身体 検査」 

と、 あおむけの まま 言った。 

「立て、 バザ ロフ！ 」 

と、 南 大尉が、 後ろ手に、 胸から しばられた 赤 魔を 引き起こ すと、 
「本郷 さん、 こいつは 日本語が わかる のです か」 

と、 ききだした。 
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「よく わかる やつです」 

と、 宣彦 は、 赤 魔の 顔を、 ジッと 見つめる と、 日本語で、 

「バ ザロ フ 、身体 検査 だ。 アッ、 こいつ、 顔をしかめた。 なに か 持って るな」 

いつも 口数の 少ない 宣彦 が、 このと きは さけび だした。 赤 魔を 生け捕った。 よろこび あふれ 
て、 さけび だすと、 本郷 さんに 言われた。 

「宣彦 、時間を 惜しめ！」 

「ハッ」 

とお どり あがった 宣彦 、第一に 赤 魔の 上着の ボタンを ちぎる よぅには ずし だした。 

宣彦 のさけ び 声を 聞いて、 流れの 岸に 岩を 起こして いた 十一 人が、 なにごと かと、 雪の 上を 走 
つてき た。 見る と、 ひとりの 白人が 南 大尉と 宣彦に 捕われ、 岩 かげに 本郷 少佐が あおむけに たお 
れ ている。 そばの 草 むらに 落ちて るのは、 黒い 無声 拳銃 だ。 先頭に 走って きた 佐 野 少尉が、 大声 
できいた。 

「本郷 少佐 殿、 どうされ たのです か」 



本郷 は、 また 眼を とじていた。 

ものを も 言わず、 静かに、 死んだ ものの よぅに あおむい てる 本 郷義昭 、今や 静中 の静だ 。心臓 
の 上の 方から 流れ出る 血を、 静かに 一滴 も 少なく しよぅと する。 今 さき 全身の 気力を そそいで、 
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赤 魔を おさえた、 そのための 新たな 鮮血が 傷口に 熱く あふれ、 さすがの 剣俠 児本郷 も、 今は 出血 
に 青ざめて る。 

南 大尉が、 佐 野 少尉に 言った。 

「早くす るん •た。 こ. いつが 赤魔バ ザロ フだ！ J 
十一 人が みんな、 ギクッ と 赤 魔を 見つめた。 

(この 青白い 男が！) 

バ ザロ フは 、みんなに 見つめられ、 後ろ手に 縛られた まま、 身体 検査を されながら' 蛇の ごと 
きつめ たい 眼を、 ジッと 本郷の 顔色へ そそいで いた。 —— 勝敗い まだ 決せず •本郷 は 重傷の 出血 
に、 このまま 起き あがれず、 今一、 ニ 時間のぅ ちに 死には せぬ か !? と 本郷の 呼吸の 数を ひそか 
に かぞえて る 赤魔バ ザロ フ、 そこに、 赤 魔の 上着の 裏から、 スッと 手を抜き 出した 宣彦が 、いき 
なり 自分の 指を 見た。 

「南 大尉 殿 こいつは 針を かくして ます！」 

宣彦の 人 さし 指に、 タラタ ラと 血が 流れ だしてる。 針に 突かれた の だ。 

(毒 針 か？) とみんな が 寄って きた。 

佐 野 少尉が、 自分の 帯を ときは じめ て、 

「こいつは グルグ ル 巻かぬ と、 危険です ぞ 、南 大尉 殿！」 

「ゥム 'みんな、 手を かせ。 早く 岩屋へ 行って 身体 検査を す るんだ。 宣彦 、なんともない か、 そ 
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の 傷は？」 

「なに、 僕よりも 本郷 さんを、 早く 岩屋へ かついで ゆきましょう」 

と、 宣彦 は、 指の 血を 吸って ははき だしながら、 赤 魔の 無声 拳銃を 拾い とった。 

戦いは いまだ 終わらず、 今 こそ 一秒を 争う とき だ。 赤 魔は とらえた。 だが、 鉄人 先生は どうさ 
れ たか？ 天佑 谷の みんなは どうしてる か？ 本郷 さんは 重傷 だ！ —— バラ バラと 三人が 本郷 
さんの 横へ 行った。 

「かつぎます ぞ 、少佐 殿！」 

「動かすな」 

と本郷 は、 静かに、 

「宣彦 、手帖と 鉛筆を 出せ！」 

と、 目を とじた まま 言つ た。 

赤 魔の 唇のは しに、 あざけりが 浮いた。 



特別 暗号の 遺言！ 
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(本郷 さんは 遺言を される のか !? ) とみんな が、 ひどく おどろいて、 シーン となった。 

宣彦は 無声 拳銃を、 佐 野 少尉に 渡す と、 自分の 蒙古 服の かくしから、 駱駝の 皮 表紙の 手帳を 取 
り 出した。 さして ある 鈴 筆を 抜いて、 

「本郷 さん、 手帳を 出しました」 

と、 言う 声が ふるえた。 

「ょし、 書け！」 

(ああ 本郷 さんの 遺言を 書く のか！) と、 泣き出しそう になる 涙を、 宣彦は 一所 けんめいに こら 
えた。 

南 大尉を はじめみ んな が、 本郷 少佐の 青ざめて る 顔を 見つめ、 赤 魔は、 あざ笑いながら、 耳を 
すました。 すると、 聞け 。 

「東南 第 八！」 かすかに 本郷の 唇が ふるえる と、 その 声が、 にわかに 朗々 と 大きく 高く、 「マク 
シミ ール 、カク！ セイ ゼン、 ゲ ート、 シス ！ コン ゲ ー テ、 カク ！ 」 

なに か？ 呪文の ごとく、 一言ず つカづ ょく 切って、 

「セ ゲー ル、 ヮシリ ー テシ、 オーエ ン 、カク ！ 」 

これを 一言ず つ、 宣彦 は、 片仮名で 書いて いった。 

赤 魔は 顔をしかめた。 世界の 各国 語に ない ことばを、 本郷が 言う。 赤 魔に も、 南 大尉に も だれ 
にも、 書いて る宣彦 にも わからな いの だ。 ただ 一つ、 はじめの 「東南 第 八」 とは、 東条 参謀長の 
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特別 暗号 だ。 大興 安嶺を 戦時に 守る とき’ 東条 参謀長は、 東南 第 八 陣地を 指揮す る。 宣彦は 「東 
南 第三」 だ。 第三 陣地に 着いて、 無線電信 機を 動かす の だ。 

「マシー ツ •セメ ー テ、 オ ー エン-ヵク！ 終わり」 

眼を とじた まま 本郷は 言い 終わる と、 きゅうに 日本語に なって、 

「これを、 至急、 東南 第 八に 渡せ！ 南 大尉’ 僕は、 しばらく' ここに おる。 バザロ フの 足を し 
ばった か」 

「いや、 両手と 胸 だけであります」 

「両足を しばれ！ かついで 行け •崖を 飛び下りる のは、 バ ザロ フ 特有の 芸当 だ」 

この 危急の 場合に も、 ゆうゆうと 本郷が 言い出した。 しかし’ 赤 魔は ダ ッと 顔をしかめた。 自 
分の 予定の 逃走を、 本郷に 見破られた の だ。 だが、 勝敗い まだ 決せず、 暗号で 遺言した 本郷 は、 
いよいよ 重傷 出血の 死を 覚悟した の だ、 と、 しかも’ 赤 魔は 両足を 佐 野 少尉に しばられながら' 
別の 逃走の 方法を、 ひそかに 考える らしい。 毛虫の ごとき まゆを よせて、 すこしも 屈せぬ 不敵の 
瞳を こらし、 本郷を 見つめる。 この 赤 魔の 顔色を、 宣彦が 横から、 ゆだんな く 見す えた、 このと 
き、 ヵッと からだ じゅうに 熱が 出て きた、 —— 燃える ような あつさ だ。 宣彦は きゅうに まっ 赤に 
なった。 

(しま ッた 、毒 針に さされて …… ) と、 思う 眼の 前が、 白く かすんで きた。 赤 魔の 顔 も本郷 さん 
も 見えな くな り、 宣彦は ■そのまま フ ラフラと 泳ぐ ように 前への める と、 足 もとの 草の 中へ、 本 
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郷 さんの そばへ バタリと たおれた。 

はげしい 毒液を ぬった 針、 赤 魔が 上着の 裏にぬ いっけて いた、 それに 刺された 宣彦 は、 全身の 
血に 毒が まわり ここに 倒れた。 本郷 さんの 遺言の 手帳を •手に つかんで …… 。 

天佑 谷の 岩屋の 奥 —— 

鉄人 先生は’ 雪の ごとき 白髪を 後ろへ たれて、 大机の 前に、 ゆったり といす へ もたれて いられ 
る。 神々 しく 尊い-この 鉄人 先生が、 今や 怪人 バザ 口フ のために、 おそるべき 病毒の バィ キンを 
飲まれた の だ。 

井上 博士は、 「きょう か あすに 発病」 と 言い、 「治療の 方法な し」 と、 悲しむべき 報告を した。 

(どうす るか？ ？ ？) 

東条 参謀長は、 井上 博士の 悲痛な 報告を、 鉄人 先生の 前へ、 涙を ふるって 報告した。 

「バィ キンは 未発見の 恐るべき 性質の ものでありまして、 たしかな 治療の 方法を 知らず と、 井上 
博士が 申して おります。 閣下！ どうか この 際、 なに かの お考えが ありま すれば、 東条 にお 申し 
つけく ださい！」 

目の前に見る神のごとき英傑、鉄人先生に対して、なにごともかくすことはない。もしもご歡 
言で も あら ば、 日本の ため アジアの ために 今のう ちに 聞いて おかなければ ならぬ、 と、 これを 思 
う東条 参謀長、 直立不動の 姿勢を とって、 神々 しい 鉄人 先生の 前に 立ち、 今 言った 自分の ことば 
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のうちに、 絶望の 死を 報告した の だ。 —— 今， この 鉄人 先生を 永遠に 失う ことは， 日満 両国と ア 
ジアの ために、 ふたたび 取り返しの つかない 損害 だ。 悲憤と 痛恨、 赤 魔への にくしみに、 東条参 
謀 長は、 全身の 血が 凍る ばかりの 思いして、 なお 言った。 

「閣下 • |5し&しを今のうちに-東条がうかがっておきたいと存じます」 

鉄人 先生は、 いつもと かわらず、 静かに 言われた。 

「遺言 か」 

東条 参謀長は' 自分の 気を はげまして、 断固と 言った。 

「ハ' ご 遺言を うかがいたい と 存じます」 

「そうか。 新たに のこす ことばは ない！」 

「日本 武人の 多くの 英霊が、 地下に あって、 この 大陸を まもって おる。 英霊は 平和の t 礎 じ ゃ。 
予も大 興 安嶺に 平和の 礎と なって、 この 国防 線を 永遠に まもる。 平和を 乱す もの あら ば •予の 死 
骸を ふんで 義戦に 勝て。 このほかに、 予の 遺言と ては ない」 

これは 鉄人 先生が いつも、 言われる こと だ。 ' f 
—— すでに 二十 八 年 前、 日露 戦役に 沙 沖激 «! のとき、 「楊 城塞」 という もっとも 堅固な 敵陣 地 
を わが 对防が 、纪漱 を 期して 攻撃した。 苦戦の 先頭に 軍刀を ふるって 突撃す る 仁 平 大隊 
長-いま しも 敵陣 地の 正面へ せまる。 鬼神の ごとき 大隊 長の 突撃を、 後ろから 双眼鏡で 見て いた 



256 




第一 軍司令官の 黒木 大将は、® 酸の あまり 手 ば やく 白紙に 鈴 筆で 感状を 書き、 それを 前線の 仁 平 
大隊 長へ、 €1 纪 || ? 民を飛ばしてとどけさせた。軍司令官鉛筆書きの感状である。この感状を、伝 
令 騎兵が 前線へ 敵弾を くぐって とどけに いったと き、 仁 平 大隊 長は 胸を 射ちぬ かれて、 敵の 塹壕 
中に たおれた。 代わって 大隊を 指揮す る 星 野 大尉、 応援の 矢 野 大尉 も 戦死し、 さらに 大崎 少尉 も 
戦死した。 激戦 また 激戦、 混戦 さらに 混戦の 楊 城塞に 仁 平 大隊 長は 胸の 重傷に 戦死し、 敵の 塹壕 
へ 横たわった。 その 死骸を ふんで 日本 将兵が 苦戦の 後に、 楊 城塞を ついに 占領した の だ。 — ニ 
十八 年の 後、 「予の 死骸を ふんで 義戦に 勝て」 と 鉄人 先生が 言われる。 ああ 大 東の 鉄人 先生 こそ、 
二十 八 年 前の 仁 平 大隊 長な の だ。 

戦死と 伝えられた 仁 平 大隊 長は、 後ろへ 送られて、 多くの 戦死 将兵と ともに、 野戦病院の 死骸 
室へ 入れられた。 その 時、 胸の 重傷から よみがえり、 なお 後ろへ 送られる 途中から、 一夜、 ゆく 
え 不明に なった。 —— 日本 将来の 国防 線は 大興安 嶺に あり！ と、 これを 日露 戦役のと きから 見 
破って いた 仁 平 大隊 長、 戦死と 報告され たま ま、 胸の 重傷を つつんで 蒙古 人の 部落へ 入った。 そ 
の 後 二十 八 年、 今や 大興 安嶺に 鉄人 先生と して、 天佑 谷に 多くの 日本人を ひきい、 ロ シヤと シナ 
人に 対して 国防の 第一線を 秘密に まもる。 しかも、 日本を のろう シオン 同盟の 極東 委員長 バ ザロ 
フ のために、 病毒 バィ キンに よって 大興 安嶺に 骨を うずめよう とする、 遺言は 平生の 教訓に あ 
り、 「死骸を ふんで 義戦に 勝て！」 と。 

これを 聞いて、 東条 参謀長は、 悲痛と 義憤、 胸に あふれて、 はふり おちる 涙と ともに 唇を かみ 
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しめた。 

(アジアの 平和を 乱す 敵 あら ば、 鉄人 先生の 死骸を ふんで 義戦に 勝つ の だ！) と •東条 参謀長 
は' 石の ごとく 突っ立って 涙を こらえた。 

この 時 •静かな 岩屋の 中に、 あわただしい 足音が 石段に みだれて きた。 おおぜい だ。 扉の 外に 
立って いる 白 井 大尉が、 キッと 石段の 方を 見つめる と、 —— おおぜいの 先頭に、 石段の 上から 下 
りてきた のは、 南 大尉 だ。 

「報告」 

帰って きた 南 大尉が' 鉄人 先生と 東条 参謀長の 前に 立って 報告す る。 

「本郷 少佐 殿と 宣彦 が、 バ ザロ フを とらえました。 しかし、 少佐 殿は 重傷- 宣彦も 重態、 少佐 殿 
に 三 名の 看護を 残し' 宣彦 はた だい ま、 医務室へは こびました。 バ ザロ フは第 九 号 室へ つなぎ ま 
した。 彼のた めに！ ® 村 中尉が たおされました。 この 手帳に 宣彦が 書きました 暗号は、 参謀長 殿 
へ、 本郷 少佐 殿の 遺言であります」 

「本郷 の 遺言！」 

と、 東条 参謀長は、 その 駱駝の 皮の 手帳を 受け取る と、 すぐに 開いて 見た。 

「閣下、 読みます！」 

鉄人 先生の 死期は せまり、 本郷も 遺言した といぅ。 東条 参謀長は、 特別 暗号に つづられ てる そ 
れを ，翻訳しながら 読みは じめ た。 
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「東条 参謀長 殿に 告ぐ 。わが 武俠嶺 に、 巌窟 城より 航空し 来たれる 飛行船 流星 号 あり、 中に 積み 
きたれる 最新式 活人 光線 機を、 ただちに 武俠嶺 より 空中 輪 送に よりて、 発送を 命じ、 受領 ありた 
し， 鉄人 先生を はじめ 諸兄の 血を おかせる 病毒 パイ キンは、 活人 光線に よりての み 死滅すべし。 
赤き 魔 人には 少なくとも 七 名の 監視を 要す」 

と， 読み終わった 東条 参謀長、 手帳を 握りし める と、 朗 々と 言いだ した。 
「ょし南大尉！本郷少佐の遺言じゃなぃぞ。今のとぉり武俠嶺へ、特波長の無線電言を打て 



南 大尉 も 顔色を かがやかして、 敬礼を 忘れた まま 走り出て いった。 

「閣下 •お聞きのと おりであります。 殺人 光線よりも 反対の 効力が 威大だ という 活人 光線に よっ 
て' バ ザロ フの 計略は、 これ こそなんでも なくなりました」 

と、 言う 東条 参謀長を •鉄人 先生は 見られる と、 眉 も 動かさず' 静かに 言われた。 

「本郷 の 重傷と 宣彦の 重態を、 その 光線に よって 治して やれ」 

「ハ」 

「高 村の 死骸を、 天佑 谷の 上に 厚く 葬って やれ。 大陸を まもる 新たな 努 J F ' ゃ」 

鉄人 先生は、 高 村 中尉の 英霊を 弔う ごとく， 目を とじられた。 

そこに， 佐 野 少尉が 右手に なに か 厚い 書類を 持って 入って きた。 
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「報告！ バ ザロ フの 身体 検査の 結果、 上着の 三重 隠しから、 この 書類を 発見し ました」 

「ょし、 赤 魔の 機密 書類 だな」 

その 書類を すぐに 開いて みた 東条 参謀長、 ジ ィッと 瞳を こらした。 シオン 同盟の 暗号文が、 い 
く 枚 も 赤 ィンクで 書かれて いる。 見つめつ づけて るう ちに、 東条 参謀長は、 グッ とうなず くと、 
鉄人 先生の 前へ、 その 書類を 差し出して 言った。 

「これに ょって、 シオン 同盟の 残党を、 容易に ほろぼす ことができます。 首領 バザ ロフ とこの 機 
密計 画 書が、 わが 手に入りました 以上、 すでに 彼らは 滅びた も 同様であります」 

鉄人 先生 も、 うなずいて 言われた。 

「正義に 敵す る ものは 必ず 減ぶ。 天の 理じ ゃ」 

大興安 嶺に雪 深し。 アジアの 大 東を まもる 鉄人 先生を はじめ、 本 郷義昭 、宣彦 少年、 その他の 
尊き 生命を 救うべく、 武俠嶺 の 上空から、 一台の 無声 単葉機が 一直線に 天佑 谷の 森へ、 影を 雪に 
投げつつ 飛んで きた。 最新式の 活人 光線 機を のせて きたの だ。 

(『少年 倶楽部』 昭和 七 年 八月 号〜 八 年 十二月 号に 連載) 
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